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序

　本県には、旧石器時代をはじめとする１万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残されてい

ます。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解

するのに欠くことの出来ない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将

来にわたって大切に保存し、活用を図らなければなりません。

　一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和も求

められるところです。

　当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまい

りました。

　本報告書は、岩手県宮古市津軽石の三陸沿岸道路施工に関連して平成27・28年度に発掘調査を実施

した、根井沢穴田Ⅳ遺跡の調査成果をまとめたものです。今回の調査で本遺跡は、縄文時代の集落、

中世の鉄生産に関する遺構、近代の家畜埋葬墓などが発見されました。特に製鉄炉の構造について、

詳細なデータが得られたことは沿岸部での生産遺跡を考える上で貴重な資料を提供することができま

した。

　本書が広く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、その保護や活用、学

術研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

　最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました国土

交通省東北地方整備局三陸国道事務所、宮古市教育委員会をはじめとする関係各位に対し、深く感謝

の意を表します。

　　　　　　　

　平成30年２月

公益財団法人　岩手県文化振興事業団

理 事 長　 菅　野　洋　樹



例 言

１　本報告書は、岩手県宮古市津軽石第19地割50－1ほかに所在する根井沢穴田Ⅳ遺跡の発掘調査成
果を収録したものである。

２　今回の調査は、三陸沿岸道路施工に伴う事前の緊急発掘調査である。調査は岩手県教育委員会事
務局生涯学習文化課の指導・調整のもとに、国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所の委託を受
け、公益財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが実施した。

３　本遺跡の岩手県遺跡台帳における遺跡コードは L G 53－2201、遺跡略号はＮＳＡⅣ－15・16であ
る。

４　年度ごとの野外調査及び室内整理期間、遺跡略号、調査担当者は次の通りである。
　平成27年度　NSAⅣ－15
　　野外調査2015.04.16～05.15　面積600㎡　　　担当者　北田　勲　伊藤　武　近藤行仁　大坪華子
　　室内整理2016.02.01～03.31　　　　　　　　 担当者　伊藤　武
　平成28年度　NSAⅣ－16
　　野外調査2016.10.18～12.20　面積900㎡　　　担当者　西澤正晴　河本純一　中島康佑
　　室内整理2016.12.21～2017.01.13、02.01～03.31 担当者　西澤正晴　中島康佑
５　本報告書の作成は、遺構図化・遺物図化を北田、河本、中島、西澤が行った。原稿は、Ⅰは三陸

国道事務所、Ⅱ ･Ⅲは北田、西澤、Ⅳは北田、Ⅴ－１･２は中島、Ⅴ－3は河本、Ⅵは北田、中島、
西澤がそれぞれ行った。分担は各文末に記した。編集は北田、西澤が行った。

６　業務委託は、以下の通りである。　
　㈱スカイ測量設計………………座標原点の設置
　東邦航空㈱………………………航空写真
　㈱加速器分析研究所……………放射性炭素年代測定
　古代の森研究舎…………………炭化材同定・炭化種子同定
　パリノ・サーヴェイ㈱…………鉄滓の分析・放射性炭素年代測定
７　本書では以下の地形図を使用した。
　・『1/25,000地形図津軽石』（国土地理院）
　・『1/50,000地形図宮古』（国土地理院）
８　野外調査及び本報告書の作成にあたり、宮古市教育委員会からは多大な協力を得た。
９　発掘調査資料は、全て岩手県立埋蔵文化財センターにおいて保管している。
10　調査成果の一部については、平成27・28年度調査概報（岩埋文第661・676集）、現地説明会資料等

に発表してきたが、本書の記載内容が優先するものである。
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１　遺構図の用例は次の通りである。
　（1）遺構実測図の縮尺は下記の通りである。
　　・平成27年度
　　　　製鉄工房跡工房内の製鉄炉・土坑・柱穴状土坑・焼土遺構　　1/30
　　　　掘立柱建物跡や柱穴列　　　　　　　　　　　　　　　　　　1/60
　　・平成28年度
　　　　竪穴建物跡・土坑・焼土遺構・ピット　　　　　　　　　　　1/50
　　　　土坑墓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1/40
　　ただし規模の関係上これに合わないものもあるため、各図版にスケール及び縮尺を付した。
　（2）推定線は破線で表した。また、スクリーントーンを使用して遺構の状況を表した（凡例図参照）。
　（3）層位は、基本層序にローマ数字、各遺構堆積土などにアラビア数字を使用した。
　（4）土層色調観察には、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』を使用した。
２　遺物実測図の用例は次の通りである。
　(1) 遺物実測図の縮尺は、縄文土器1/3・1/2、石器2/3・1/3、陶磁器・ガラス製品・羽口1/3、
　　鉄製品1/2で表した。
　(2) スクリーントーンを使用して、羽口の状態を表した（凡例図参照）。
３　写真図版の用例は次の通りである。
　(1)　遺構写真図版については、基本的に平面及び断面写真をセットとし掲載した。
　(2)　遺物写真図版については、縮尺は基本的に遺物実測図に準じている。
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Ⅰ　調査に至る経過

根井沢穴田Ⅳ遺跡は、一般国道45号三陸沿岸道路事業（山田～宮古南）の事業区域内に存在すること
から発掘調査を実施することとなったものである。

三陸沿岸道路は、宮城、岩手、青森の各県の太平洋沿岸を結ぶ延長359kmの自動車専用道路で、東
日本大震災からの早期復興に向けたリーディングプロジェクトとして、平成23年度にこれまで事業化
されていた区間も含め、全線事業化された復興道路である。

当該遺跡に係る埋蔵文化財の取り扱いについては、平成24年11月９日付け国東整陸一調第1005号に
より、三陸国道事務所長から岩手県教育委員会生涯学習文化課長あてに試掘調査を依頼し、平成24年
11月13日～11月14日にわたり試掘調査を行い、平成24年11月15日付け教生第1325号により、工事に先
立って発掘調査が必要と回答がなされたものである。

その結果を踏まえて、岩手県教育委員会と協議を行い、平成27年４月１日付けで公益財団法人岩手
県文化振興事業団と委託契約を締結し、発掘調査を実施することとなった。

（国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所）

Ⅱ　遺跡の立地と環境

１　遺 跡 の 位 置

根井沢穴田Ⅳ遺跡は、岩手県宮古市津軽石第19地割50-1ほかに所在し、国土地理院発行50,000分の
１地形図 NJ-54-13-3（盛岡３号）「宮古」の図幅に含まれ、北緯39度34分30秒、東経141度55分40秒に位
置する（第１・２図）。

遺跡は、ＪＲ山田線津軽石駅（休線）から南西約1.1㎞に位置しており、根井沢によって形成された
河岸段丘上に立地している。現況は森林・畑地で、標高は24～27ｍである。根井沢は、そのまま東流
し津軽石川に注いでいる。

宮古市は、岩手県沿岸部のほぼ中央、本州では最東端に位置している。西は盛岡市、北は岩泉町、
南は花巻市・遠野市・山田町に接し、総面積は1,259.89㎢で、岩手県の総面積の約8.2％を占めている（宮
古市ＨＰ宮古市市勢要覧から引用）。人口は55,931人（平成28年３月１日現在）である。

２　地 理 的 環 境

宮古市街地は、南西に広がる小起伏山地を南北に分断する閉伊川流域を中心に形成されており、さ
らに閉伊川支流の近内川・長沢川・山口川、宮古湾に注ぐ津軽石川・八木沢川によって形成された沖
積平野へと広がっている（第３図）。しかし、市街地の平野部は狭く、有史以来人々は生活の場を求め
て平野部から丘陵地、さらには山地にまで進出している。本遺跡の所在する宮古市津軽石地区は、宮
古湾へと注ぐ津軽石川西岸河口付近に発達した沖積平野に位置している。小起伏山地が連なる三陸沿
岸道路建設予定地周辺の地質は、角閃石黒雲母花崗閃緑岩〜トーナル岩（中生代白亜紀前期）で占めら
れており、この岩帯は通称宮古花崗岩として知られている。一方、市の東側の重茂半島でも通称大浦
花崗岩として知られる中生代白亜紀前期に堆積した岩帯が見られるが、角閃石黒雲母アダメロ岩、デ
イサイト質火砕岩、泥岩が多く、閉伊川流域とは様相が異なる。
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第１図　遺跡位置図

２　地理的環境
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Ⅱ　遺跡の立地と環境
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２　地理的環境
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第３図　周辺の遺跡分布図
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第３図　周辺の地質図
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Ⅱ　遺跡の立地と環境

遺跡周辺は、西側の小起伏山地と山地から流れる小渓流によって形成された小支谷、津軽石川の氾
濫平野をその範囲とし、基盤堆積層は宮古花崗岩と呼称される角閃石黒雲母花崗閃緑岩（以下、花崗
岩帯と呼称）である。この花崗岩帯を起源とする風化層は通称マサ（真砂）土と呼ばれており、今回の
調査の基盤層となるものである。花崗岩帯風化層の色調と層厚は地形によって異なる。花崗岩帯の色
調は黄褐色を基調とし、風化層も黄褐色〜灰白色を呈するが、尾根部では風雨の影響が強く、風化層
の白色化が進行している。特に宮古湾方向から吹きつける強い海風の当たる南側及び東側斜面部でそ
の傾向がある。これらの場所では北側斜面地に比べて風雨の影響が強く、山肌が一旦露出してしまう
と風化層の崩落が頻繁に起こり、砂礫や土砂が谷部へと流れ込んだと考えられる。この花崗岩地帯で
は、風化によって含まれる砂鉄が河川を通じ浜に打ち上げられることが多く、古来よりそれが利用さ
れてきている。この地域はこれらの砂鉄を利用した製鉄関連の遺跡が多数分布する地域でもある。

３　歴 史 的 環 境

宮古市には平成27年度時点で消滅した遺跡も含め679箇所の遺跡が確認されている。その中で、本
遺跡の周辺に分布する周知の遺跡61箇所を第４図と第１表に示している。宮古市域の遺跡の傾向とし
て、尾根を中心とした眺望の利く地点を好んで利用していたことが挙げられる。縄文時代は前期から
後期の遺跡の分布が多く見受けられ、さらに沿岸部という地理的特徴から貝塚の分布がみられる。古
代の集落は砂鉄の採取が比較的容易な尾根を利用していたと考えられ、宮古市の地形的特徴との関係
性が考えられる。中世では、多くの城館が存在しており、尾根を利用した眺望の利く地点に立地して
いる。多くは閉伊氏や一戸千徳氏が関連しているとみられ、周辺には、金浜館（21）・沼里館（32）・高
平館（42）・払川館（43）などがある。　

近年、宮古市内南部では道路建設にともなって集中的に発掘調査が行われており、それらをここで
簡単に触れておきたい。平成17年度から試掘調査が開始された三陸縦貫道路宮古道路関連の発掘調査
では、路線沿いに数多くの遺跡が調査されている（１～４、22、23、25）。縄文時代の竪穴建物跡を検
出した遺跡には、前期の八木沢野来遺跡、中期の下大谷地Ⅰ遺跡などがある。縄文土器自体は各遺跡
から早期～後 ･晩期のものが出土している。弥生土器も八木沢野来遺跡、金浜Ⅰ・Ⅱ遺跡などを中心
に出土している。古代では、竪穴建物跡が、金浜Ⅰ ･Ⅱ遺跡で調査されている。鉄生産関連の遺構では、
下大谷地Ⅰ遺跡、賽の神Ⅲ遺跡、金浜Ⅰ ･Ⅱ遺跡で検出しており、炭素年代は、おおよそ11世紀～13
世紀の間を示している。この古代末から中世の時代については、八木沢駒込Ⅰ・Ⅱ遺跡、八木沢野来
遺跡などから遺構や遺物が調査されている。とくに、12世紀代における遺物、大鎧の金具、中国産白
磁等が出土したことは特筆される。これまで述べた製鉄に関連する遺構の炭素年代もおおよそこの年
代に収斂してきており、この地域の評価を新たね検討しなければならない状況になってきている。

現在進行中である三陸沿岸道路に伴う発掘調査についても、本遺跡を含めて数多く行っているとこ
ろである。そのなかで、報告書がすでに刊行された遺跡もいくつかある（24、26、30、45、46）。津軽
石大森遺跡（30）は、古墳時代後期後半から奈良時代の集落跡であり、遺物は土師器の坏、椀、甕類、
短刀、刀子、農具と考えられる鎌などが出土している。金浜Ⅴ遺跡からは、鉄生産関連の遺構、払川
Ⅱ ･Ⅲ遺跡からは、縄文時代の陥し穴群や中世の塚状遺構（経塚）が調査されている。また、三陸沿岸
道路建設に伴うものではないが、復興工事に伴って赤前地区にも調査が及んでいる。そのうち赤前Ⅲ
遺跡（57）では、縄文時代前期の大形竪穴建物跡、平安時代の竪穴建物跡、中世の鉄生産関連炉などが
徴されている。このように、遺跡周辺では、縄文時代から近世にかけて長い歴史を有しており、とく
に近年の復興事業に伴って、新たな歴史内容が明らかになりつつある地域である。
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３　歴史的環境
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第１表　周辺遺跡一覧
No. 容内別種代時名跡遺

1 八木沢駒込Ⅰ 縄文・古代 集落跡 縄文土器、土師器、鉄滓
宮埋文報67集(2006)、岩埋文報574集
(2011)

2 )1102(集575報文埋岩)前(器土文縄地布散文縄Ⅱ込駒沢木八

3 八木沢野来 縄文 集落跡 縄文土器(早・前)
岩埋文報511集(2008)、岩埋文報573
集(2011)

4 )8002(集115報文埋岩)中・前(器土文縄地布散文縄Ⅰ地谷大下

5 下大谷地Ⅱ 縄文 集落跡 縄文土器(前・中)

6 下大谷地Ⅲ 縄文 散布地 縄文土器、鉄滓

7 下大谷地Ⅳ 縄文 散布地 縄文土器

8 下大谷地Ⅴ 縄文 散布地 鉄滓

9 下大谷地Ⅵ 縄文 散布地 縄文土器(前～後)、鉄滓

10 大谷地Ⅰ 縄文 散布地 縄文土器

11 )8002(集115報文埋岩)後～前(器土文縄地布散文縄Ⅰ神ノ賽

12 )8002(集115報文埋岩炭、坑土、器石、器土文縄地布散代古・文縄Ⅱ神ノ賽

13 賽ノ神Ⅲ 縄文・古代 集落跡・生産遺跡 縄文土器、土師器、鉄滓、羽口、竪穴住居、製鉄炉 岩埋文報530集(2009)

14 高浜Ⅰ坂の下 縄文 散布地 縄文土器

15 高浜Ⅱ今ヶ洞 縄文 散布地 縄文土器(前～後)

16 高浜Ⅲ熊野 縄文 散布地 縄文土器

17 高浜Ⅳ横須賀 縄文 散布地 縄文土器(中・後)

18 高浜Ⅴ下地神 縄文 散布地 縄文土器(早～中)

19 )6002(集56報文埋宮)中(器土文縄地布散文縄神地Ⅵ浜高

20 滓鉄跡鉄製沢ヶ堤浜金

21 金浜館 縄文・中世 城館跡 主郭、帯郭、空堀、フラスコ状ピット 宮埋文報7集（1986）

22 金浜Ⅰ 縄文・平安 散布地 縄文土器(前・中・後)、石器、土師器
宮埋文報30集(1992)、岩埋文報553集
(2010)

23 )0102(集355報文埋岩器師土跡落集代古Ⅱ浜金

24 金浜Ⅲ 縄文・古代 散布地 縄文土器、土師器

25 器土文縄地布散文縄Ⅳ浜金

26 )4102(集036報文埋岩滓鉄、)中(器土文縄地布散文縄Ⅴ浜金

27 滓鉄、器師土跡落集代古Ⅱ越馬

28 馬越Ⅰ 縄文・古代 散布地 縄文土器(後)、土師器、鉄滓

29 砦、郭腰、郭主跡館城世中館崎山

30 津軽石大森 縄文・古代 集落跡 縄文土器、土師器、須恵器、石器、土製品 岩埋文報641集(2015)

31 )3002(集06報文埋宮跡居住穴竪、器師土、器土文縄跡落集良奈・文縄里沼

32 堀、郭腰、郭主跡館城世中館里沼

33 根井沢穴田Ⅰ 縄文・古代 散布地 縄文土器(中)、土師器

34 根井沢穴田Ⅱ 縄文 散布地 縄文土器(前～後)、石器、土師器

35 根井沢穴田Ⅲ 縄文 散布地 縄文土器(前・中)

36 根井沢寺ヶ沢 古代 散布地 鉄滓

37 書本)、弥生土器、製鉄炉中・前(器土文縄集落跡・生産遺跡文縄Ⅳ田穴沢井根

38 根井沢穴田Ⅴ 縄文 散布地 縄文土器(早～中)

39 根井沢日影Ⅰ 縄文 散布地 縄文土器(中)

40 根井沢日影Ⅱ 縄文 散布地 縄文土器

41 根井沢Ⅰ 縄文・弥生・平安 製鉄跡 縄文土器、製鉄炉、羽口、鉄滓

42 塔輪五、郭腰、郭の二、郭主跡館城世中館平高

43 払川館(津軽石館) 中世 城館跡 砦、空堀、主郭、二の郭、三の郭、腰郭
宮埋文報64集(2005)、宮埋文報73集
(2007)

44 )1991(集92報文埋宮器師土、)晩・中・前(器土文縄跡落集世中・良奈・文縄Ⅰ川払

45 )5102(集346報文埋岩器師土、器土文縄跡落集代古・文縄Ⅱ川払

46 払川Ⅲ 縄文・古代 散布地 縄文土器(前～後)、土師器、須恵器 岩埋文報643集(2015)

47 荷竹日向Ⅰ 縄文・古代 散布地 縄文土器(前・中・晩)、土師器、須恵器 岩埋文2014・15年度調査

48 荷竹日向Ⅱ 縄文・古代 散布地 縄文土器、土師器、鉄滓

49 荷竹日向Ⅲ 縄文・古代 散布地 縄文土器(中)、土師器、須恵器

50 荷竹日向Ⅴ 縄文 散布地 縄文土器

51 荷竹日向Ⅳ 縄文・平安 散布地 縄文土器(早・前)、石器、鉄滓

52 地布散Ⅰ影日竹荷

53 )9991(集35報文埋宮器恵須、器師土、器土文縄地布散良奈・文縄Ⅲ内堀小

54 赤前Ⅵ釜屋ヶ沢 縄文・古代・近世 散布地 縄文土器、土師器、須恵器、陶磁器 宮埋文報53集(1999)

55 )9991(集35報文埋宮器師土、器土文縄地布散代古・文縄沢柳Ⅴ前赤

56 赤前Ⅳ八枚田 縄文・平安 集落跡 縄文土器(早～中)、竪穴住居跡、羽口、鉄滓
宮埋文報5集(1984)、宮埋文報53集
(1999)

57 赤前Ⅲ 縄文・平安 集落跡 縄文土器(前・中)、竪穴住居跡、羽口、鉄滓
宮埋文報5集(1984)、宮埋文報53集
(1999)、岩埋文報650集(2016)

58 砦、郭腰、郭の二、郭主跡館城世中館前赤

59 )5991(集24報文埋宮)後～前(器土文縄地布散文縄沢子牛Ⅰ前赤

60 久保田 縄文・古代 散布地 縄文土器、土師器

61 )8991(集25報文埋宮器恵須、器師土、器土文縄跡落集代古・文縄畑藤

宮古市埋蔵文化財調査報告書→宮埋文報、岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書→岩埋文報

Ⅱ　遺跡の立地と環境
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Ⅲ　調査・整理の方法

　1　野 外 調 査 方 法

　（１）調　査　方　法

　平成27年度調査区は谷に面する南向きの緩斜面である。調査区は、三角形のような形状をしており、
全体に緩斜面であるが、北端は段丘崖により急傾斜面を成している。
　平成28年度調査区は、尾根上から南向きの緩斜面である。調査区は尾根の頂部を頂点とした不整形
である。
　各遺構の調査方法については、陥し穴状遺構や土坑、ピットなど小型の遺構は二分法で行い、竪穴
住居跡などの大型の遺構や複雑な堆積を呈する遺構は、随時四分法を用いて行った。また、各々につ
いて堆積土層観察用のセクションベルトを設け、土層を観察しながら精査を進めた。
　この際、土層の堆積状況、遺物の出土状況、遺構の完掘状況を中心に写真撮影及び実測を随時行っ
た。実測は、平面図は遺構実測ソフトを用いて光波トランシットによる測量を行い、微細図・断面図
は手取りや写真測量によって図化している。
　遺構 ･遺物の写真撮影については、デジタルカメラ（1,200万画素）と中判カメラ６×4.5(モノクロー
ム )を使用した。
　遺構実測図の縮尺は1/20を基本としたが、製鉄炉や焼土・微細図は1/10、その他の遺構や土層断面
なども種類や規模により縮尺を変えて遺構実測図 (第一原図 )を作成した。掲載については、凡例に挙
げた縮尺にリサイズしている。なお、調査の進行上、土層断面の写真や実測を省略し、状態の記録や
計測等のみに留めた遺構もある。
　遺物の取り上げ方は、遺構内出土分については出土遺構名と出土層位を記した。包含層など遺構外
遺物は、出土地点・基本層位（または近接するセクション層位）を記入して取り上げた。

　（２）野 外 調 査 経 過

［平成27年度］
　４月16日午後から、調査を開始した。重機搬入後、17日から表土除去を開始、22日に完了した。表
土除去と並行して検出を進め、調査区北側に鉄生産に関連する遺構群を確認した。４月22日、基準点
の設置。遺構の精査を開始する。４月後半から、精査と並行して鉄滓の仕分けも行う。５月12日、終
了確認。５月15日、資材を撤収し、調査を終了した。天候は安定しており、順調に作業を行うことが
出来た。作業日数18日間。

［平成28年度］
　10月18日より機材搬入を行い、調査を開始した。25日より表土除去を開始し、27日で終了した。以
降、遺構検出を進め、11月前半には全容が判明する。遺構は密集していないが、土坑を中心にまばら
に点在する状況が確認できた。また、南端付近には馬の骨が出土し、周囲には家畜埋葬墓が複数存在
することが分かった。11月前半以降、精査を進めていく。17日に部分終了を行い、21日以降に東半分
を引き渡す。22日は津波注意報が発令され、作業中止とする。11月下旬頃より、土器や動物遺存体の
洗浄も野外調査と並行して行う。12月12日に航空写真撮影、15日に終了確認を行った。19日に機材搬
出、撤収作業、20日に、補足調査を行い、すべての作業を終了した。
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Ⅲ　調査・整理の方法

　２　整　理　方　法

　（１）遺 構 の 整 理

　遺構実測ソフトで図化してきた遺構図データ及び手取りした図面を基に、註記や遺構の切り合い、
配置などを検討しながら担当調査員が平面図を作成した。断面図は、デジタルトレースした図面を平
面図と合成 ･修正を行い、最終的な図化を行った。平面図及び断面図のレイアウトは調査員が行った。

　（２）遺 物 の 整 理

　遺物は種類ごとに大別し、掲載遺物・要観察遺物を選別した上で登録番号を付けた。
本報告書掲載にあたっては、これらに掲載番号を付した。観察表の（　）内数値は残存値、＜　＞内数
値は推定値である。
　土器は水洗乾燥後、収納袋ごとに註記を行い、その後、遺構ごとに接合作業、掲載遺物の選別、復
元作業、登録、実測、拓影、トレース、写真撮影、版組の手順で行った。土製品は、土器と同様に水
洗・註記を行った後、接合以下の作業を進めた。
　鉄滓は、水洗乾燥後にまず、磁着の有無・メタル含有の有無を測定し、その後に肉眼観察による仕
分けを行った。仕分けは、炉内滓・炉底滓・流出滓に分類した。この中から、代表的な遺物を抽出し、
成分分析を業務委託した。それ以外は計測表に記載するに留めた。
　近代の遺物には、鉄製品やガラス製品、陶磁器類があるが、代表的なものを抽出し図化を行ったが、
その他のものについては表に掲載するに留めた。また、動物遺存体については、洗浄 ･乾燥後に、遺
構ごとに収納し、代表的な部位をもって、家畜の種類を特定した。特定に当たっては、Ⅴ－3の文献
を参考にしている。図化は行わず、代表的なものを写真掲載している。

　（３）遺 物 写 真 撮 影

　遺物写真は、当センター写場にて写真技師が撮影を行った。撮影には、デジタルカメラ（1,200万画素）
を使用した。

　（４）整　理　経　過

　平成27年度調査分は、平成28年２月１日～平成28年３月31日（作業員１名体制）で室内整理作業を
行った。平成28年度分は、平成28年12月21日～平成29年１月13日まで、調査員２名で開始し、その後
２月１日～３月31日まで作業員1名体制で整理作業を行っている。

　３　広　報　活　動

・調査概報　『平成27年度発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第661集
　2016年３月発行
・調査概報　『平成28年度発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第676集
　2017年３月発行
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平成27年度表土除去作業1

平成28年度試掘の状況 平成28年度重機稼働状況

平成28年度検出状況 平成28年度作業の状況

平成27年度実測作業 平成28年度調査前状況

平成27年度表土除去作業2
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Ⅳ　平成27年度の調査

　１　全 体 の 概 要

　平成27年度の調査区は、津軽石川水系の根井沢に注ぐ小河川によって開析された南向きの小さな谷
の緩斜面に位置している。調査面積は600㎡で、調査区内の標高は23.5～29.5ｍ、調査区北側は山体へ
と続く斜面となる。調査区は近年の植林や農地利用のため削平されており、北側を削り出した土で南
側を埋め立てている。
　基本層序はⅠ～Ⅴ層が確認された（第６図）。Ⅰ層黒褐色シルトは現代の耕作土、Ⅰ’層はⅡ～Ⅴ層
が混在した盛土で南側を平坦に埋め立てた層、Ⅱ層黒褐色シルトは近年の造成の影響を受けていない
旧表土である。Ⅲ層は暗褐色マサ混シルトで上面が中世前半の遺構検出面で、調査区北側から中央に
かけて見られるが、南側には確認できない。Ⅳ層は黒褐色マサ混シルトで、Ⅳ’層で表示している通り、
下位になるにつれて山体斜面が崩れて堆積した10～30㎝大の花崗岩礫が多くなる。Ⅴ層は黄褐色マサ
土でさらに大きい50㎝大の花崗岩礫を多量に含む。Ⅲ層上位には少量の縄文土器が認められたが、こ
れより下位は無遺物層となる。
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１　全体の概要
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Ⅳ　平成27年度の調査

第　図　SXW01 ～ 04 鉄生産関連遺構、SK02・03 土坑
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第７図　ＳＸＷ01～04製鉄工房跡、ＳＫ02・03土坑
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　検出された遺構は、縄文時代と考えられる焼土１基と土坑２基、中世前半の製鉄工房跡４棟・土坑
２基、中世以降の掘立柱建物跡１棟・柱穴列２条・溝跡１条である。中世の製鉄に関連する遺構群は、
調査区北側の急斜面に接するようにまとまって確認された。遺構同士は切り合っており、新旧関係が
ある。通常、製鉄炉の下方には排滓場を伴うが、調査範囲内では確認されなかったことから後世の削
平の影響で撹乱された可能性がある。また、斜面下方に位置する掘立柱建物跡や柱穴列もこの影響で
全形を留めていない。
　次項では調査内容を、遺構・遺物の種類ごとに記述する。

　２　調　査　内　容

　（１）製 鉄 工 房 跡
ＳＸＷ01製鉄工房跡（第８・９図、写真図版２・３）
　調査区北側の X=－46605・Y=94035付近に位置する。用地内であることから、調査区境界にかかっ
ていたものを北側に３ｍ広げて検出した。SXW02・04と重複しており、本遺構が最も古い。また、Ｓ
Ｋ03と重複しているが、埋土中に鉄滓を含んでいることから本遺構の遺構内土坑の可能性もある。規
模・形状は 4.7ｍの円形基調で、斜面下半の遺構形状は残存していない。また、炉排滓溝などは重複
するＳＸＷ 04によって切られており、すでに失われている。北側の残存している壁際を回るように、
Ｐ１～７の計７個の柱穴状土坑を検出しており、壁柱穴と考えられる。
　この竪穴の中央付近に、製鉄炉１基を確認した。炉体は残存せず、炉床も最終操業の際に破壊され
ており窪んでいる状態で検出した。地下構造は、1.72ｍの隅丸方形で、尺換算で 5.7尺と考えられる。
地下構造の掘り込みは深さ 40㎝、底面も約1.3ｍの隅丸方形で平坦に構築されている。掘り方の表面
は全体に薄黒く変色しており、除湿を目的として内部で予め焼成されたことと、操業時の影響の両者
が考えられる。堆積土のうち、13層は初期に除湿を目的として焼成した炭化材をそのまま底面に充填
した層位、３～12層は各操業時に入れ替えられた層位、２層は最終操業時に炉を解体した際の堆積層、
１・１’層は廃絶後に流入した層位である。
　地下構造は、操業の都度に炉床（地下構造の上部）が壊されることから上部は作り直されたと考えら
れるが、下部はよく乾燥して除湿されているためそのまま再利用されたと考えられる。詰め込まれる
材料は炭化材とは限らず、以前の操業で使用済みとなった崩落した炉壁や炉底付近の還元土なども乾
燥しているため利用されたと見られる（第９図左）。ちなみに、地下構造出土の炭化材２点について同
定を行ったところ、クリ１点とコナラ属コナラ節１点の同定結果を得た。
　通常、鞴を設置するための鞴座が炉北側や側面などに配置されると考えられるが、作業面は平坦で
明確な痕跡は確認されなかった。このことから、掘り込みを持つ踏み鞴のような構造ではなく、床面
に痕跡の残らない袋鞴のような装置が想定される。
　出土遺物から、８～12の羽口５点と21～23の鉄滓３点を掲載した。羽口はいずれも操業後に炉本体
とともに破壊された残りで、９は基部、その他は端部を残存している。外径は残存した部分から 13
～15㎝と見られ、これに対して内径は推定で3.7～4.5㎝と細い印象を受ける。基部が残存している９
は内径が推定で6.3㎝となり、鞴の送風管（竹製か）が装着しやすく、風が漏れにくくなっている。鉄
滓は 21・22が炉壁に炉内滓が付着したもの、23が流出滓で 22のみ磁着する。鉄滓は掲載した資料を含
めて、本遺構から15.56kg 出土している。大半は工房埋土から見つかった鉄滓で、炉内滓（磁着無し）
6.37kg、炉内滓（磁着有り・金属探知器反応有り）2.69kg があるが、上部遺構からの流入の可能性も考
えられる。
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Ⅳ　平成27年度の調査

第　図　SXW01 鉄生産関連遺構（１）

SXW01
１　10YR3/4～2/3上部は上方からの流入した暗褐色マサ混シルト、下部は1’層とほぼ同じ黒褐色マサ混シルト　粘性やや弱　締まりやや疎
１’10YR2/3黒褐色マサ混シルト　粘性やや弱　締まりやや疎　乱れた炉床に堆積した流入土で、崩れた炉壁片や羽口片など多く含む。
２　10YR3/3暗褐色マサ混シルト主体に、10YR5/6黄褐色ブロックを含む　粘性やや弱　締まりやや疎　下部には炭化物粒（1㎝）を多く含む。
　　炉内には崩落した炉壁片や5YR5/6明赤褐色焼土粒を多く含む。
３　7.5GY7/1明緑灰色還元層　粘性弱　締まりやや疎　第3期炉の影響層または充填土。
４　10YR1.7/1黒色還元層　3層の下部にある弱い影響層または充填土。
５　5GY2/1オリーブ黒色還元層＋7.5GY4/1暗緑灰色還元層の混合土　粘性なし　締まり中　炉底塊と鉄を取り出した際に破壊した人為層。
６　10YR5/4にぶい黄褐色焼土層　粘性なし　締まりやや密　第3期炉の充填土。
７　5YR6/8橙色焼土層　粘性なし　締まりやや密　第3期炉の充填土。
８　2.5GY2/1黒色還元層　粘性なし　締まりやや密　第2期炉の充填土。
９　2.5GY6/1オリーブ灰色還元層　粘性なし　締まりやや密　第2期炉の充填土。
10　2.5GY2/1黒色還元層　粘性なし　締まりやや密　第1期炉の充填土。
11　5YR5/8明赤褐色焼土層　粘性なし　締まりやや密　防湿のために貼った粘土層（使用した炉壁を均一にして充填か）。
12　5Y5/4オリーブ色還元層　粘性なし　締まりやや密　第1期炉の充填土。
13　10YR1.7/1黒色炭化物層　防湿のために炭化物を敷き詰めている。
14　10YR4/3にぶい黄褐色マサ混シルト　粘性やや弱　締まり密　基本土層Ⅲ層。
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２　調査内容

　遺構の操業年代を推定するために、地下構造の炭化物１点について放射性炭素年代測定を行ったと
ころ、1,338calAD-1,398calAD（２σ・58.0％）の数値を得た。年代を推定する遺物は出土していないが、
測定値から室町時代前半（14世紀後半）の操業年代が考えられる。
ＳＸＷ02製鉄工房跡（第10図、写真図版４）
　調査区北側の X=－46605・Y=94033付近に位置する。遺構の大半を近年の造成による削平と、重複
するＳＸＷ04によって切られている。ＳＸＷ01とも重複しているが本遺構が新しく、ＳＸＷ04より本
遺構が古い。木根の影響も受けており、残存する部分は僅かである。規模・形状は竪穴部分が4.2ｍ
ほどであるが、炉から壁際までの距離を測ると約1.2ｍと他の工房跡とほぼ同規模であることが分か
る。壁際には計 10個の壁柱穴と考えられる柱穴状土坑があり、このうちＰ２・４・６～８・10の６個
は細い杭状の打ち込み痕で、末端が尖っている杭を刺したと考えられる。竪穴の中央付近に、炉の一
部と考えられる焼土を１基確認した。地下構造の掘り方の一部と見られる。大半を近年の造成による
削平とＳＸＷ04との重複によって失っているが、明赤褐色に強変焼土化した範囲とその外側の黒色化
した影響層が平面で捉えられる。焼土上面にある炭化材の同定を行ったところクリ材が利用されてお
り、地下構造に充填された炭化材と考えられる。
　壁柱穴内から鉄滓610g が出土しており、24の炉内滓（磁着有り・金属探知器反応無し）を掲載した。
　焼土層上面から出土した炭化材の放射性炭素年代測定を行ったところ、1,424calAD-1,444calAD（１
σ・68.2％）の数値を得た。しかし、重複による新旧とややズレがあること、検出面からの採取である
ことを考慮し、ＳＸＷ01→02→04の新旧関係から、室町時代前半（14世紀後半）と捉えたい。
ＳＸＷ03製鉄工房跡（第11・12図、写真図版５～８）
　調査区北側の X=－46612・Y=94034付近に位置する。本遺構は、４棟確認した製鉄工房跡のなかで
最も新しく位置付けられる遺構で、良好な遺存状態で確認された。隣接するＳＸＷ04と重複しており、
本遺構が新しい。また、遺構南側は近年の造成による削平の影響を若干受けている。規模・形状は
3.8～4.0ｍの円形基調で、竪穴の斜面下半は立ち上がりが残存していないが排滓することを考慮する
と、掘り込みはなく開放していたのかもしれない。壁際には計21個の壁柱穴と考えられる柱穴状土坑
があり、このうちＰ３～５・７～21は末端が尖った杭状の柱で、打ち込んで設置した痕跡と考えられ

第　図　SXW01 鉄生産関連遺構（２）
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第９図　ＳＸＷ01製鉄工房跡（２）
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Ⅳ　平成27年度の調査

る。床面中央には他遺構と同様に炉１基が配置されており、壁際からの距離は約１ｍとほぼ同規模で
ある。炉床は最終操業時に破壊されており窪んでいる状態であるが、辛うじて炉底影響層である還元
面が残っている。地下構造は西側がやや崩れて広がっているものの1.8×1.7ｍの隅丸方形に掘り窪め
てあり、ＳＸＷ01と規模・形状ともに共通する。尺換算すると5.7尺ほどであろうか。地下構造の残
存床面からの掘り込みは深さ40㎝、底面も約1.3ｍの隅丸方形で平坦に構築されている。掘り方は底
面を中心に全体が黒色化しており、除湿を目的として内部で焼成されたことと操業時の影響の両者が
考えられる。14層は炭化物層で、初期に燃焼させた炭化材がそのまま充填されている。初期に充填さ
れた炭化材はサイズの大きな木材が使用されており、中央よりも外側によく残存している。残りの良
い炭化材９点のうち、５点の炭化材同定を行ったところ、いずれもクリが利用されていた（Ⅳ－３（２）
炭化材同定）。ＳＸＷ01と同様に、地下構造は操業のたびに炉床が壊されることから作り直されたと
考えられ、地下構造の堆積にも少なくとも３単位が読み取れる。ただ、すべてを作り直すのではなく、
乱れた部分に炭化材・炉壁崩落土・還元土など乾燥している材料を詰め込み直したと考えられる。炉

P9
１　10YR2/1黒色シルト　締まりなし　焼土粒や炭化物を混入する。
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１　5YR5/8明赤褐色焼土　粘性なし　締まりやや疎　下部構造の壁面が被熱しており、
　　部分的に表面に炭化物が認められる。
２　5YR2/2黒褐色に変化した焼土下の影響層　粘性なし　締まりやや疎～中
３　10YR4/3にぶい黄褐色マサ混シルト　粘性やや弱　締まり中～やや密　基本土層Ⅲ層
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第10図　ＳＸＷ02製鉄工房跡
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２　調査内容

SXW03
１　10YR2/3　黒褐色　マサ混シルト　粘性やや弱　締まりやや疎　竪穴部分に流入した最終堆積層。
２　10YR2/2　黒褐色　マサ混シルト　粘性やや弱　締まり疎　　　炉内滓と炉壁崩落土を多く含む。下部は還元して青く変色している。
３　7.5GY6/1　緑灰色還元層　粘性弱　締まりやや密　炉内の還元した表面が崩れて堆積している。
４　10YR2/3　黒褐色　マサ混シルトに5YR5/6明赤褐色炉壁粒（１～２㎝）や炭化物粒（１～2㎝）が多量に含まれる炉崩落土層。
５　10YR6/1　褐灰色還元層　粘性なし　締まりやや密　ガリガリ　第3期炉の炉底や排滓溝底面の影響層
６　5YR4/6　赤褐色焼土や炉壁塊・炭化物の混在する貼床と考えられる層。第3期炉操業時に床面に広がっていた混合土。
７　10YR4/3　にぶい黄褐色　粘性なし　締まり密　第3期炉の炉床部分。
８　7.5YR4/6　褐色炉壁崩落混合土　第3期炉の炉床部分。炭化物粒（φ0.5～1㎝）も多く混入する。
９　5YR3/4　暗赤褐色焼土　粘性なし　締まりやや密　第2期炉の充填土。
10　10YR1.7/1　黒色還元層　粘性なし　締まりやや疎　5層以下の影響層。
11　10YR6/1　褐灰色還元層　粘性なし　締まりやや密　ガリガリ　第2期炉の充填土。
12　5YR5/6　明赤褐色焼土　粘性なし　締まり密　第1～2期炉の充填土。
12’土色は12層と同じ　排滓溝の底面影響層。
13　5YR1.7/1　黒色還元層　粘性やや弱　締まりやや疎　11層下の充填土か。
14　10YR1.7/1　炭化物層　防湿のために入れられた層で、炉の壁側が厚く敷き詰められている。
15　5YR1.7/1　黒色還元層　粘性なし　締まり中　最終面の影響層。
16　10YR3/3　暗褐色　マサ混シルト　粘性やや弱　締まり中　基本土層Ⅲ層。
17　10YR4/2　灰黄褐色還元層　粘性なし　締まりやや密　第1期炉の炉体基底部。内面は10YR6/2灰黄褐色に還元している。
18　5YR5/8　明赤褐色粘土　粘性なし　締まりやや密　第3期使用時に構築された貼土。強く被熱して変色している。
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第11図　ＳＸＷ03製鉄工房跡（１）
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Ⅳ　平成27年度の調査
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※樹種同定結果から、炭１・４・５・６・８はすべてクリ材を使用

第12図　ＳＸＷ03製鉄工房跡（２）
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の使用状況は、平面と断面の観察から最低でも３期の変遷が読み取れる。このうち、１期と２期の間
には排滓坑が粘土で貼り直されており、明赤褐色に被熱した貼付粘土層の下から１期の排滓溝が確認
されている。第12図右上のように、１期炉にも排滓溝が３条ある。西端と中央は排滓坑に流れ込み、
東端は真っ直ぐに流れ出して止まったようである。いずれも、流出滓と接していた底面は著しく還元
しており、その周囲も黒色化している。炉底塊や産出された鉄が除かれた炉底は、製錬作業で壊れて
いると見られるが残存規模は1.2×0.8ｍの隅丸方形で、底面は操業の影響でガリガリに還元している。
また、第12図左上の２期炉も1.2×0.9ｍの隅丸方形が炉底の残存規模で、破壊されていると見られる。
排滓溝は、３期炉とほぼ同じ箇所に流出させていると考えられ、区別はつかない。最終操業である３
期炉は、最も形状をよく残している（第 11図）。炉底の残存規模は 1.08× 0.84ｍの隅丸方形から楕円
形で、炉床が抉れたような状態で確認した。底面全体は著しく還元しており、還元範囲は３条ある排
滓溝へ続く。流出孔は溝幅から考えると10㎝前後と推定される。流出溝には、最終操業の際に排出さ
れた流出滓がそのままの状態で出土した。中央の流出滓は最も多く排出されており、西端、東端の順
に減っている。やはり中央溝は炉の形状から流し出すのに適していたと見られ、中央では排出しきれ
ないため、東西の溝を使用したのではないかと推察される。排滓坑は深さ15㎝ほどと深くないが、前
の操業分に粘土を貼るなど工夫した様子が看取される。
　出土遺物は鉄滓 79.99kg が見つかり、このうち 25～30の鉄滓６点を掲載した。26は鉄塊系遺物、
25・27は炉内滓、28～30は流出滓で、いずれも最終操業時に排出されたものと考えられる。26鉄塊系
遺物は、分析結果から砂鉄製錬でつくられた鉄塊（製錬鉄塊系遺物）とされ、炭素が3.5％を含む銑（鋳
鉄塊）と位置付けられる（Ⅳ－３（３）鉄滓分析）。鉄滓の大半は複数回に及ぶ操業によって産出された
もので、流出溝に元位置を保って残置されていた流出滓（磁着有り・金属探知器反応無し）中央19.8kg
や西端13.0kg のほかに、炉内埋土に含まれていた炉内滓（磁着無し）7.89kg、流出滓（磁着無し）7.77kg、
炉底塊4.82kg などが確認された。
　地下構造に充填された炭化材２点について放射性炭素年代測定を実施したところ、炭１が
1,344calAD － 1,395calAD（２σ・55.9％）、炭５が 1,350calAD － 1,392calAD（２σ・51.0％）の数値が得
られていることから、室町時代前半（14世紀後半）の操業年代が想定される。
ＳＸＷ04製鉄工房跡（第13図、写真図版９・10）
　調査区北側の X=－46608・Y=94033付近に位置する。本遺構は製鉄工房群の中央にあり、大半の遺
構と重複している。製鉄工房の変遷はＳＸＷ01→02→04→03と捉えられることから、本遺構はＳＸＷ
01・02より新しく、ＳＸＷ 03より古いと位置付けられる。また、遺構中央をＳＫ02に切られており、
本遺構が古いと考えられる。竪穴部分の規模・形状は、4.7ｍの円形基調と考えられるがＳＸＷ03に
切られていることを考慮すると、５ｍ前後かもしれない。壁際には計18個の壁柱穴と考えられる柱
穴状土坑があり、Ｐ１・７・13・18の４個は大きめの壁柱穴、その他は間を埋める杭状の痕跡である。
竪穴の床面中央には炉１基が配置されていたと考えられるが、炉体を含む地下構造は SK02によって
失われており、排滓溝３条のみが検出された。溝の上端幅は30～40㎝であるが、実際に流出滓が流れ
て還元した幅は10㎝前後である。深さは５㎝以下の窪みのようで、明確な溝とは言えないくらいであ
る。還元部分のさらに外周は黒色化している。検出段階では、部分的に流出滓が残存していたものの、
天地逆になっている鉄滓もあり、元位置を留めていたのは僅かである。溝の上部には炉壁などの崩落
土が覆っており、最終操業で炉体を壊してそのまま埋まった状況が認められる。この中に含まれた炭
化材の樹種を同定したところ、クリ材が使われていた。また、この木炭を放射性炭素年代測定したと
ころ、1,295calAD-1,400calAD（２σ・95.4％）と他の製鉄工房の年代値と調和的な数値が得られている。

２　調査内容
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第　図　SXW04 鉄生産関連遺構・SK02 土坑
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SK02
１　10YR2/2黒褐色シルト　粘性やや弱　締まりやや疎　SXW04より新期に掘り込まれたSK02の最終堆積層
２　10YR4/3にぶい黄褐色マサ混シルトに5YR5/6明赤褐色シルト粒が筋状に堆積。SXW04炉の削られた部分が流入した層。底面に薄く炭化物層（厚さ1㎝）が堆積する。
　　SXW03操業時の炭置き坑か。
SXW04
３　10YR2/3黒褐色マサ混シルト　粘性やや弱　締まりやや疎　5YR5/6明赤褐色シルト粒や炉壁片・炭化物粒（1㎝）全体に散在。
４　10YR2/3黒褐色マサ混シルト　粘性やや弱　締まりやや疎　10YR5/6黄褐色砂質シルトを壁際に多く混在。炭化物粒（1㎝）全体に散在。
５　5YR4/6赤褐色焼土　粘性なし　締まり中　炉壁・焼土・炭化物層が崩落堆積した層。
６　10YR5/1褐灰色還元層　粘性なし　締まりやや密　中央の排滓孔から流出した際の影響層。
７　5YR2/2黒褐色還元層　2層直上にある影響層　粘性なし　締まり中
８　10YR4/1褐灰色還元層　粘性なし　締まりやや密　東端の排滓孔から流出した際の影響層。
９　5YR2/2黒褐色還元層　粘性なし　締まり中　4層直下にある影響層。東端の排滓孔から流出した際の影響層。
10　5YR4/4にぶい赤褐色焼土層　粘性なし　締まり中　西端の排滓孔から流出した際の外側の影響層。
11　10YR4/1褐灰色還元層　粘性なし　締まりやや密　西端の排滓孔から流れ出した際の影響層。
12　5YR3/1黒褐色還元層　粘性なし　締まり中　7層直下にある影響層。
13　10YR3/3暗褐色マサ混シルト　粘性やや弱　締まり中～やや密　基本土層Ⅲ層。

Ⅳ　平成27年度の調査

第13図　ＳＸＷ04製鉄工房跡、ＳＫ02土坑
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第　図　SB01 掘立柱建物跡、SD01 溝跡、柱穴列 1・2
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２　調査内容

第14図　ＳＢ01掘立柱建物跡、ＳＤ01溝跡、柱穴列１・２
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　出土遺物は、13～15の羽口３点と31～33の鉄滓３点を掲載した。羽口はいずれも破壊されて小破片
となっているが、13・15は基部片で外径は推定で12.9㎝と15.3㎝、内径は鞴側で広くなっていると見ら
れ、5.2㎝と6.9㎝の規模を持つ。14は端部だが、外径10.6㎝、内径3.4㎝で前者と比べるとかなり細い。
鉄滓は 31が炉壁に炉内滓が付着したもの、32が鉄塊系遺物、33が流出滓で、31・32は磁着・金属探知
器反応がともに有る。32鉄塊系遺物は、分析から砂鉄を製錬してつくられた鉄塊（製錬鉄塊系遺物）
で、1.9％の炭素を含む一部鋳鉄組織を呈する高炭素材で、焼き入れ硬さが要求される利器の刃部先端
等に向いた鍛冶原料としている（Ⅳ－３（３）鉄滓分析）。遺構内から見つかった鉄滓は計22.88kg であ
るが、このうち埋土から出土した鉄滓の大半は、上部からの流入やＳＸＷ03構築時に掘り上げた土に
含まれていた可能性が考えられる。
　（２）掘 立 柱 建 物 跡
ＳＢ01掘立柱建物跡（第14図、写真図版10）
　調査区東側の X=－46625・Y=94035付近に位置する。傾斜がやや緩くなる標高25ｍ付近で検出した。
当初は柵など柱穴列を想定していたが、柱間寸法や柱の筋が揃っていることから建物とした。主軸方

第15図　ＳＫ01・03・04土坑、ＳＦ01焼土

第　図　SK01･04 土坑、SF01 焼土遺構

SF01
１　10YR4/4～4/6褐色シルト　炭化物少量混入
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２　10YR3/3暗褐色マサ混シルト　粘性やや弱　締まりやや密　基本土層Ⅲ層
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Ⅳ　平成27年度の調査
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向は N57°W で、等高線に沿って桁行方向が設定されている。残存しているのは斜面上側の庇部分の
みで、斜面下側の主屋部分は削平されて失われている。残っている桁行は28.5尺（8.64ｍ）、柱間寸法
は8.5尺（258㎝）と考えられる。残存部分から推定すれば２面に庇を持つ建物が想定され、２面の庇は
北側が2.5尺（76㎝）、東側が3.0尺（91㎝）である。柱穴の深さは、大半が20㎝を超えるが東側の庇部分
Ｐ９・10は10㎝に満たない。隣接する SD01は、庇からの距離を勘案すると雨垂れ溝の可能性が考え
られる。出土遺物がないため時期を推定するのは困難だが製鉄工房群との関わりを考慮すれば、中世
前半に位置付けられる可能性がある。
　（３）焼　土　遺　構
ＳＦ01焼土（第15図、写真図版11）
　調査区西端の X=－46615・Y=94022付近に位置する。Ⅲ層上面に形成されており、規模・形状は37
×30㎝の楕円形を呈する。中央が強変し、周囲には弱変焼土が広がるため、現地性と考えられる。Ⅲ
層上面で確認していることから、縄文時代の遺構と考えられる。
　（４）土　　　坑
ＳＫ01土坑（第15図、写真図版10）
　調査区西端の X=－46614・Y=94024付近に位置する。ＳＦ01焼土からは、約１ｍの距離で確認した。
規模・形状は、1.5× 0.94ｍの隅丸方形で、確認面からの深さは 50㎝である。遺構内から鉄滓340g が
出土していることから、製鉄工房群と同じ中世前半に位置付けられる。
ＳＫ02土坑（第13図、写真図版９・10）
　調査区北側の X=－46610・Y=94033付近に位置する。前述のＳＸＷ 04を切っており、本遺構が新し
い。規模・形状は2.08× 1.93ｍの隅丸方形で、やや横長である。断面は逆台形を呈するが、斜面上側
は崩落して広がっていると考えられる。底面には炭化物層が厚さ１㎝ほど形成されており、木炭を焼
成する遺構も考慮したが、焼土が形成されていないことから隣接するＳＸＷ03の炭置き坑の可能性が
ある。埋土中から鉄滓3.43kg が出土していることと、重複による新旧関係からＳＸＷ04よりも新しい
中世前半に位置付けられる。
ＳＫ03土坑（第15図、写真図版10）
　調査区北側の X=－46610・Y=94037付近に位置する。ＳＸＷ01の南東に隣接しており、遺構プラン
にも入ることから遺構内土坑の可能性もある。規模・形状は、110× 75㎝の楕円形で斜面下側は失わ
れている。深さは10㎝も満たない皿形の断面形を呈する浅い土坑であるが、 3.8kg の炉内滓や2.89kg
の炉底塊を出土しており、後で選別するために土坑へ一時保管した可能性が考えられる。34鉄滓１点
を掲載しており、炉底塊と考えられる。所属時期は、ＳＸＷ01と同じ中世前半に位置付けられる。
ＳＫ04土坑（第15図、写真図版11）
　調査区南東側の X=－46627・Y=94038付近に位置する。規模・形状は、1.5×0.8ｍの隅丸方形で、確
認面からの深さは約30㎝あり、ＳＫ01に似通っている。埋土中から、１縄文土器深鉢片が出土してい
るが、同形状のＳＫ01との関係から中世前半に位置付けられる。
　（５）柱　穴　列
柱穴列１（第14図）
　調査区南側の X=－46624・Y=94022付近に位置する。４個の柱穴で構成される列で、9.0尺（273㎝）と
6.0尺（182㎝）の柱間寸法が用いられている。長さは21.0尺（636㎝）で、遺構の位置からおそらく柱穴列
２と同一遺構と考えられる。出土遺物はないが、埋土の堆積状況からごく新しい近現代に属する土地
境界を示す柵の可能性がある。

２　調査内容
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柱穴列２（第14図）
　調査区南側のX=－46629・Y=94037
付近に位置する。３個の柱穴で構
成される列で、8.5尺（258㎝）と 7.0
尺（212㎝）の柱間寸法が用いられて
いる。長さは 13.5尺（409㎝）で、前
述の通り柱穴列１と同一遺構と考
えられる。遺構プランからＳＢ 01
と重複するが、時期はもっと新し
い近現代と考えられる。
　（６）溝　　　跡
ＳＤ01溝跡（第14図、写真図版11）
　調査区東側の X=－46625・Y=94040付近に位置する。ＳＢ01で前述したが、ＳＢ01の雨垂れ溝と考
えられる溝である。検出できた長さは8.5ｍで、ＳＢ01桁行にほぼ平行した痕跡である。深さは10㎝
ほどで、底面は傾斜に沿って平坦ではない。溝底面の標高は、西端で25.096ｍ、東端で25.138ｍであ
ることから、雨水は西に向かって流れたと見られる。出土遺物は少量の鉄滓のみだが、ＳＢ01や製鉄
工房群との関連から考えれば、中世前半に位置付けられる可能性がある。
　（７）出　土　遺　物（第16～19図、写真図版12～14）
　１～７は縄文土器である。１はＳＫ02、その他は遺構外からの出土である。４～６は早期中葉の物
見台式相当、その他は細片のため不明だが縄文時代の範疇に収まると考えられる。
　８～20は羽口である。８～12はＳＸＷ 01、13～15はＳＸＷ 04、16～20は遺構外からの出土である。
８は、端部から15.4㎝が残存する。端部には、炉内で羽口自体が溶解した分と炉内壁が崩落・溶解し
た分と鉄滓が付着しており、下側の一部は炉壁に含まれる珪酸分でガラス質に変化している。器面に
は、製作時の指ナデ痕と粘土が生乾きの際に布状を巻いたと思われる皺が観察できる。外径13㎝でか
なり太いが、内径は3.7㎝と細い。厚さが4.9㎝あり、頑丈に作られている。９は、基部のみの破片で
ある。二次被熱はほとんどなく、灰白色を呈する。外径を推定すると約15㎝、内径は基部が受け口状
にやや大きくなっており、6.3㎝である。末端は真っ直ぐに切り落としたような形状で、内側入口を
やや太くすることで鞴から繋がる部分を受けやすく作っていると考えられる。10は、端部から13.4㎝
が残存する。端部には、炉内で羽口自体が溶解した分と炉内壁が崩落・溶解した分及び鉄滓が付着し
ており、下側の一部は炉壁に含まれる珪酸分でガラス質に変化している。端部から二次焼成によるひ
び割れが生じており、その隙間にも鉄滓が入り込んでいる。器面には、製作時の指ナデ痕が認められ
る。内径は推定で約４㎝、外径は推定13.4㎝で4.5㎝の厚みがある。11は、端部から17.6㎝が残存する。
端部には、炉内で羽口自体が溶解した分と炉内壁が崩落・溶解した分と鉄滓が付着しており、下側の
一部は炉壁に含まれる珪酸分でガラス質に変化している。器面には指ナデ痕、孔内面には布状を当て
たような皺が認められる。内部には先端から５㎝ほど鉄滓が入り込んでいる。12は、端部下半の破片
である。下半には炉内滓が付着している。器面には、製作時の指ナデ痕のほかに、成形のために巻い
たであろう布状による皺も認められる。外径は推定で14.5㎝とやや大きいが、内径は４㎝ほどである。
13は、基部のみの破片である。９と同じく、二次被熱が弱く灰白色を呈する。内径は推定で5.2㎝だ
が、基部側の孔が受け口状に太くなっていると見られるため、端部方向は４～５㎝と考えられる。末
端は、９と同様に輪切りにしたような形状となっている。14は、端部の破片である。端部には、炉内

第　図　出土遺物（１）
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第16図　出土遺物（１）
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第　図　出土遺物（２）
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２　調査内容

第17図　出土遺物（２）
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第　図　出土遺物（３）
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第18図　出土遺物（３）
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で羽口自体が溶解した分と炉内壁が崩落・溶解した分及び鉄滓が付着している。器面には指ナデ痕が
認められる。15は、基部のみの破片である。外径は推定で15.3㎝と大きいが、厚さは4.2㎝である。基
部は受け口状に太くなっており、6.9㎝を測る。器面は指ナデ痕のほかに、布状のものを巻いたような
皺が認められる。部分的に葉脈とも見える箇所もあることから、大きめの葉を用いた可能性もある。
16は、端部の破片である。端部には、炉内滓が大きく付着している。他の羽口に比べて小振りで、外
径８㎝、内径 3.3㎝、厚さは 2.7㎝ほどである。17は、端部の破片である。端部には、炉内で羽口自体
が溶解した分と炉内壁が崩落・溶解した分と鉄滓が付着しており、下側の一部は炉壁に含まれる珪酸
分でガラス質に変化している。器面の様子は荒れていて分からないが、一部に縛ったような痕跡が認
められる。外径は推定で13.7㎝、内径は5.2㎝、厚さは3.9㎝である。18は、端部下半の破片である。下
半には大きく炉内滓が付着しており、孔内部６㎝くらいまで入り込んでいる。炉内滓には、１～２㎝

第　図　出土遺物（４）
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２　調査内容

第19図　出土遺物（４）
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角の炭化材噛み込み痕も認められる。ガラス質に光沢のある部分も見られるが、鉄滓に覆われており
様子は分からない。外径は推定で13.7㎝、内径は6.9㎝とやや大きい。19は、端部の破片である。端部
には、炉内で羽口自体が溶解した分と炉内壁が崩落・溶解した分と鉄滓が付着しており、下側の一部
は炉壁に含まれる珪酸分でガラス質に変化している。部分的に炉壁が付着しているが、スサ材の混入
は少ない。器面の様子は大半が付着物に覆われていて分からないが、指ナデ痕も観察できる。20は、
端部の破片である。端部には、炉内で羽口自体が溶解した分と炉内壁が崩落・溶解した分と鉄滓が大
きく付着している。これにより、器面の様子は観察できない。外径は推定で16.3㎝だが、使用時のひ
び割れもあり、正確ではない。内径も4.4㎝とやや大きい。
　鉄滓・炉壁は第７表に示しているが、合計200.76kg 出土した。内訳は多い順に、流出滓（磁着無し）
が 59.32kg、流出滓（磁着有り・金属探知器反応無し）が 56.01kg と流出滓で全体の 57.4％を占める。次
いで、炉内滓（磁着無し）が 30.85kg、炉内滓（磁着有り・金属探知器反応無し）が 20.0kg、炉底塊（磁着
無し）17.45kg である。鉄塊系遺物は少なく、確認できたのは 330g（全体の 0.2％）に留まる。炉内滓が
付着した炉壁は5.94kg で、大半が最後に操業したと考えられるＳＸＷ03炉内埋土の出土である。
　21～34は鉄滓である。出土鉄滓のうち、遺構内から見つかった特徴のある資料を選抜した。21～23
はＳＸＷ01、24はＳＸＷ02、25～30はＳＸＷ03、31～33はＳＸＷ04、34はＳＫ03（SXW01内土坑）から
の出土である。このうち、21・22・24・26・29・32の計６点については化学分析を実施した（Ⅳ－３（３）参
照）。21は、ＳＸＷ01埋土から出土した炉壁に付着した炉内滓である。着磁性・金属探知器反応とも
に無し。分析試料１。22は、ＳＸＷ01壁柱穴内から出土した炉壁に付着した炉内滓である。着磁性有
り、金属探知器反応無し。分析試料２。23は、ＳＸＷ01埋土から出土した流出滓である。着磁性・金
属探知器反応ともに無し。24は、ＳＸＷ02壁柱穴内から出土した炉内滓である。着磁性有り、金属探
知器反応無し。分析試料３。25は、ＳＸＷ03炉内ベルトから出土した炉内滓である。着磁性・金属探
知器反応ともに無し。26は、ＳＸＷ03炉内ベルトから出土した鉄塊系遺物である。全体が茶褐色に錆
びており、着磁性・金属探知器反応ともに強い。分析結果から砂鉄製錬で作られた鉄塊と見られ、金
属鉄部分に炭素が3.5％含まれていることからねずみ鋳鉄組織を呈する銑（鋳鉄塊）と考えられる。分
析試料４。27は、ＳＸＷ03炉内ベルトから出土した炉内滓である。着磁性有り、金属探知器反応無し。
28は、ＳＸＷ03中央流出溝から出土した流出滓である。流出溝底面に元位置を留めた状態で確認した。
着磁性・金属探知器反応ともに無し。29は、ＳＸＷ03中央流出溝から出土した流出滓である。流出溝
底面に元位置を留めた状態で確認した。着磁性無し、金属探知器反応弱いが有り。分析試料５。30は、
ＳＸＷ03西端流出溝から出土した流出滓である。流出溝底面に元位置を留めた状態で確認した。着磁
性・金属探知器反応ともに無し。31は、ＳＸＷ04埋土から出土した炉壁に付着した炉内滓である。着
磁性・金属探知器反応ともに一部有り。32は、ＳＸＷ04埋土から出土した鉄塊系遺物である。全体が
茶褐色に錆びており、着磁性・金属探知器反応ともに強い。分析結果から砂鉄製錬で作られた鉄塊と
見られる。金属鉄部分の炭素量は1.9％と26よりも低く、鋼に区分されることから、焼き入れ硬さが
要求される利器の刃部先端等に向いた鍛冶原料と考えられる。分析試料６。33は、ＳＸＷ04流出溝か
ら出土した流出滓である。着磁性・金属探知器反応ともに無し。34は、ＳＫ03（ＳＸＷ01内土坑）埋土
から出土した炉底塊である。着磁性有り、金属探知器反応無し。
　この他に出土した炭化材のうち、燃料及び防湿のために用いた樹種を特定する目的から計10点の
樹種同定を行った。根井沢 - １～３はＳＸＷ01、根井沢 - ４はＳＸＷ02、根井沢 - ５～９はＳＸＷ03、
根井沢 -10はＳＸＷ04出土である。同定から10点のうち、９点はクリ、１点はコナラ節の結果を得た。
このことから、操業に用いるため特定の樹種を選択して獲得していた可能性が考えられる。

Ⅳ　平成27年度の調査
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遺構名
規模（㎝） 底面標高 

（ｍ）
備考上端 下端

深さ
長軸 短軸 長軸 短軸

SXW01

P1 47 24 21 8 32 28.100 
P2 35 26 10 9 41 28.044 
P3 39 29 25 8 95 28.056 
P4 46 24 23 12 28 27.992 
P5 40 22 25 11 23 28.028 
P6 47 39 19 14 23 27.980 
P7 29 24 15 14 16 27.960 

SXW02

P1 31 25 22 16 14 27.866 
P2 13 9 4 3 22 27.752 
P3 45 27 20 16 21 27.856 
P4 11 7 5 4 13 27.822 
P5 55 34 31 19 19 27.918 
P6 12 9 7 4 13 27.856 
P7 9 7 4 2 11 27.892 
P8 11 10 7 5 11 27.978 
P9 54 43 24 10 33 27.784 
P10 10 7 4 2 10 27.898 

SXW03

P1 42 30 12 11 12 26.650 
P2 43 38 20 19 14 26.642 
P3 12 9 6 4 10 26.798 
P4 9 8 4 4 8 26.844 
P5 10 8 4 4 16 26.756 
P6 27 23 6 1 24 26.848 
P7 10 9 4 2 21 26.824 
P8 10 8 7 3 10 26.880 
P9 9 7 6 3 16 26.804 
P10 7 6 4 3 10 26.906 
P11 14 11 5 5 18 26.862 
P12 26 12 9 8 21 27.034 

遺構名
規模（㎝） 底面標高 

（ｍ）
備考上端 下端

深さ
長軸 短軸 長軸 短軸

SXW03

P13 8 8 4 3 8 26.916 
P14 11 9 4 2 16 26.872 
P15 9 7 4 3 6 26.988 
P16 14 14 6 5 9 26.914 
P17 14 11 6 5 4 26.984 

P18-1 27 27 23 21 12 26.960 
P18-2 13 11 9 3 11 26.896 
P19 12 11 5 3 15 26.806 
P20 13 12 4 3 15 26.774 
P21 10 10 4 3 12 26.746 

SXW04

P1 22 20 14 9 38 26.654 
P2 9 8 4 3 8 27.080 
P3 10 8 3 2 4 27.174 
P4 9 8 3 1 6 27.164 
P5 24 9 9 3 8 27.094 
P6 13 12 6 5 14 27.074 
P7 42 22 18 12 29 27.018 
P8 28 10 12 6 22 26.998 
P9 24 13 8 4 21 26.996 
P10 18 11 9 4 12 27.092 
P11 38 19 27 9 32 27.050 
P12 18 15 11 6 19 26.952 
P13 46 34 27 24 41 27.000 
P14 32 15 15 11 25 27.094 
P15 23 16 17 8 10 27.220 
P16 21 18 13 10 9 27.020 
P17 12 7 4 2 9 26.978 
P18 42 24 17 13 20 27.026 

第２表　製鉄工房跡内柱穴状土坑計測表

掲載
№ 図 写図 出土地点 層位 器種 残存位置

計測値 (㎝ ) 外面調整 ･
施文など

内面調整 ･
施文など 胎土 備考 登録№

口径 底径 器高

1 16 12 SK02 埋土 深鉢 胴部 - - (2.0) 胴：縄文ＲＬ縦 ナデ 粗・白色粒多

2 16 12 調査区西側トレンチ Ⅱ層 深鉢 胴部 - - (1.4) 胴：横位沈線 ナデ 粗・白色粒多

3 16 12 調査区西側トレンチ Ⅱ層 深鉢 胴部 - - (1.7) 胴：縄文（ＲＬ横） ナデ 粗・砂粒多

4 16 12 中央トレンチ Ⅲ層 深鉢 胴部 - - (2.0) 胴：貝殻押引文 ナデ 粗・白色粒多 早期中葉

5a 16 12 Ⅱ B6g 落ち込み 埋土 深鉢 胴下半部 - - (4.1) 胴：縦位ミガキ ナデ 粗・白色粒多 早期中葉（物見台式）

5b 16 12 Ⅱ B6g 落ち込み 埋土 深鉢 底部 - - (1.4) 底：尖底・乳房状突起 ナデ 粗・白色粒多 早期中葉（物見台式）

6 16 12 調査区内 Ⅰ層表土 深鉢 胴部 - - (2.2) 胴：沈線 ナデ 粗・白色粒多 早期中葉（物見台式）

7 16 12 調査区内 Ⅰ層表土 深鉢 胴部 - - (3.5) 胴：縄文（ＬＲ斜） ナデ 粗・砂粒多

第３表　縄文土器観察表

掲載
№ 図 写図 出土地点 層位 残存部位

計測値 (㎝ )
重量（g） 胎土 備考 登録№

長さ 外径 内径 厚さ

8 17 12 SXW01 炉内埋土 端部 (15.4) 13.0 3.7 4.9 1924.1 粗 溶解・還元

9 17 12 SXW01 炉内埋土 基部 (6.8) <15.1> <6.3> 4.7 205.1 粗

10 17 12 SXW01 埋土 端部 (13.4) <13.0> <4.0> 4.5 849.5 粗 溶解・還元・炉壁付着

11 17 12 SXW01 埋土 端部 (17.6) <14.3> <4.5> 5.1 733.4 粗 溶解・還元

12 18 12 SXW01 埋土 端部 (12.1) <14.5> <4.0> 4.1 787.8 粗 溶解・還元

13 18 13 SXW04 炉内埋土 基部 (4.7) <12.9> <5.2> 4.3 109.7 粗

14 18 12 SXW04 埋土 端部 (9.9) <10.6> <3.4> 4.4 174.0 粗 溶解・還元

15 18 13 SXW04 埋土 基部 (6.0) <15.3> <6.9> 4.2 136.7 粗

16 18 13 Ⅱ B7e Ⅱ層中 端部 (8.5) <8.0> <3.3> 2.7 216.0 粗 溶解

17 18 13 調査区北側斜面 Ⅱ層中 端部 (14.2) <13.7> <5.2> 3.9 547.8 粗 溶解・還元

18 19 13 調査区 Ⅱ層中 端部 (12.0) <13.7> <6.9> 3.2 692.5 粗 溶解・還元

19 19 13 調査区 Ⅱ層中 端部 (12.0) <11.0> <3.5> 3.7 595.1 粗 溶解・還元・炉壁付着

20 19 13 調査区 Ⅱ層中 端部 (11.6) <16.3> <4.4> 3.9 709.6 粗 溶解・還元

第４表　羽口観察表 （　）：残存値・＜　＞：推定値

（　）：残存値

２　調査内容
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掲載№ 図 写図 出土地点 層位 種類 着磁性 金属探知器
反応

計測値 (㎝ )
重量（g） 備考 登録№

長さ 幅 厚さ

21 - 14 SXW01 埋土 炉壁・炉内滓 無し 無し （11.3）（13.8） 6.8 762.8 分析試料1 鉄滓1

22 - 14 SXW01・壁柱
穴内 埋土 炉壁・炉内滓 有り 無し （17.0）（17.6） 14.0 2500.0 分析試料2 鉄滓2

23 - 14 SXW01 埋土 流出滓 無し 無し （11.8）（12.5） 3.6 712.7 鉄滓3

24 - 14 SXW02・壁柱
穴内 埋土 炉内滓 有り 無し （5.8） （5.2） 4.8 150.2 分析試料3 鉄滓4

25 - 14 SXW03・炉内
ベルト 埋土 炉内滓 無し 無し （9.2） （8.0） 6.4 331.4 底面に近い（砂付き）・１～２㎝角

の炭化材噛み込み 鉄滓5

26 - 14 SXW03・炉内
ベルト 埋土 鉄塊系遺物

（銑・鋳鉄塊）
有り

（強） 有り （6.4） （8.3） 2.6 195.8 分析試料4 鉄滓6

27 - 14 SXW03・炉内
ベルト 埋土 炉内滓 有り

（弱） 無し （7.6） （9.0） 5.6 240.1 １～２㎝角の炭化材噛み込み 鉄滓7

28 - 14 SXW03・流出
溝（中央） 底面 流出滓 無し 無し （20.0）（19.8） 6.6 6900.0 元位置を留める 鉄滓8

29 - 14 SXW03・流出
溝（中央） 底面 流出滓 無し 有り （38.2）（21.2） 5.6 205.4 分析試料5・元位置を留める 鉄滓9

30 - 14 SXW03・流出
溝（西端） 底面 流出滓 無し 無し （24.0）（20.0） 7.5 5720.0 元位置を留める 鉄滓10

31 - 14 SXW04 埋土 炉壁・炉内滓 一部有
り 一部有り （13.0）（18.3） 7.2 205.8 鉄滓11

32 - 14 SXW04 埋土 鉄塊系遺物
（鋼）

有り
（強） 有り - - - 125.0 分析試料6 鉄滓12

33 - 14 SXW04・流出
溝 底面 流出滓 無し 無し （9.6） （13.2） 2.0 552.0 鉄滓13

34 - 14 SK03 埋土 炉底塊 有り 無し （9.6） （12.4） 4.0 2130.0 鉄滓14

第５表　鉄滓観察表 （　）：残存値

№ 日付 出土地点 層位 内容 樹種 重量（g） 備考

根井沢 -1 2015.05.08 SXW01・地下構造 炭化物層 クリ 45.7 年代測定根井沢 -1と同じ試料

根井沢 -2 2015.04.29 SXW01・地下構造 13層炭化物層 コナラ節 27.3 

根井沢 -3 2015.04.21 SXW01 埋土 クリ 27.5 

根井沢 -4 2015.04.29 SXW02 焼土層上面 クリ 4.5 年代測定根井沢 -2と同じ試料

根井沢 -5 2015.05.11 SXW03・地下構造 炭化物層 炭№1 クリ 8.6 年代測定根井沢 -3と同じ試料

根井沢 -6 2015.05.11 SXW03・地下構造 炭化物層 炭№4 クリ 15.2 

根井沢 -7 2015.05.11 SXW03・地下構造 炭化物層 炭№5 クリ 141.5 年代測定根井沢 -4と同じ試料

根井沢 -8 2015.05.11 SXW03・地下構造 炭化物層 炭№6 クリ 22.1 

根井沢 -9 2015.05.11 SXW03・地下構造 炭化物層 炭№8 クリ 10.4 

根井沢 -10 2015.04.27 SXW04・ベルト 埋土 クリ 2.2 年代測定根井沢 -5と同じ試料

第６表　炭化材観察表
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第７表　鉄滓集計表

出土地点
・遺構名

総重量
（kg）

鉄滓 炉壁（炉内滓付着）
磁着有

磁着無 磁着有
磁着無

金属探知器反応有 金属探知器反応無

流出滓 炉内滓 炉底塊
鉄塊系
遺物

流出滓 炉内滓 炉底塊 流出滓 炉内滓 炉底塊
金属探知
器反応有

金属探知
器反応無

SXW01埋土 11.02 0.00 0.02 0.00 0.00 0.00 0.12 0.26 2.47 6.37 1.58 0.17 0.00 0.03 

SXW01壁柱穴内
埋土

4.04 0.00 2.69 0.27 0.00 0.00 0.27 0.03 0.34 0.44 0.00 0.00 0.00 0.00 

SXW01炉内埋土 0.50 0.00 0.04 0.00 0.00 0.03 0.15 0.00 0.17 0.10 0.00 0.00 0.00 0.01 

SXW02壁柱穴内
埋土

0.61 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.37 0.00 0.21 0.00 0.02 0.00 0.00 0.01 

SXW03第1期流
出溝（東端）

6.20 0.00 0.00 0.00 0.00 6.20 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

SXW03第1期
流出溝

0.39 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.26 0.13 0.00 0.00 0.00 0.00 

SXW03第2期
流出溝（中央）

19.80 0.00 0.00 0.00 0.00 19.80 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

SXW03第2期
流出溝

0.27 0.00 0.00 0.00 0.00 0.27 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

SXW03第3期
流出溝（西端）

13.00 0.00 0.00 0.00 0.00 13.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

SXW03地下構造 0.10 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.10 

SXW03炉内埋土 39.42 0.00 1.33 0.05 0.20 3.42 8.49 0.36 7.77 7.89 4.82 0.02 0.58 4.49 

SXW03埋土 0.53 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.21 0.00 0.05 0.16 0.00 0.00 0.00 0.11 

SXW03壁柱穴内 0.28 0.00 0.14 0.00 0.00 0.00 0.05 0.00 0.09 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

SXW04埋土 19.49 0.09 1.80 0.00 0.13 0.40 2.05 0.00 2.78 5.71 6.37 0.00 0.07 0.10 

SXW04流出溝 1.34 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 1.34 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

SXW04炉内埋土 2.05 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 1.31 0.36 0.36 0.00 0.00 0.02 

SK01埋土 0.34 0.00 0.07 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.12 0.15 0.00 0.00 0.00 0.00 

SK02埋土 3.43 0.00 0.38 0.00 0.00 0.00 0.22 0.00 1.61 0.83 0.39 0.00 0.00 0.00 

SK03埋土 6.69 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.80 0.00 0.00 0.00 2.89 0.00 0.00 0.00 

SD01埋土 0.04 0.00 0.02 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.02 0.00 0.00 0.00 0.00 

Ⅱ B6e 7.23 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 7.12 0.07 0.04 0.00 0.00 0.00 

Ⅱ B7e 21.86 0.00 0.00 0.00 0.00 11.19 0.00 0.00 8.85 1.40 0.42 0.00 0.00 0.00 

調査区北側斜面 17.33 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 11.67 5.66 0.00 0.00 0.00 0.00 

調査区西側
トレンチ

0.64 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.64 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

表採 24.16 0.00 3.32 0.00 0.00 1.70 4.64 0.00 12.52 1.19 0.56 0.00 0.23 0.00 

合計 200.76 0.09 9.81 0.32 0.33 56.01 20.00 0.65 59.32 30.85 17.45 0.19 0.88 4.87 

２　調査内容
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　３　自然科学的分析

　（１）	放射性炭素年代測定（AMS 測定）
（株）加速器分析研究所

１　測定対象試料
　根井沢穴田Ⅳ遺跡は、岩手県宮古市津軽石第 19地割 50-1（北緯 39°34′29″、東経 141°55′40″）に所在
する。測定対象試料は、製鉄炉等から出土した木炭５点である（表１）。
２　測定の意義
　試料が出土した遺構の構築時期や使用時期を明らかにする。
３　化学処理工程

（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の付着物を取り除く。
（２）酸 - アルカリ - 酸（AAA：Acid Alkali Acid）処理により不純物を化学的に取り除く。その後、超
純水で中性になるまで希釈し、乾燥させる。AAA 処理における酸処理では、通常１mol/ℓ（1M）の
塩酸（HCl）を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウム（NaOH）水溶液を用い、0.001M から１M ま
で徐々に濃度を上げながら処理を行う。アルカリ濃度が１M に達した時には「AAA」、１M 未満の場
合は「AaA」と表１に記載する。

（３）試料を燃焼させ、二酸化炭素（CO₂）を発生させる。
（４）真空ラインで二酸化炭素を精製する。
（５）精製した二酸化炭素を、鉄を触媒として水素で還元し、グラファイト（C）を生成させる。
（６）グラファイトを内径 1mm のカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、測
定装置に装着する。
４　測定方法
　加速器をベースとした¹⁴C-AMS 専用装置（NEC 社製）を使用し、¹⁴C の計数、 ¹³C 濃度（¹³C/¹²C）、¹⁴C
濃度（¹⁴C/¹²C）の測定を行う。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx Ⅱ）
を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。
５　算出方法

（１）δ ¹³C は、試料炭素の ¹³C 濃度（¹³C/¹²C）を測定し、基準試料からのずれを千分偏差（‰）で表した
値である（表１）。AMS 装置による測定値を用い、表中に「AMS」と注記する。

（２）¹⁴C 年代（Libby Age：yrBP）は、過去の大気中 ¹⁴C 濃度が一定であったと仮定して測定され、
1950年を基準年（0yrBP）として遡る年代である。年代値の算出には、Libby の半減期（5568年）を使用
する（Stuiver and Polach 1977）。¹⁴C 年代はδ¹³C によって同位体効果を補正する必要がある。補正し
た値を表１に、補正していない値を参考値として表２に示した。¹⁴C 年代と誤差は、下１桁を丸めて
10年単位で表示される。また、¹⁴C 年代の誤差（±1σ）は、試料の¹⁴C 年代がその誤差範囲に入る確率
が68.2％であることを意味する。

（３）pMC (percent Modern Carbon) は、標準現代炭素に対する試料炭素の¹⁴C 濃度の割合である。
pMC が小さい（¹⁴C が少ない）ほど古い年代を示し、pMC が100以上（¹⁴C の量が標準現代炭素と同等
以上）の場合Modernとする。この値もδ¹³Cによって補正する必要があるため、補正した値を表１に、
補正していない値を参考値として表２に示した。

（４）暦年較正年代とは、年代が既知の試料の¹⁴C 濃度をもとに描かれた較正曲線と照らし合わせ、過
去の¹⁴C 濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、¹⁴C 年代に対応する

Ⅳ　平成27年度の調査
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３　自然科学的分析

較正曲線上の暦年代範囲であり、１標準偏差（1σ＝ 68.2％）あるいは２標準偏差（2σ＝ 95.4％）で表示
される。グラフの縦軸が¹⁴C 年代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正プログラムに入力される値
は、δ¹³C 補正を行い、下１桁を丸めない¹⁴C 年代値である。なお、較正曲線および較正プログラム
は、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種類によっても結果が異なるため、年代
の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要がある。ここでは、暦年較正年代の計算に、
IntCal13データベース（Reimer et al. 2013）を用い、OxCalv4.2較正プログラム（Bronk Ramsey 2009）
を使用した。暦年較正年代については、特定のデータベース、プログラムに依存する点を考慮し、プ
ログラムに入力する値とともに参考値として表２に示した。暦年較正年代は、¹⁴C 年代に基づいて較
正（calibrate）された年代値であることを明示するために「cal BC/AD」または「cal BP」という単位で表
される。
６　測定結果
　測定結果を表１、２に示す。
　試料５点のうち、根井沢 -2を除く４点の¹⁴C 年代は、650±20yrBP（根井沢 -4）から620±30yrBP（根
井沢 -5）の狭い範囲に集中する。暦年較正年代（１σ）は、最も古い根井沢 -4が1289～1385cal AD の間
に２つの範囲、最も新しい根井沢 -5が1300～1394cal AD の間に３つの範囲で示され、ほぼ同年代と
なっている
　根井沢 -2の¹⁴C 年代は 470± 20yrBP、暦年較正年代（1σ）は 1424～1444cal AD の範囲で示され、他
の４点よりやや新しい値となった。
　試料の炭素含有率はすべて60％を超える十分な値で、化学処理、測定上の問題は認められない。

測定番号 試料名 採取場所 試料形態 処理方法 δ¹³C (‰ ) (AMS)
δ¹³C 補正あり

Libby Age （yrBP） pMC (%)

IAAA-152259 根井沢 -1 SXW01　地下構造（炭化物層） 木炭 AAA -24.86±0.31 620±20 92.55±0.27

IAAA-152260 根井沢 -2 SXW02　焼土層上面 木炭 AAA -27.85±0.22 470±20 94.27±0.29

IAAA-152261 根井沢 -3 SXW03　地下構造（炭化物層）炭1 木炭 AAA -25.38±0.33 640±20 92.35±0.27

IAAA-152262 根井沢 -4 SXW03　地下構造（炭化物層）炭5 木炭 AAA -26.76±0.22 650±20 92.17±0.28

IAAA-152263 根井沢 -5 SXW04　ベルト　埋土 木炭 AAA -26.65±0.18 620±30 92.61±0.29

[#7713]

表１　放射性炭素年代測定結果（δ¹³C 補正値）

測定番号
δ¹³C 補正なし

暦年較正用 (yrBP) 1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲
Age　(yrBP) pMC　（％）

IAAA-152259 620±20 92.57±0.27 622±23

1299calAD - 1321calAD (28.0%)
1292calAD - 1331calAD (37.4%)
1338calAD - 1398calAD (58.0%)

1349calAD - 1370calAD (26.1%)

1380calAD - 1392calAD (14.1%)

IAAA-152260 520±20 93.72±0.28 474±24 1424calAD - 1444calAD (68.2%) 1414calAD - 1450calAD (95.4%)

IAAA-152261 650±20 92.28±0.26 639±23
1295calAD - 1311calAD (24.6%) 1285calAD - 1325calAD (39.5%)

1360calAD - 1387calAD (43.6%) 1344calAD - 1395calAD (55.9%)

IAAA-152262 680±20 91.84±0.28 654±24
1289calAD - 1306calAD (29.5%) 1281calAD - 1320calAD (44.4%)

1363calAD - 1385calAD (38.7%) 1350calAD - 1392calAD (51.0%)

IAAA-152263 640±20 92.3±0.28 616±25

1300calAD - 1325calAD (27.7%)

1295calAD - 1400calAD (95.4%)1344calAD - 1369calAD (26.8%)

1381calAD - 1394calAD (13.7%)

[ 参考値 ]

表２　放射性炭素年代測定結果（δ¹³C 未補正値、暦年較正用¹⁴C 年代、較正年代）
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試料番号 出土地点 層位 樹種
根井沢 -1 SXW01 地下構造 炭化物層 クリ
根井沢 -2 SXW01 地下構造 13層炭化物層 コナラ節
根井沢 -3 SXW01 埋土 クリ
根井沢 -4 SXW02 焼土層上面 クリ
根井沢 -5 SXW03 地下構造 炭化物層 炭 No.1 クリ
根井沢 -6 SXW03 地下構造 炭化物層 炭 No.4 クリ
根井沢 -7 SXW03 地下構造 炭化物層 炭 No.5 クリ
根井沢 -8 SXW03 地下構造 炭化物層 炭 No.6 クリ
根井沢 -9 SXW03 地下構造 炭化物層 炭 No.8 クリ
根井沢 -10 SXW04 ベルト 埋土 クリ

３　自然科学的分析

　（２）	炭化材樹種同定

吉川純子 ( 古代の森研究舎 )
１　はじめに
　根井沢穴田Ⅳ遺跡は宮古湾海岸線から約１km の宮古市津軽石に立地している。本遺跡は古代～中
世と考えられる鉄生産関連遺構で製鉄炉と見られる遺構４基で構成されるが、伴出遺物がないため炭
化材により年代測定を行っている。分析に充てた炭化材試料は製鉄炉の下部構造に防湿のため入れら
れたものや燃料のための材と考えられている。そこで当時の燃料材等の利用状況を調査する目的で分
析をおこなった。今回分析に供した試料は10点で、ＳＸＷ01から３点、ＳＸＷ02から１点、ＳＸＷ03
から５点、ＳＸＷ04から１点となっている。炭化材は乾燥後に剃刀で横断面、放射断面、接線断面の
３方向に割り実体顕微鏡及び反射光式顕微鏡で同定した。
２　同定結果
　本遺跡の製鉄関連遺構から出土した炭化材同定結果を表１にまとめた。10点のうち、クリが９点で
１点はコナラ属コナラ節であった。以下に出土した炭化材の形態記載をおこなう。

　クリ (Castanea crenata Sieb. et Zucc.)：年輪はじめに大きい道管がほぼ単独で数列配列しその後径
が急減して薄壁の角張った小管孔が火炎状に配列する環孔材。道管は単穿孔を有し、放射組織は平伏
細胞のみの同性で単列である。試料のうち No. ３、No. ４、No. ７は構造が著しくねじれており、枝
の基部もしくは幹と根の境目部分ではないかと考えられる。
　コナラ属コナラ節 (Quercus sect. Prinus)：年輪はじめに大きい道管がほぼ単独で数列配列しその後
径が急減して火炎状に配列する環孔材。道管は単穿孔を有し、放射組織は平伏細胞のみの同性で単列
と幅の広い複合型の広放射組織がある。
　本遺跡で炭化材が出土した遺構は製鉄関連の炉と考えられている遺構で、防湿及び燃料材と考えら
れており、クリとコナラ節が利用されていた。調達の利便性から周囲の林分を伐採して製鉄用などの
炭を作っていたと考えられ、根材あるいは枝基部と考えられる通常の流通には向かない部分の材も利
用されていることから、周囲にある程度の規模のクリ林が広がっており製鉄用適材としてクリとコナ
ラ節を選別して利用していたと考えられる。クリは有酸素状態で高火力が得られることからマツとと
もに鍛冶燃料材に適するとされている（窪田 1987）。今回の調査では端材と考えられる部分も利用し
ていることから、伐採したクリを余すことなく利用していたと考えられる。周囲には鉄生産関連遺構
が検出されている遺跡が多く、近隣の遺跡では沢田Ⅲ遺跡で炭化材樹種同定を実施しており同定試料
は全てクリと同定された。調達の利便性とともに適材としてクリ及びコナラ節を選択して利用してい
たと考えられる。

表１　根井沢穴田Ⅳ遺跡出土炭化材樹種同定結果
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引用文献

窪田蔵郎．1987．鉄の考古学 ( 改訂 )．雄山閣．308p．

吉川純子．2014．沢田Ⅲ遺跡から出土した炭化材の樹種．

図版1 根井沢穴田Ⅳ遺跡から出土した炭化材の顕微鏡写真
1. クリ（根井沢 -6）　2. クリ（根井沢 -3）　3. コナラ属コナラ節（根井沢 -2）　　
C: 横断面 , R: 放射断面 , T: 接線断面 , スケールは0.1mm
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　（３）	鉄　滓　分　析

パリノ・サーヴェイ株式会社
はじめに
　根井沢穴田Ⅳ遺跡（岩手県宮古市津軽石第19地割50-1ほかに所在）は、津軽石川にそそぐ根井沢に
よって形成された河岸段丘の北岸（標高約23～29m）に位置し、室町時代前半（14～15世紀）から中世の
製鉄炉・土坑・焼土遺構、時期不明の溝・柱穴状ピットなどが確認されている。
　本分析調査では、調査区内から出土した鉄滓を対象に金属学的調査を実施し、本遺跡で行われてい
た鍛冶工程および使用原料について検討する。

１　試料
　試料は、ＳＸＷ01の炉底滓（鉄滓１）と炉内滓（鉄滓２）、ＳＸＷ02から出土した炉内滓（鉄滓４）、Ｓ
ＸＷ03から出土した鉄塊系遺物（鉄滓６）と流出滓（鉄滓９）、ＳＸＷ04から出土した鉄塊系遺物（鉄滓
12）、合計６点である。表１に試料の詳細を示す。

２　分析方法
（１）肉眼観察
　分析調査する遺物の外観等の観察所見を記載した。

（２）マクロ組織
　試料断面を低倍率で撮影したものを指す。当調査は試料断面の形状や、組織の分布状態などが広範
囲で観察できる利点がある。

（３）顕微鏡組織
　鉱滓の鉱物組成や金属部の組織観察、非金属介在物の調査などを目的とする。観察には金属反射顕
微鏡を用い、特徴的・代表的な視野を選択して写真撮影を行った。また金属鉄部の組織観察には、腐
食に３% ナイタル（硝酸アルコール液）を用いた。

（４）EPMA（Electron Probe Micro Analyzer）調査
　反射電子像（COMP）は、調査面の組成の違いを明度で表示するものである。重い元素で構成される
個所ほど明るく、軽い元素で構成される個所ほど暗い色調で示される。これを利用して、各相の組成
の違いを確認後、定量分析を実施した。また元素の分布状態を把握するため、反射電子像に加え、特
性 X 線像の撮影も適宜行った。定量分析は照射電流2.0×10－８アンペア、ビーム径３μ m、補正法
は ZAF に従った。

（５）化学組成分析

出土地点・層位 遺物 No. 遺物名称
計測値

金属探知器反応
調査項目

大きさ ( ｍｍ ) 重量 ( ｇ ) 化学成分分析 顕微鏡組織観察 EPMA

SXW01　埋土 鉄滓1 炉底滓 ( 炉壁 ) 138.4×114.7×68.5 762.8 なし ○ ○

SXW01・壁柱穴内　埋土 鉄滓2 炉内滓 ( 炉壁 ) 99.2×59.2×28.1 77.7 なし ○ ○

SXW02・壁柱穴内　埋土 鉄滓4 炉内滓（炉壁付） 63.5×54.5×54.1 150.2 なし ○ ○

SXW03②・炉内ベルト　埋土 鉄滓6 鉄塊系遺物 84.0×66.5×31.8 195.8 L（●） ○ ○ ○

SXW03・流出溝 ( 中央）　埋土 鉄滓9 流出滓 82.5×66.5×44.8 205.4 なし ○ ○

SXW04　埋土 鉄滓12 鉄塊系遺物 ( 炉内 ) 43.8×28.4×22.6 125.0 L（●） ○ ○ ○

特殊金属探知機の感度は三段階〔H：high（○）、M：middle（◎）、L：low（●）〕に設定されている。

低感度で反応があるほど、内部に大型の金属鉄が残存すると推測される。

表１　分析試料の一覧及び調査項目

３　自然科学的分析
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　出土遺物の性状を調査するため、構成成分の定量分析を実施した。
全鉄分（Total Fe）、金属鉄（Metallic Fe）、酸化第一鉄（FeO）：容量法。
炭素（C）：燃焼容量法。硫黄（S）：燃焼赤外吸収法。
二酸化硅素（SiO₂）、酸化アルミニウム（Al₂O₃）、酸化カルシウム（CaO）、酸化マグネシウム（MgO）、
酸化カリウム（K₂O）、酸化ナトリウム（Na₂O）、酸化マンガン（MnO）、二酸化チタン（TiO₂）、酸化ク
ロム（Cr₂O₃）、五酸化燐（P₂O₅）、バナジウム（V）、銅（Cu）、二酸化ジルコニウム（ZrO₂）：ICP（Inductively 
Coupled Plasma Emission Spectrometer）：誘導結合プラズマ発光分光分析法。

３　結果および考察
　化学組成分析結果を表２、顕微鏡写真等を図版１～４に示す。
＜鉄滓１　ＳＸＷ01　炉底滓（炉壁）＞
肉眼観察：大形の炉壁破片（762.8g）である。強い熱影響を受けて、内面全体がガラス質化している。
また内面表層には広い範囲で茶褐色の鉄錆が付着する。弱い着磁性のある箇所もみられるが、金属探
知器反応（穴澤,2005）はない。外面の炉壁は淡橙色で、短く切ったスサや真砂（花崗岩の風化砂）を多
量に混和している。
顕微鏡組織：図版１の①～③に示す。①の上側は製錬滓で、②および③の上側はその拡大である。淡
褐色樹枝状結晶はウルボスピネル（Ulvöspinel：2FeO･TiO₂）とヘルシナイト（Hercynite：FeO･Al₂O₃）
を主な端成分とする固溶体 ( 黒田・諏訪,1983：尖晶石類の化学組成の一般式は XY₂O₄と表記できる。
X は２価の金属イオン、Y は３価の金属イオンである。その組み合わせでいろいろの種類のものがあ
る ) と推測される。淡灰色柱状結晶はファヤライト（Fayalite：2FeO･SiO₂）である。また滓中の不定形
青灰色部は銹化鉄である。一方、①の下側の暗灰色部はガラス質滓で、③の下側はその拡大である。
滓中には微細な石英・長石類などの砂粒が多数点在する。
化学組成分析：全鉄分（Total Fe）8.61% に対して、金属鉄（Metallic Fe）は0.15%、酸化第１鉄（FeO）
が 5.03%、酸化第２鉄（Fe₂O₃）6.50% の割合であった。造滓成分（SiO₂＋ Al₂O₃＋ CaO ＋ MgO ＋ K₂O
＋ Na₂O）の割合は 83.60% と高いが、塩基性成分（CaO ＋ MgO）2.56% と低めである。砂鉄（含チタン
鉄鉱（木下・小川,1995））起源の二酸化チタン（TiO₂）は1.00%、バナジウム（V）が0.03% であった。また
酸化マンガン（MnO）は0.07%、銅（Cu）は＜0.01% と低値である。なお、含チタン鉄鉱は、赤鉄鉱とあ
らゆる割合に混じりあった固溶体をつくる。チタン鉄鉱と赤鉄鉱の固溶体には、チタン鉄鉱あるい
は赤鉄鉱の結晶をなし、全体が完全に均質なものと、チタン鉄鉱と赤鉄鉱が平行にならんで規則正
しい縞状構造を示すものとがある。チタン鉄鉱は磁鉄鉱とも固溶体をつくり、これにも均質なもの
と、縞状のものとがある。このようなチタン鉄鉱と赤鉄鉱、または磁鉄鉱との固溶体を含チタン鉄鉱
Titaniferous iron ore という。

　当炉壁の付着滓は、後述の流出滓（鉄滓９）と同様の鉱物組成であった。このため低チタン砂鉄の製
錬に用いられた炉壁破片と推定される。

＜鉄滓２　ＳＸＷ01・壁柱穴内埋土　炉内滓 ( 炉壁 ) ＞
肉眼観察：やや小形で薄手の炉壁破片（77.7g）である。内面全体は茶褐色の鉄錆に覆われるが着磁性
は弱く、金属探知器反応もない。また外面側には灰褐色の炉壁粘土がごく薄く残存する。粘土中には
真砂（花崗岩の風化砂）が多量に混和されている。

Ⅳ　平成27年度の調査
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顕微鏡組織：図版１の④～⑥に示す。素地部分は暗灰色のガラス質滓で、滓中には微細な石英・長石
類などの砂粒が多数点在する。また滓中には還元・滓化の進んだ砂鉄（含チタン鉄鉱）が複数確認され
た。⑤の上側と⑥の下側はその拡大で、非常に微細な明白色粒は還元で生じた金属鉄である。さらに
⑥の周囲の淡褐色多角形結晶はウルボスピネルとヘルシナイトを主な端成分とする固溶体と推測され
る。
化学組成分析：全鉄分（Total Fe）23.40% に対して、金属鉄（Metallic Fe）は0.21%、酸化第１鉄（FeO）
が13.22%、酸化第２鉄（Fe₂O₃）18.46% の割合であった。造滓成分（SiO₂＋ Al₂O₃＋ CaO ＋ MgO ＋
K₂O ＋ Na₂O）の割合は56.23% と高いが、塩基性成分（CaO ＋ MgO）は3.43% と低めである。砂鉄（含
チタン鉄鉱）起源の二酸化チタン（TiO₂）は3.13%、バナジウム（V）が0.10% であった。また酸化マンガ
ン（MnO）は0.37%、銅（Cu）は＜0.01% と低値であった。

　当炉壁も炉壁（鉄滓１）と同様、砂鉄製錬に用いられたと推定される。内面表層のガラス質滓中には、
還元・滓化が進んだ砂鉄が複数確認された。

＜鉄滓４　ＳＸＷ02・壁柱穴内埋土　炉内滓（炉壁付）＞
肉眼観察：やや小形で塊状の鉄滓破片（150.2g）である。表面は広い範囲が茶褐色の鉄錆で覆われる。
着磁性もあるが特殊金属探知器での反応はなく、内部にまとまった鉄部が存在する可能性は低いと考
えられる。また表面には微細な木炭破片が複数付着する。また外面側には淡褐色の炉壁粘土が付着し
ており、炉壁内面に接する位置で凝固した炉内滓と推定される。
顕微鏡組織：図版２の①～③に示す。①の上側は製錬滓で、淡褐色樹枝状結晶はウルボスピネルとヘ
ルシナイトを主な端成分とする固溶体推測される。淡灰色柱状結晶はファヤライトである。また②③
の灰褐色粒は製錬滓中に点在する被熱砂鉄（含チタン鉄鉱）である。一方、①の下側の暗灰色部はガラ
ス質滓である。滓中には微細な石英・長石類などの砂粒が多数点在する。
化学組成分析：全鉄分（Total Fe）42.17% に対して、金属鉄（Metallic Fe）は0.05%、酸化第１鉄（FeO）
が 36.36%、酸化第２鉄（Fe₂O₃）19.80% の割合であった。造滓成分（SiO₂＋ Al₂O₃＋ CaO ＋ MgO ＋
K₂O ＋ Na₂O）の割合は35.60% で、このうち塩基性成分（CaO ＋ MgO）は2.63% と低めであった。砂鉄

（含チタン鉄鉱）起源の二酸化チタン（TiO₂）は2.52%、バナジウム（V）が0.25% であった。また酸化マ
ンガン（MnO）は0.34%、銅（Cu）は＜0.01% と低値であった。

　当鉄滓は内部に熱影響を受けた、砂鉄粒子が複数確認されることから、砂鉄製錬に伴う反応副生物
（砂鉄製錬滓）と判断される。またチタニアの割合は、製錬滓としてはやや低めで（TiO₂：2.52%）、製
鉄原料は低チタン砂鉄であったと推定される。

＜鉄滓６　ＳＸＷ03・炉内ベルト埋土　鉄塊系遺物＞
肉眼観察：やや不定形で椀状の鉄塊系遺物（195.8g）である。表面全体が茶褐色の鉄錆で覆われる。ま
た部分的に暗灰色の滓も確認されるが、広い範囲で金属探知器反応があり、内部にはまとまった金属
鉄が残存する可能性が高いと考えられる。
マクロ組織：図版２の④に示す。写真左側の明白色部は金属鉄、右～下側の暗灰色部は表面に付着し
た製錬滓である。
顕微鏡組織：図版２の⑤⑥に示す。ともに金属鉄部の拡大である。表層はやや炭素含有率が低く亜共
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析組織を呈する（⑥の右側）。一方芯部は黒色片状・共晶状の黒鉛（Graphite）が析出するねずみ鋳鉄組
織であった。
EPMA 調査：図版３の①に被熱砂鉄を含む滓部の反射電子像（COMP）を示す。写真左側の灰褐色粒は
被熱砂鉄で、定量分析値は86.9%Fe₂O₃－10.3%TiO₂－2.7%Al₂O₃－2.0%MgO（分析点１）であった。チ
タン磁鉄鉱〔Titano-magnetite：マグネタイト（Magnetite：FeO･Fe₂O₃）とウルボスピネル（Ulvöspinel：
2FeO･TiO₂）の中間組成の固溶体〕で、他にアルミナ（Al₂O₃）、マグネシア（MgO）を少量固溶する。滓
中の微細な淡茶褐色多角形結晶の定量分析値は 67.0%Fe₂O₃－ 19.5%TiO₂－ 13.5%Al₂O₃（分析点２）で
あった。ウルボスピネル（Ulvöspinel：2FeO･TiO₂）とヘルシナイト（Hercynite：FeO･Al₂O₃）を主な端
成分とする固溶体である。また淡灰色柱状結晶の定量分析値は68.9%Fe₂O₃－4.1%MgO－29.1%SiO₂（分
析点３）であった。ファヤライト（Fayalite：2FeO･SiO₂）で、マグネシア（MgO）を少量固溶する。さら
にもう１視野、金属鉄表層の付着滓の組成を調査した。図版３の②に反射電子像（COMP）を示す。定
量分析値は50.1%Fe₂O₃－23.6%TiO₂－20.2%Al₂O₃－1.4%MgO（分析点４）、52.1%Fe₂O₃－22.1%TiO₂－
17.9%Al₂O₃－ 1.1%MgO（分析点５）であった。ウルボスピネル（Ulvöspinel：2FeO･TiO₂）とヘルシナイ
ト（Hercynite：FeO･Al₂O₃）を主な端成分とする固溶体で、マグネシア（MgO）を少量固溶する。
化学組成分析：炭素（C）は3.5% であった。鋳鉄（C ＞2.1%）に区分される炭素量であり、組織観察の結
果と符合する。燐（P）は0.08%、硫黄（S）0.02% であった。

　当遺物は付着滓中に被熱砂鉄が確認されたことから、砂鉄製錬でつくられた鉄塊（製錬鉄塊系遺物）
と判断される。また金属鉄部は表層が一部脱炭しているが、ほぼ全面ねずみ鋳鉄組織を呈する銑（鋳
鉄塊）であった。

＜鉄滓９　ＳＸＷ03・第２期 ( 中央）埋土　流出滓＞
肉眼観察：不定形の流出滓の破片（205.4g）である。色調は暗灰色で、弱い着磁性がある。上面は細い
流動状の滓が不規則に重なって凝固している。側面から下面にかけては広い範囲で淡褐色の炉壁粘土
が付着する。側面2面は破面で、大きな気孔が散在するが緻密で重量感のある滓である。
顕微鏡組織：図版３の③～⑤に示す。流動滓が接する部分に沿って層状に灰褐色のマグネタイトが晶
出する。④の中央はその拡大である。また淡茶褐色多角形結晶はウルボスピネルとヘルシナイトを主
な端成分とする固溶体である。さらに白色粒状結晶ウスタイト、淡灰色柱状結晶ファヤライトが晶出
する。
化学組成分析：全鉄分（Total Fe）49.80% に対して、金属鉄（Metallic Fe）は 0.47%、酸化第１鉄（FeO）
が57.11%、酸化第２鉄（Fe₂O₃）7.07% の割合であった。造滓成分（SiO₂＋ Al₂O₃＋ CaO ＋ MgO ＋ K₂O
＋ Na₂O）は29.43% で、このうち塩基性成分（CaO ＋ MgO）は4.14% であった。砂鉄（含チタン鉄鉱）
起源の二酸化チタン（TiO₂）は2.34%、バナジウム（V）が0.18% であった。また酸化マンガン（MnO）は
0.32%、銅（Cu）は＜0.01% と低値であった。

　当鉄滓のチタニア（TiO₂）の割合は炉内滓（鉄滓 4）とほほ同等であり、同じく低チタン砂鉄を原料と
した製錬滓と推定される。

＜鉄滓12　ＳＸＷ04埋土　鉄塊系遺物 ( 炉内 ) ＞
肉眼観察：やや小形で偏平な鉄塊系遺物（125.0g）である。表面は全体が茶褐色の鉄錆で覆われる。表
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面にはまとまった滓部は確認されず、広い範囲で金属探知器反応がある。内部にはまとまった金属鉄
が残存する可能性が高い。
マクロ組織：図版４の①に示す。まとまった金属鉄（淡褐色）部が確認された。
顕微鏡組織：図版４の②③に示す。ともに金属鉄部の拡大である。②は比較的炭素含率の低い部分で
亜共析組織～過共析組織、③は炭素含有率の高い箇所で過共析組織～亜共晶組成白鋳鉄組織が確認さ
れた。
EPMA 調査：図版４の④に遺物表面の滓部の反射電子像（COMP）を示す。滓中の淡褐色片状結晶は、
特性 X 線像では鉄（Fe）にほとんど反応がなく、チタン（Ti）に強い反応がある。定量分析値は42.6%Ti
－8.7%V －4.8%Fe －3.2%Mg －1.2%Al －1.5%Zr －32.8%O（分析点１）、42.8%Ti －8.1%V －5.7%Fe
－3.2%Mg －1.2%Al －1.4%Zr －33.7%O（分析点２）であった。他の元素を含むがチタニア（TiO₂）主体
でルチル（Rutile：TiO₂）に近い組成の化合物であった。高温下で生じた砂鉄製錬滓の晶癖といえる

（J.B.Mac chesney and A. Murau,1961)。つまり、イルメナイト（Ilmenite：FeO･TiO₂）、シュードブルー
カイト（Pseudobrookite：Fe₂O₃･TiO₂）が晶出していることから、FeO － TiO₂二元平衡状態図より高
温化操業が推定される。もう１視野、金属鉄部の反射電子像（COMP）を図版４の⑤に示す。旧オース
テナイト（Austenite：γ鉄）粒界に沿って網目状に晶出する共晶組織部分は、特性 X 線像では燐（P）
に強い反応がある。定量分析値は 91.3%Fe － 7.0%P（分析点３）であった。ステダイト（Steadite：Fe
－ Fe₃C － Fe₃P）と推定される。また微細な淡黄色部は特性 X 線像では、硫黄（S）に強い反応がある。
定量分析値は46.0%Fe －14.4%V －35.5%S（分析点4）、46.6%Fe －13.5%V －36.0%S（分析点5）であった。
バナジウムを固溶する硫化鉄〔（Fe,V）S〕であった。
化学組成分析：炭素（C）は1.9%、燐（P）0.09%、硫黄（S）0.05% であった。

　滓部の鉱物組成から、当遺物も砂鉄を製錬してつくられた鉄塊（製錬鉄塊系遺物）と推定される。金
属鉄部の炭素量は1.9% と、鉄塊系遺物（鉄滓6）よりも低値であった。金属組織観察でも一部亜共晶組
成白鋳鉄組織が確認されたが、亜共析組織～過共析組織部分の割合が高い。

４　まとめ
　表３に調査成果のまとめを示す。本遺跡から出土した製鉄関連遺物を調査した結果、当遺跡では地
域に分布する低チタン砂鉄を原料として、鉄生産が行われていたことが明らかとなった。
　ＳＸＷ01で検出された炉底滓（炉壁）および炉内滓（炉壁）は、砂鉄製錬に用いられた製鉄炉の炉壁片
と推定される。内面に低チタン砂鉄製錬滓、または熱影響を受けた砂鉄粒子が付着する。
　ＳＸＷ02で検出された炉内滓（炉壁付）、およびＳＸＷ03で検出された流出滓は、低チタン砂鉄を製
錬した時の反応副生物（砂鉄製錬滓）と推定される。チタニアの割合は砂鉄製錬滓としては低めであっ
た（2.34%TiO₂、2.52%TiO₂）。同じ山田町に所在する山ノ内Ⅲ遺跡でも、出土した砂鉄・製錬滓ともチ
タニアの割合が低い（砂鉄：0.39～0.96%TiO₂、製錬滓：0.38～2.79%TiO₂）ことが明らかになっている（岩
手県文化振興事業団埋蔵文化財センター ,1997）。地域周辺に分布する花こう岩起源の砂鉄を採取し
て、鉄生産を行っていたと考えられる。
　ＳＸＷ03およびＳＸＷ04で検出された鉄塊系遺物は、砂鉄を製錬してつくられた鉄塊であった。Ｓ
ＸＷ03で検出された鉄塊系遺物は、ほぼねずみ鋳鉄組織の銑（鋳鉄塊）である。もう１点のＳＸＷ04で
検出された鉄塊系遺物も一部鋳鉄組織を呈する高炭素材で、焼き入れ硬さが要求される利器の刃部先
端等に向いた鍛冶原料といえる。
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図版１　炉壁の顕微鏡組織

SXW01 埋土

鉄滓1

炉底滓(炉壁)

①～③内面表層:ｶﾞﾗｽ

質滓（石英・長石類混

在）、不定形明灰色部:

銹化鉄、滓部:ｳﾙﾎﾞｽﾋﾟ

ﾈﾙとﾍﾙｼﾅｲﾄを端成

SXW01・壁柱穴内 埋

土

鉄滓2

炉内滓(炉壁)

④～⑥内面表層:ｶﾞﾗｽ

質滓（石英・長石類混

在）、被熱砂鉄、滓部:ｳ

ﾙﾎﾞｽﾋﾟﾈﾙとﾍﾙｼﾅｲﾄを

端成分とする固溶体・

①

②

③②

③

④

⑤

⑥

⑤

⑥
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３　自然科学的分析

図版２　炉内滓・鉄塊系遺物の顕微鏡組織

SXW02・壁柱穴内 埋

土

鉄滓4

炉内滓（炉壁付）

①～③滓部:ｳﾙﾎﾞｽﾋﾟﾈ

ﾙとﾍﾙｼﾅｲﾄを端成分

とする固溶体・ﾌｧﾔﾗｲﾄ、

灰褐色粒:被熱砂鉄、

SXW03②・炉内ベルト 埋

土

鉄滓6

鉄塊系遺物

④ﾏｸﾛ組織

⑤⑥金属鉄部:ねずみ鋳鉄

組織

①

②

③

②③

④

⑤

⑥

⑤

⑥
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Ⅳ　平成27年度の調査

図版３　鉄塊系遺物のEPMA調査結果・流出滓の顕微鏡組織

SXW03・第2期(中央） 埋

土

鉄滓9

流出滓

NEI-5 流出滓

③～⑤滓部:ﾏｸﾞﾈﾀｲﾄ・ｳﾙ

ﾎﾞｽﾋﾟﾈﾙとﾍﾙｼﾅｲﾄを端成

①

②

③

④

⑤

Fe Ti

Fe

Ti

O

④

⑤

被熱砂鉄・製錬滓の反射電子像（COMP）および特性X線像

金属鉄・被熱砂鉄の反射電子像（COMP）
および特性X線像

定量分析値
Element 1 2 3 4 5

SrO - - 0.100 - -
SiO2 0.124 0.313 29.102 0.544 2.031

CaO - - 0.356 - 0.012
K2O - 0.003 - 0.002 0.004

S 0.008 0.009 0.008 0.054 0.065
ZrO2 - 0.193 0.026 0.124 0.117
P2O5 - - 0.160 0.060 0.052
Na2O 0.014 0.029 0.033 - 0.002

MgO 2.028 0.459 4.145 1.423 1.108
Al2O3 2.729 13.472 0.241 20.239 17.885
Fe2O3 86.929 67.020 68.914 50.148 52.058

MnO 0.504 0.271 0.631 0.030 0.096
Cr2O3 0.027 0.141 0.028 0.305 0.198
TiO2 10.297 19.471 0.167 23.614 22.078

Total 102.660 101.381 103.911 96.543 95.706

1

・2
・3

4

5



－ 48 －

３　自然科学的分析

図版４　鉄塊系遺物の顕微鏡組織・EPMA調査結果

SXW04 埋土

鉄滓12

鉄塊系遺物(炉内)

①ﾏｸﾛ組織

②③金属鉄部拡大、

亜共析組織～白鋳

鉄組織

滓部の反射電子像（COMP）および特性X線像

鉄中非金属介在物の反射電子像（COMP）および特性X線像

①

②

③

④ Fe Ti

P

S

⑤

V

②

③

Element 1 2 3 4 5

N 1.904 1.896 0.116 0.112 0.092

O 32.753 33.689 0.281 0.773 0.850

Sr - 0.005 - - -

Si 0.092 0.096 0.013 0.011 -

As 0.071 0.077 - 0.007 -

Ca 0.308 0.402 - - -

K 0.035 0.046 - - -

S - - 0.421 35.512 35.999

Zr 1.532 1.417 0.007 - -

P - 0.010 6.993 0.086 0.044

Na 0.011 0.026 - 0.009 0.024

Mg 3.228 3.220 0.028 - -

Al 1.164 1.213 - 0.017 -

Cu 0.002 0.009 - 0.040 0.004

Fe 4.822 5.728 91.261 46.001 46.573

Mn 0.453 0.533 0.014 0.538 0.496

Cr 0.393 0.377 0.042 1.134 1.022

V 8.683 8.097 0.249 14.430 13.468

Ti 42.582 42.843 - - 0.047

Total 98.033 99.684 99.425 98.670 98.619

定量分析値

・2 ・1

・4

・5

3
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Ⅴ　平成 28 年度の調査

　１　全 体 の 概 要

　（１）概　　要（第 20 図）

　今年度の調査区は、昨年度調査区から南に約100 ｍ離れた東西方向に伸びる尾根の南斜面に位置す
る。尾根は、南北を沢に挟まれ、北斜面は急に、南斜面は緩やかに傾斜している。尾根全体は雑木林
になっており、東端には墓地と畑、南側の沢の対岸には民家が数軒建っている。調査区は、南斜面の
中腹に東西に通る林道から北側の雑木林中にあり、北西隅が高くわずかな平場となっている。南と東
方向に傾斜し、南斜面の南端は削平されている。遺跡全体での遺構数は、96基である。そのうち竪穴
建物跡は５棟あり、調査区西側に点在する。土坑は38基あり、調査区北西隅と調査区東側に集中する。
土坑のうち陥し穴状遺構10基は調査区東側と南側に集中する。焼土遺構２基とピット31基は、調査
区北西隅に集中し、ピットは、わずかに調査区東側にも点在する。土坑墓（家畜埋葬墓）20基は、調査
区南側の削平部分に集中している。遺跡の主要な時代は、出土土器から、縄文時代後期初頭と弥生時
代後期と考えられる。したがって縄文時代後期には狩り場として、弥生時代後期には集落として利用
されていたと考えられる。鉄製品と獣骨が出土した土坑墓（家畜埋葬墓）は、近代から現代にかけての
遺構であり、農耕馬や牛、犬の獣骨と共に、瓶や肥料袋などが出土している。

　（２）基本土層（第 21 図・写真図版 16）

　基本土層はⅠ層からⅤ層まで区分できる。Ⅰ層は、にぶい黄褐色と暗褐色が斑状を呈する腐植有機
物とシルトの混合層である。しまり、粘性は弱く、上面から上層には落ち葉や枯れ枝、全体に根を多
く含む。Ⅱ層は、黒褐色を呈する腐植有機物とシルトの混合層である。しまり、粘性はⅠ層より強く、
全体に根を含む。Ⅲ層は、暗褐色を呈するシルト層で、層下層に遺物を多く含む。ⅠからⅢ層は、層
界に、根撹乱と隣接層のブロックを多く含む。堆積方向は不明である。Ⅳ層は、黄褐色から黄橙色を
呈する風化花崗岩細礫を含むシルトである。細礫は、下層に層状やブロック状、基質内に散在して含
まれる。Ⅴ層は、風化花崗岩細礫から巨礫を主体とする層である。上層では、細礫がⅣ層ブロックと
互層に堆積し、下層は巨礫層になっている。堆積方向は、層内に北から南に傾斜する薄層がみられる
ため、地形の傾斜方向に合わせて堆積していると考えられる。　　　　　　　　　　　　　　（中島）
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１　全体の概要
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Ⅴ　平成28年度の調査

　２　縄文時代～弥生時代の遺構と遺物

　（１）竪 穴 建 物 跡

ＳＩ 01（第 22 図・写真図版 18）
　ⅢＢ６ｂグリッドに位置する竪穴建物跡である。検出はⅣ層上面で行った。残存する平面形は楕円
形を呈し、推定される規模は焼土を中心とした径４ｍ、深さは20㎝である。断面形は、南に傾斜する
床面から壁が緩やかに立ち上がる。堆積土は単層である。ブロックを含むため、人為堆積であると考
えられる。遺物は磨石が１点出土している。南端に地床炉と思われる焼土、壁際に土坑（ＳＫ 1）１
基が付属している。土坑の平面形は略円形を呈し、規模は、開口部では長軸79㎝、短軸60㎝、床面か
らの深さは35㎝である。断面形はバケツ形を呈し、ほぼ平坦な床面から、壁は内湾して立ち上がる。
堆積土は２層に区分できる。全層がブロックを含むため、人為堆積であると考えられる。遺物は出土
していない。そのため時期は明確に決定できないが、周辺の類似遺構と同様の弥生時代後期としてお
きたい。ただし放射性炭素年代測定から弥生時代中期後半に遡る可能性がある。

ＳＩ 03（第 22 図・写真図版 19）
　ⅢＢ４ａグリッドに位置する竪穴建物跡である。検出はⅣ層上面で行った。ＳＫ43と重複し、本遺
構が新しい。残存する平面形は楕円形を呈し、推定される規模は焼土を中心とした径３ｍ、深さは26
㎝である。断面形はほぼ平坦な床面から壁が外傾して立ち上がる。堆積土は２層で、ブロックを含む
ため人為堆積であると考えられる。南端に地床炉と思われる焼土が付属している。遺物は弥生時代後
期とみられる土器片と、同時期とみられるミニチュアの壺、土器の小片53.1ｇが出土している。遺構
の時期は出土遺物から弥生時代後期と考えられる。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

（トレンチ１） 33.3m

基本土層

Ⅴ

基本土層   
Ⅰ 10YR6/4 にぶい黄橙色シルト 表土
Ⅱ 10YR3/1 黒褐色シルト 
Ⅲ 10YR3/3～5/3 暗褐色～にぶい黄褐色シルト 
Ⅳ 10YR5/8～7/8 黄褐色～黄橙色シルト 
Ⅴ 10YR8/3～8/2 浅黄橙色～灰白色細砂混じりシルト 

X＝-46700
Y
＝
9
4
0
0
0

ト
レ
ン
チ
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ト
レ
ン
チ
１

第21図　基本土層図
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1:500 2m

SI03

SI01   
１ 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト 10YR5/6黄褐色ブロック(径10～15㎝)を30％含む。
　立ち上がり付近では10YR2/2黒褐色シルトに漸移する。
２ 5YR5/8 明赤褐色シルト 灰、炭のブロック(径0.5～１㎝)を含む。[焼土]

SI01SK１   
１ 10YR3/3 暗褐色シルト 10YR5/6黄褐色ブロック(径５㎝)をわずかに含む。
２ 10YR4/4 褐色シルト 上層左に10YR5/6黄褐色ブロック(径0.5～１㎝)を、全体に炭化物を含む。

SI03   
１ 10YR3/2 黒褐色シルト 層右側に10YR5/6黄褐色ブロック(径１～５㎝)を、
　左側に10YR2/1黒色ブロック(径１～５㎝)を含む。
２ 5YR5/6 明赤褐色シルト 炭化物粒をわずかに含む。[焼土]
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第22図　竪穴建物跡１
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ＳＩ 04（第 23 図・写真図版 20）
　ⅢＢ６ａグリッドに位置する竪穴建物跡である。検出はⅣ層上面で行った。残存部の平面形は楕円
形を呈し、推定される規模は焼土を中心とした径３ｍ、深さは26㎝である。断面形はほぼ平坦な床面
から壁がほぼ垂直に立ち上がる。堆積土は２層に区分できる。全層がブロックを含むため、人為堆積
であると考えられる。遺物は土器の小片が31.1 ｇ出土している。遺構の時期は規模、形状からＳＩ03
と同じ弥生時代後期と考えられる。

ＳＩ 05（第 23・24 図・写真図版 21）
　ⅢＢ１ａグリッドに位置する竪穴建物跡である。検出はⅣ層上面で行った。ＳＩ06と重複し本遺構
が新しい。床面が判断できず、下のＳＩ06の床面まで掘り下げているため、残存するのはベルト上の
焼土とＳＩ06 の床面を掘り込んだピットである。平面形は不明、推定される規模は焼土を中心とし
た径４ｍ、深さは20㎝である。断面形は、ほぼ平坦な床面から壁が外傾して立ち上がる。堆積土は単
層で、ブロックを含むため、人為堆積と考えられる。ピットが７基付属しており、共通して黄橙色の
ブロックを含むため、人為堆積と考えられる。遺物は土器の小片が20.9 ｇ出土している。遺構の時期

Ａ

Ａ
'

X=‑46728

Y
=
 
9
4
0
0
2

S
I
0
4

2
9
.
2
m

１
２

Ⅵ

Ａ
Ａ

'

３

SI04   
１ 10YR3/2 黒褐色シルト 黄橙色（10YR7/8）シルトブロック（径１㎝未満）を３％含む。
２ 10YR6/4 にぶい黄橙色シルト 黄橙色（10YR7/8）シルトブロック（径２～５㎝）を20％含む。
３ 5YR6/8 橙色シルト 黒褐色（10YR3/2）シルトブロック（径１㎝）を含む。
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SI05Pit１
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は重複関係から弥生時代後期の可能性がある。
ＳＩ 06（第 24 図・写真図版 21）
　ⅢＢ１ａグリッドに位置する竪穴建物跡である。検出はⅣ層上面で行った。ＳＩ05、ＳＫ44 と重
複し、ＳＩ05より古く、ＳＫ44 より新しい。残存部の平面形は略円形を呈し、推定される規模は径
4.3 ｍ、深さは46㎝である。断面形は、ほぼ平坦な床面から壁が外傾して立ち上がる。堆積土は２層
に区分できる。４層がブロックを含むため、 人為堆積と考えられる。付属遺構は、ＳＫ44上の焼土
１基、ピット６基が付属している。ピットの埋土は、全基単層で同質土が堆積する。遺物は出土して
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１ 10YR4/2 灰黄褐色シルト 黒褐色（10YR3/2）シルトブロック（径５㎝）を３％含む。
２ 5YR7/8 橙色シルト 炭化物１％を含む。[焼土]
３ 10YR5/2 灰黄褐色シルト 炭化物１％を含む。[SI05Pit１]
SI06   
４ 10YR6/6 明黄褐色シルト 灰黄褐色（10YR5/2）シルトブロック（径２～３㎝）を３％含む。
５ 10YR5/6 黄褐色シルト 風化花崗岩土粒３％含む。
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いない。遺構の時期は、形状からＳＩ03と同じ弥生時代後期と考えられる。　　　　　　　　　（中島）

　（２）土　　　坑

ＳＫ 01（第 25 図・写真図版 22）
　ⅢＢ３ｃグリッドに位置するフラスコ状土坑である。検出はⅣ層上面で行った。平面形は略円形を
呈し、規模は開口部では長軸2.1 ｍ、短軸1.8 ｍ、深さは55㎝である。底面では長軸1.9 ｍ、短軸1.6 ｍ
である。断面形は浅皿形を呈し、ほぼ平坦な底面から壁が外傾して立ち上がる。堆積土は６層に区分
できる。４層のにぶい黄褐色シルトを挟み、黒色から褐色のシルトが堆積する。全層がブロックを含
むため、人為堆積であると考えられる。遺物は、石鏃１点、土器の小片が35.1 ｇ出土している。遺構
の時期は規模、形状からＳＫ03と同じ縄文時代後期と考えられる。

ＳＫ 03（第 25 図・写真図版 22）
　ⅢＢ２ｃグリッドに位置するフラスコ状土坑である。検出はⅣ層上面で行った。平面形は略円形を
呈し、規模は、開口部では長軸2.6 ｍ、短軸2.2 ｍ、深さは79㎝である。底面では長軸2.2 ｍ、短軸1.7
ｍである。断面形はバケツ形を呈し、ほぼ平坦な底面から、南壁はほぼ垂直に、北壁は外湾して立ち
上がる。堆積土は４層に区分できる。１層に焼土粒を含み、２層～４層がブロックを含む。ブロック
を含むため、人為堆積であると考えられる。遺物は、大木10 式から縄文時代後期初頭とみられる土
器片１点と縄文時代後期初頭の土器片２点、弥生時代後期の土器片１点、磨石１点、土器の小片が
442.3ｇ出土している。遺構の時期は、出土遺物から縄文時代後期の可能性がある。

ＳＫ 04（第 25 図・写真図版 22）
　ⅢＢ３ｄグリッドに位置する土坑である。検出はⅣ層上面で行った。平面形は円形を呈し、規模は、
開口部では径83㎝、深さは30㎝である。底面では長軸69㎝、短軸61㎝である。断面形は浅皿形を呈し、
ほぼ平坦な底面から、南壁はほぼ垂直に、北壁は内湾して立ち上がる。堆積土は４層に区分できる。
全層がブロックを含むため、人為堆積であると考えられる。遺物は出土していない。遺構の時期は、
ＳＫ05と類似することから弥生時代後期と考えられる。

ＳＫ 05（第 25 図・写真図版 22）
　ⅢＢ４ｃグリッドに位置する土坑である。検出はⅣ層上面で行った。ＳＫ11と重複し、本遺構が
新しい。平面形は楕円形を呈し、規模は、開口部では長軸1.1 ｍ、短軸74㎝、深さは20㎝である。底
面では長軸97㎝、短軸54㎝である。断面形は浅皿形で、底面は中心に向かい傾斜し、壁はほぼ垂直に
立ち上がる。堆積土は単層で厚くブロックを含むため、人為堆積であると考えられる。遺物は出土し
ていない。遺構の時期は重複関係から弥生時代後期と考えられる。

ＳＫ 07（第 25 図・写真図版 23）
　ⅡＢ 20ａグリッドに位置する土坑である。検出はⅤ層上面で行った。平面形は略円形を呈し、規
模は、開口部では長軸87㎝、短軸74㎝、深さは33㎝である。底面は径65㎝である。断面形はバケツ形
を呈し、ほぼ平坦な底面から、北壁がわずかに抉れ、南壁はほぼ垂直に立ち上がる。堆積土は３層に
区分できる。全層がブロックを含むため、人為堆積であると考えられる。遺物は土器の小片が25.5 ｇ
出土している。遺構の時期は、周辺の遺構から弥生時代後期の可能性がある。

Ⅴ　平成28年度の調査
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２　縄文時代～弥生時代の遺構・遺物

第25図　土坑１
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SK01   
１ 10YR3/1 黒褐色シルト 10YR4/4褐色ブロック（径10～20㎝)を10％含む。
２ 10YR2/1 黒色シルト 炭化材(径５㎜)をわずか、10YR4/6褐色ブロック
　(径１㎝以下)を30％含む。
３ 10YR3/3 暗褐色シルト 10YR4/6褐色ブロック(径10～20㎝)を10％含む。
４ 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト 10YR4/4褐色ブロック（径１～５㎝)を
　20％含む。
５ 10YR3/2 黒褐色シルト 10YR4/4褐色ブロック(径５～10㎝)を10％含む。
６ 10YR4/4 褐色シルト 上層に５層のブロックが混じる。
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SK03   
１ 10YR3/1 黒褐色シルト 炭化物、焼土粒（径１㎜）を１％含む。
２ 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト 黒褐色（10YR3/1）シルトブロック（径２㎝）
　を１％、黄橙色（10YR7/8）シルトブロック（径１～２㎝）を３％含む。
３ 10YR5/2 灰黄褐色シルト 黒褐色（10YR8/8）シルトブロック（径２～３㎝）
　を５％、にぶい黄褐色（10YR5/3）シルトブロック（径３㎝）を10％含む。
４ 10YR6/4 にぶい黄橙色シルト 炭化物粒（径１㎜）１％、黄橙色（10YR7/8）
　シルト粒（径１㎜）を３％含む。
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SK04   
１ 10YR3/2 黒褐色シルト 黄橙色（10YR7/8）シルト 
　ブロック（径２㎝）を含む。
２ 10YR7/4 にぶい黄橙色シルト 黄橙色（10YR8/8）
　シルトブロック（径１㎝）を３％、炭化物１％を
　含む。
３ 10YR6/2 灰黄褐色シルト 黄橙色（10YR7/5）シル
　トブロック（径１㎝）を５％含む。
４ 10YR7/4 にぶい黄橙色シルト 灰黄褐色（10YR6/2）
　シルトブロック（径１㎝）を３％含む。
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１ 10YR3/2 黒褐色シルト 
　10YR5/6黄褐色ブロック（径１～10㎝)を
　20％、炭化材、炭化物(径５mm以下)を
  わずかに含む。
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SK07   
１ 10YR3/4 暗褐色細礫細砂混じりシルト
　上層に10YR2/1黒色ブロックを含む。
２ 10YR3/1 黒褐色細礫混じりシルト 上層 
　に10YR2/1黒色ブロックを含む。
３ 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト 炭化材を 
　わずか、風化花崗岩細礫を多く含む。

1:500 2m

SK07



－ 57 －

ＳＫ 13（第 26 図・写真図版 23）
　ⅢＢ６ｃグリッドに位置する土坑である。Ⅳ層上面で検出した。平面形は略円形を呈し、規模は、
開口部では長軸93㎝、短軸83㎝、深さは40㎝である。底面では長軸70㎝、短軸52㎝である。断面形は
バケツ形を呈し、南に傾斜する底面から、壁は外傾して立ち上がる。堆積土は２層に区分できる。全
層がブロックを含み、２層が遺構内全体に厚く堆積するため、人為堆積であると考えられる。遺物は
出土していない。遺構の時期は、ＳＫ05と同規模であることから弥生時代後期と考えられる。

ＳＫ 14（第 26 図・写真図版 23）
　ⅡＢ 20 ｂグリッドに位置するフラスコ状土坑である。ＳＫ15 と重複しており、検出はＳＫ15 の底
面で行った。本遺構が古い。平面形は略円形を呈し、規模は、開口部では長軸80㎝、短軸66㎝、深さ
は1.8ｍである。底面では長軸80㎝、短軸64㎝である。断面形はバケツ形を呈し、ほぼ平坦な底面から、
壁はほぼ垂直に、西壁は抉れて立ち上がる。堆積土は２層に区分できる。２層が厚くブロックを含む
ため、人為堆積であると考えられる。遺物は出土していない。遺構の時期は、重複関係から縄文時代
後期と考えられる。

ＳＫ 15（第 26 図・写真図版 23）
　ⅡＢ 20 ｂグリッドに位置する土坑である。検出はⅤ層上面で行った。ＳＫ14 と重複し、本遺構が
新しい。平面形は略円形を呈し、規模は開口部では長軸1.5 ｍ、短軸1.4 ｍ、深さは56㎝である。底面
では長軸72㎝、短軸40㎝である。断面形は鉢形を呈し、ほぼ平坦で中央が盛り上がる底面から壁は外
傾して立ち上がり、開口部近くでほぼ垂直になる。堆積土は３層に区分できる。３層にブロックが含
まれるため、人為堆積であると考えられる。遺物は出土していない。遺構の時期は、重複関係から弥
生時代後期と考えられる。

ＳＫ 26（第 26 図・写真図版 23）
　ⅡＢ 20 ａグリッドに位置する土坑である。検出はⅤ層上面で行った。平面形は略円形を呈し、規
模は開口部では長軸1.1 ｍ、短軸93㎝、深さは40㎝である。底面では長軸65㎝、短軸60㎝である。断
面形はバケツ形を呈し、ほぼ平坦な底面から壁はほぼ垂直に立ち上がる。堆積土は２層に区分できる。
全層がブロックを含むため、人為堆積であると考えられる。遺物は出土していない。遺構の時期は、
ＳＫ05と類似することから弥生時代後期と考えられる。

ＳＫ 28（第 26 図・写真図版 24）
　ⅢＢ６ｂグリッドに位置する土坑である。検出はⅣ層上面で行った。平面形は略円形を呈し、規
模は開口部では径１ｍ、深さは53㎝、底部では径80㎝である。断面形はバケツ形を呈し、ほぼ平坦な
底面から壁は外傾して立ち上がる。堆積土は２層に区分できる。全層がブロックを含むため、人為堆
積であると考えられる。遺物は出土していない。遺構の時期は、規模等から弥生時代後期と考えられ
る。

ＳＫ 29（第 26 図・写真図版 24）
　ⅢＢ２ｂグリッドに位置するフラスコ状土坑である。検出はⅣ層上面で行った。平面形は略円形を

Ⅴ　平成28年度の調査
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SK13   
１ 10YR3/3 暗褐色シルト 
　層中央に焼土ブロック(径２～５㎝)、
　全体に10YR4/3にぶい黄褐色ブロック、
　10YR2/2黒褐色ブロック(径１～２㎝)、炭化物を含む。
２ 10YR4/6 褐色シルト 
　10YR5/6黄褐色ブロック(径２～３㎝)を20％含む。
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SK14   
１ 10YR7/2 にぶい黄橙色シルト 炭化物を１％含む。
２ 10YR8/4 浅黄橙色シルト 灰白色（10YR8/1）細砂ブロック（径３～５㎝）を20％含む
SK15   
１ 10YR5/6 黄褐色シルト 炭化物を１％含む。
２ 10YR5/8 黄褐色シルト 風化花崗岩粒（細礫サイズ）を３％含む。
３ 10YR4/1 褐灰色シルト 灰白色（10YR8/1）細砂ブロック（径１～２㎝）を10％、炭化物を５％含む。
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１ 10YR2/1 黒色細礫混じりシルト
 下層に褐色(10YR4/6)ブロックを含む。
２ 10YR3/1 黒褐色シルト
 全体に風化花崗岩細礫，下層に
 風化花崗岩細礫ブロックを含む。

X
=
‑
4
6
7
2
9

Y
=
 
9
4
0
0
8

29.0m

SK28

１ ２

Ａ Ａ'

Ａ'

Ａ'

Ａ Ａ'

SK28   
１ 10YR2/1 黒色シルト
  焼土ブロック、黄褐色(10YR5/6)ブロック(径２～５㎝)
  を10％含む。
２ 10YR4/4 褐色シルト 
 黄褐色(10YR5/6)ブロック（径２～５㎝)を20％含む。
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SK29   
１ 10YR4/4 黒褐色シルト 
 黄褐色（10YR5/6）シルトブロック(径0.5㎝)を1％含む。
２ 10YR5/6 黄褐色シルト 
 黄橙色（10YR7/8）シルトブロック(径0.5㎝)を３％含む。
３ 10YR4/4 褐色シルト 
 黄橙色（10YR7/8）シルトブロック(径0.5㎝)を１％含む。
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呈し、規模は開口部では長軸1.6ｍ、短軸1.4ｍ、深さは56㎝である。底面では長軸1.3ｍ、短軸1.2 ｍ
である。断面形はバケツ形を呈し、ほぼ平坦な底面から、北壁は外湾、南側は内湾して立ち上がる。
堆積土は３層に区分できる。全層がブロックを含むため、人為堆積であると考えられる。遺物は、弥
生時代後期の壺の土器片１点、土器の小片が115.6ｇ出土している。遺構の時期は、出土遺物から弥
生時代後期と考えられる。

ＳＫ 08（第 27 図・写真図版 24・25）
　ⅢＢ４ｄグリッドに位置する土坑である。検出はⅣ層上面で行った。ＳＫ23、ＳＫ24 と重複し、
本遺構が古い。平面形は楕円形を呈し、規模は、残存する開口部で長軸2.3 ｍ、短軸1.4 ｍ、深さは
28㎝である。底面では長軸1.8 ｍ、短軸1.1 ｍである。断面形は浅皿形を呈し、底面は中心に向かい傾
斜し、壁は緩やかに立ち上がる。堆積土は４層に区分できる。ブロックを含むため、人為堆積である
と考えられる。台石１点、土器の小片が14.5 ｇ出土している。遺構の時期は、出土遺物と重複関係か
ら縄文時代後期と考えられる。但し、放射性炭素年代測定法で分析した炭化物から AD1045 ～ 1250
の結果が出たが、遺構の重複と堆積土から混入した炭化物と考えられる。

ＳＫ 22（第 27 図・写真図版 24・25）
　ⅢＢ３ｄグリッドに位置する土坑である。ＳＫ23と重複し、本遺構が新しい。カクランに一部を
壊されている。推定される平面形は略円形を呈し、規模は、開口部では長軸2.4 ｍ、短軸1.9 ｍ、深さ
は80㎝である。底面では長軸1.7 ｍ、短軸1.5 ｍである。断面形は浅皿形を呈し、ほぼ平坦な底面から、
壁は緩やかに内湾し立ち上がる。堆積土は２層に区分できる。全層がブロックを含むため、人為堆積
であると考えられる。遺物は、土器の小片が24.5 ｇ出土している。遺構の時期は、重複関係から弥生
時代後期と考えられる。

ＳＫ 23（第 27・28 図・写真図版 24・25）
　ⅢＢ３ｄグリッドに位置するフラスコ状土坑である。ＳＫ22 と重複し、本遺構が古い。カクラン
に一部を壊されている。平面形は楕円形を呈し、規模は、開口部では長軸4.4 ｍ、短軸2.7 ｍ、深さは
1.5 ｍである。底面では径２ｍである。断面形は東西方向にバケツ形、南北方向では緩やかな中端が
ある皿形を呈し、北に傾斜する底面から壁は外傾して立ち上がる。堆積土は６層に区分できる。全層
がブロックを含むため、人為堆積であると考えられる。遺物は、弥生時代後期の浅鉢とみられる土器
片１点、土器の小片が78.9 ｇ出土している。遺構の時期は、遺物から弥生時代後期と考えられる。

ＳＫ 24（第 27・28 図・写真図版 24・25）
　ⅢＢ４ｄグリッドに位置するフラスコ状土坑である。ＳＫ23、ＳＫ08 と重複し、本遺構はＳＫ23
より古く、ＳＫ08 より新しい。平面形は略円形を呈し、規模は、開口部では長軸2.8 ｍ、短軸２ｍ、
深さは85㎝である。底面では長軸2.6 ｍ、短軸1.2 ｍである。断面形はフラスコ形を呈し、南に傾斜す
る底面から、南壁は抉れて、東西の壁は外傾して立ち上がる。堆積土は６層に区分できる。全層がブ
ロックを含むため、人為堆積であると考えられる。遺物は出土していない。遺構の時期は、形状から
弥生時代後期の可能性がある。

ＳＫ 25（第 27・28 図・写真図版 24・25）

Ⅴ　平成28年度の調査
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Ａ 10YR3/1 黒褐色シルト にぶい黄橙色（10YR7/4）シルトブロック（径１～２㎝）を１％含む。
SK22   
１ 10YR5/2 灰黄褐色シルト 褐灰色（10YR5/1）シルトブロック（径１㎝）を３％、灰白色（10YR8/2）細砂ブロック（径１㎝）を１％含む。
２ 10YR4/4 褐色シルト 黄橙色（10YR7/8）シルトブロック（径３～５㎝）を10％、炭化物粒を１％含む。
SK23   
１ 2.5Y5/2 暗灰黄色シルト 黄色（2.5Y8/8）シルトブロック（径１㎝）を40％含む。
２ 2.5Y5/4 黄褐色シルト 黄褐色（2.5Y5/6）シルトブロック（径１㎝）を20％含む。
３ 2.5Y2/1 黒色シルト 黄褐色（2.5Y5/6）シルトブロック（径0.5㎝）を３％含む。特に凹み部分が黒色が濃い。
４ 10YR5/6 黄褐色シルト 灰白色（10YR8/2）細砂ブロック（径２～３㎝）を３％含む。凹み部分は上層の黒が滲み出し、2.5Y5/6黄褐色状を呈す。
５ 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト 灰白色（10YR8/2）細砂ブロック（径１～２㎝）を10％含む。
６ 10YR6/6 明黄褐色粘質シルト 灰白色（10YR8/2）細砂ブロック（径0.5㎝）を10％含む。
カクラン   
１ 10YR3/1 黒褐色シルト 黄褐色（10YR8/8）シルトブロック（径２～４㎝）を30％含む。
SK08   
１ 2.5Y5/6 黄褐色シルト 黄橙色（10YR3/1）シルトブロック（径１㎝）を１％含む。
２ 10YR8/8 黄橙色シルト 灰白色（10YR8/2）細砂ブロック（径0.5㎝）を１％含む。
３ 2.5Y4/4 オリーブ褐色シルト 黄橙色（10YR8/8）シルトブロック（径１㎝）を20％含む。
４ 10YR8/2 灰白色粗砂混じりシルト 黄橙色（10YR7/8）シルトブロック（径0.5～１㎝）を20％含む。
SK24   
１ 2.5Y4/3 オリーブ褐色シルト 黒褐色（10YR3/1）シルトブロック（径１㎝）を１％含む。
２ 2.5Y5/2 暗灰黄色シルト 黄橙色（10YR8/8）シルトブロック（径0.5㎝）を10％、炭化物３％を含む。
３ 10YR7/8 黄橙色シルト 暗灰黄色（2.5Y5/2）シルトブロック（径0.5㎝）を10％含む。
４ 2.5Y8/6 黄色粗砂混じりシルト 灰白色（10YR8/2）シルトブロック（径0.5㎝）を10％含む。
５ 10YR7/6 明黄褐色シルト 灰白色（10YR8/2）粗砂混じりシルトブロック（径0.5㎝）20％含む。
６ 10YR7/4 にぶい黄橙色シルト 灰白色（10YR8/2）シルトブロック（径0.5㎝）を10％含む。
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２　縄文時代～弥生時代の遺構・遺物
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　ⅢＢ４ｄグリッドに位置する土坑である。ＳＫ24 と重複し、本遺構が新しい。平面形は略円形を
呈し、規模は、開口部では長軸1.7 ｍ、短軸1.1 ｍ、深さは69㎝である。底面では長軸78㎝、短軸66㎝
である。断面形はバケツ形を呈し、ほぼ平坦な底面から壁はほぼ垂直に立ち上がる。堆積土は３層に
区分できる。全層がブロックを含むため、人為堆積であると考えられる。遺物は出土していない。遺
構の時期は、ＳＫ05と類似することから弥生時代後期と考えられる。

ＳＫ 27（第 27・28 図・写真図版 24・25）
　ⅢＢ４ｄグリッドに位置する土坑である。ＳＫ23、カクランと重複し、本遺構が古い。推定される
平面形は略円形を呈する。規模は、開口部では長軸2.0 ｍ、短軸1.8 ｍ、深さは残存部で70㎝である。
底面では長軸1.6 ｍ、短軸1.3 ｍである。断面形はバケツ形と推定される。西に傾斜する底面から、壁
は外傾して立ち上がる。堆積土は３層に区分できる。全層がブロックを含むため、人為堆積であると
考えられる。遺物は出土していない。遺構の時期は、重複関係から縄文時代後期の可能性が高い。

ＳＫ 30（第 29 図・写真図版 26）
　ⅡＢ 20 ａグリッドに位置する土坑である。検出はⅣ層上面で行った。平面形は略円形を呈し、規
模は、開口部では長軸1.2 ｍ、短軸1.1 ｍ、深さは60㎝である。底面では径80㎝である。断面形はバケ
ツ形を呈し、ほぼ平坦な底面から壁はほぼ垂直に立ち上がる。堆積土は３層に区分できる。２層と３
層にブロックを含むため、人為堆積であると考えられる。遺物は出土していない。遺構の時期は、規
模や形状から弥生時代後期の可能性が高い。
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SK25   
１ 2.5Y5/3 黄褐色シルト 黄色（2.5Y7/8）シルトブロック（径２～３㎝）を10％、黄灰色（2.5Y4/1）シルトブロック（径３～４㎝）を10％含む。
２ 2.5Y6/6 明黄褐色シルト 黄色（2.5Y7/8）シルトブロック（径３㎝）を10％、黄灰色（2.5Y4/1）シルトブロック（径３～４㎝）を５％含む。
３ 10YR8/8 黄橙色シルト 黄灰色(2.5Y4/1)シルトブロック(径１㎝)を１％含む
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SK27   
１ 10YR6/4 にぶい黄橙色シルト 層全体にもや状ににぶい黄橙色(10YR7/4)シルトブロック(径10～20㎝)を、風化花崗岩細礫(径１㎝)10％を含む。
２ 10YR5/8 黄褐色シルト 下層に風化花崗岩細礫を多く含む淡黄色（2.5Y8/2)シルトが厚さ10㎝程堆積。10YR7/3不定形のにぶい黄橙色(10YR6/4)
　シルトブロック(径５～10㎝)を10％、風化花崗岩細礫(径１～２㎝)５％を含む。
３ 10YR5/6 黄褐色シルト 層右側に風化花崗岩砂礫をわずかに含む。
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SK27

SK23

Ａ 10YR3/1 黒褐色シルト にぶい黄橙色（10YR7/4）シルトブロック（径１～２㎝）を１％含む。
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Ⅴ　平成28年度の調査
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Ａ Ａ'

X=‑46699
Y= 93999

SK30   
１ 10YR4/4 褐色シルト 
　炭化物２％、角礫（径10～15㎝）を数個含む。
２ 10YR5/6 黄褐色シルト 
　灰白色（10YR8/2）細砂ブロック（径0.5～1㎝）を３％、
　炭化物を１％含む。
３ 10YR6/6 明黄褐色シルト 
　灰白色（10YR8/2）細砂～粗砂ブロック（径２～５㎝）を
　10％含む。
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SK31   
１ 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト
　層左側に風化花崗岩細礫、
　層右側に炭化物を多く含む。
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SK32   
１ 10YR8/2 灰白色細礫 径１㎝の風化花崗岩を５％含む。
２ 10YR5/3 にぶい黄褐色細礫 風化花崗岩粒（径0.5㎝）を５％含む。
３ 10YR8/4 浅黄橙色細礫 にぶい黄橙色（10YR7/3）細砂ブロック（径１㎝）を10％含む。
４ 7.5YR5/6 明褐色細礫 風化花崗岩を帯状（厚さ１～２㎝）に30％含む。
５ 10YR8/2 灰白色細礫 にぶい黄橙色（10YR7/3）シルトを帯状（厚さ１㎝）に10％含む。
６ 10YR5/4 にぶい黄褐色細礫混じりシルト 風化花崗岩ブロック（径１～２㎝）を20％含む。
７ 10YR8/3 浅黄橙色細礫 にぶい黄橙色（10YR6/3）シルトを帯状（厚さ0.5㎝）を５％含む。
８ 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト 風化花崗岩（径0.5㎝以下）を３％含む。
９ 10YR5/3 にぶい黄褐色細礫混じりシルト 風化花崗岩ブロック（径１㎝）を１％含む。
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SK35

Ａ Ａ'

SK41

焼土２

SK35   
１ 10YR6/4 にぶい黄橙色シルト 
　灰白色（10YR6/4）シルトブロック（径１～２㎝）
　を10％含む。
２ 10YR8/2 灰白色細砂混じりシルト 
　にぶい黄橙色（10YR6/4）シルトブロック（径1～２㎝）
　を10％含む。
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SK36   
１ 10YR6/8 明黄褐色細礫混じりシルト 
　炭化物１％、灰白色（10YR8/2）細砂ブロック（径１～２㎝）を３％含む。
２ 10YR8/3 浅黄橙色細礫混じりシルト
　 にぶい黄橙色（10YR7/4）シルトブロック（径２～３㎝）を10％含む。
３ 10YR8/2 灰白色細砂
　 明黄褐色（10YR6/6）シルトブロック（径１～２㎝）を５％含む。
４ 10YR5/6 黄褐色シルト
　 灰白色（10YR8/2）細砂ブロック（径１～３㎝）を10％含む。
SK37   
１ 7.5YR5/6 明褐色シルト 炭化物を１％含む。

SK36

SK37

1:500 2m

Ａ 10YR3/1 黒褐色シルト にぶい黄橙色（10YR7/4）
　シルトブロック（径１～２㎝）を１％含む。

SK37
SK36

２　縄文時代～弥生時代の遺構・遺物
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ＳＫ 31（第 29 図・写真図版 26）
　ⅡＢ 20 ａグリッドに位置する土坑である。検出はⅤ層上面で行った。平面形は瓢箪形を呈し、規
模は、開口部では長軸76㎝、短軸41㎝、深さは45㎝である。底面では長軸60㎝、短軸23㎝である。断
面形はバケツ形を呈し、東に傾斜する底面から壁はほぼ垂直に立ち上がる。堆積土は単層で、一度に
堆積しているため、人為堆積であると考えられる。遺物は石棒１点、土器の小片が 31.6 ｇ出土して
いる。遺構の時期は、出土遺物から縄文時代後期と考えられる。

ＳＫ 32（第 29 図・写真図版 26）
　ⅡＢ 19 ａグリッドに位置するフラスコ状土坑である。Ⅴ層上面で検出した。ＳＫ38 と重複し、本
遺構が新しい。平面形は円形を呈し、規模は、開口部では径1.8 ｍ、深さは２ｍである。底面では長
軸1.6 ｍ、短軸1.5 ｍである。断面形はフラスコ形を呈し、ほぼ平坦な底面から壁は緩やかに外湾しな
がら立ち上がる。堆積土は９層に区分できる。ブロックを含む層があるため、人為堆積であると考え
られる。遺物は、縄文時代後期初頭の深鉢の土器片 1 点、弥生時代後期とみられる浅鉢が１点、磨石
１点、土器の小片が71.2 ｇ出土している。遺構の時期は、遺物から弥生時代後期の可能性がある。

ＳＫ 35（第 29 図・写真図版 26）
　ⅡＢ 20 ｂグリッドに位置する土坑である。ＳＫ41、焼土２と重複し、本遺構はＳＫ41 より新しく、
焼土２より古い。平面形は略円形を呈し、規模は、開口部では長軸1.3 ｍ、短軸1.1 ｍ、深さは73㎝で
ある。底面では長軸1.2 ｍ、短軸80㎝である。断面形はバケツ形を呈し、北に傾斜する底面から、北
壁はほぼ垂直、南壁は外傾して立ち上がる。堆積土は２層に区分できる。 全層がブロックを含むた
め、人為堆積であると考えられる。遺物は、磨石が１点出土している。遺構の時期は、重複関係から
弥生時代後期と考えられる。

ＳＫ 36（第 29 図・写真図版 27）
　ⅡＢ 20 ａグリッドに位置する土坑である。検出はⅤ層上面で行った。ＳＫ37、ＳＫ42 と重複し、
ＳＫ37 より古く、ＳＫ41 より新しい。平面形は略円形を呈し、規模は、開口部では長軸1.3 ｍ、短軸
1.1 ｍ、深さは78㎝である。底面では長軸１ｍ、短軸80㎝である。断面形はバケツ形を呈し、中心に
向かい傾斜している底面から壁はほぼ垂直に立ち上がる。堆積土は４層に区分できる。１層上面に礫
が集中する所がある。全層がブロックを含むため、人為堆積であると考えられる。遺物は、弥生後期
のミニチュア土器片 1 点、磨石 1 点、土器の小片が343.1ｇ出土している。遺構の時期は、遺物から
弥生時代後期と考えられる。

ＳＫ 37（第 29 図・写真図版 27）
　Ⅱｂ 20 ａグリッドに位置する土坑である。検出はⅤ層上面で行った。ＳＫ32、ＳＫ36、Pit27 と重
複し、ＳＫ36、Pit27 より新しく、ＳＫ32 より古い。平面形は略円形を呈し、規模は、開口部では長
軸67㎝、短軸51㎝、深さは17㎝である。底面では長軸58㎝、短軸37㎝である。断面形はバケツ形を呈
し、中央がわずかに盛り上がる底面から壁はほぼ垂直に立ち上がる。堆積土は単層でブロックを含ま
ず、自然堆積であると考えられる。遺物は、土器の小片が8.6ｇ出土している。遺構の時期は、重複
関係から弥生時代後期と考えられる。

Ⅴ　平成28年度の調査
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１ 10YR4/2 灰黄褐色シルト
 上、中層に風化花崗岩細礫を多く含む。
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SK42   
１ 10YR4/3 にぶい黄褐色 マサ細礫、炭化物含む。
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SK40   
１ 10YR5/6 黄褐色シルト 褐色(10YR4/6)ブロック(径５～10㎝)を20％含む。　
２ 10YR4/4 褐色シルト 明褐色(7.5YR5/6)ブロック(径10～15㎝)を20％、
　左側上層に10YR3/2黒褐色シルトをもや状に含む。
３ 10YR4/6 褐色シルト 明褐色(10YR5/6)ブロックを上層に含む
４ 10YR4/6 褐色シルト ３層よりしまっている。明褐色(10YR5/6)ブロック
　（径10㎝)をわずかに含む。
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SK43   
１ 10YR2/2 黒褐色シルト 黄褐色(10YR5/6)ブロック(径１～５㎝)と炭化物をわずかに含む。
２ 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト 層右側に黄褐色(10YR5/6)ブロック(径１、２㎝)を多く含む。
３ 10YR3/2 黒褐色シルト 層左側に黄褐色(10YR5/6)ブロック(径２～５㎝)を多く含む。
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１ 7.5YR6/4 にぶい橙色シルト ２層との層界は漸移層。[SI06焼土]
２ 10YR5/6 黄褐色シルト 土器片を含む。
３ 10YR3/3 暗褐色シルト 炭化材を中層に含む。
４ 10YR4/4 褐色シルト 風化花崗岩粗砂土器片を含む。
５ 10YR3/1 黒褐色シルト 中層に炭化材を多く、２、３層界に土器破片を多く含む。
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２　縄文時代～弥生時代の遺構・遺物
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ＳＫ 38（第 30 図・写真図版 27）
　ⅡＢ 19 ａグリッドに位置する土坑である。ＳＫ32 と重複し、本遺構が古い。推定される平面形は、
円形を呈し、規模は、開口部では径57㎝、深さは40㎝である。底面では径41㎝である。断面形はバケ
ツ形を呈し、西に傾斜する底面から壁は外傾して立ち上がる。堆積土は単層で、ブロックを含まず自
然堆積であると考えられる。遺物は出土していない。遺構の時期は、重複関係から縄文時代後期と考
えられる。

ＳＫ 40（第 30 図・写真図版 27）
　ⅢＡ２ｔグリッドに位置する土坑である。検出はⅣ層上面で行った。調査区外に伸びており、部分
的な記録のため平面形は不明である。断面図での規模は、開口部 1 ｍ、深さ84㎝、底面63㎝である。
断面形はバケツ形を呈し、ほぼ平坦な底面から、南壁は内湾し抉れて、北壁は外湾して立ち上がる。
堆積土は４層に区分できる。全層がブロックを含むため、人為堆積であると考えられる。遺物は出土
していない。遺構の時期は、周辺の遺構から弥生時代後期の可能性が高い。

ＳＫ 42（第 30 図・写真図版 27）
　ⅡＢ 20 ａグリッドに位置する土坑である。検出はⅤ層上面で行った。ＳＫ36 と重複し、本遺構が
古い。平面形は略円形を呈し、規模は、開口部では長軸65㎝、短軸50㎝、深さは58㎝である。底面で
は長軸40㎝、短軸30㎝である。断面形はバケツ形を呈し、西に傾斜する底面から壁はほぼ垂直に立ち
上がる。堆積土は単層で厚く、人為堆積であると考えられる。遺物は出土していない。遺構の時期は、
重複関係から縄文時代後期と考えられる。

ＳＫ 43（第 30 図・写真図版 28）
　ⅢＢ４ａグリッドに位置する土坑である。検出はＳＩ03の床面で行った。平面形は楕円形を呈し、
規模は開口部では長軸1.7 ｍ、短軸1.2 ｍ、深さは46㎝、底面では長軸1.4 ｍ、短軸1.1 ｍである。断面
形はバケツ形を呈し、ほぼ平坦な底面から壁はほぼ垂直に立ち上がる。堆積土は３層に区分できる。
全層がブロックを含むため、人為堆積であると考えられる。遺物は、土器の小片が7.6 ｇ出土している。
遺構の時期は、重複関係から縄文時代後期と考えられる。

ＳＫ 44（第 30 図）
　ⅢＢ１ａグリッドに位置するフラスコ状土坑である。検出はＳＩ06 の床面で行った。平面形は円
形を呈する。規模は、開口部では径１ｍ、深さ37㎝、底面では長軸1.1 ｍ、短軸1.0 ｍである。断面形
はフラスコ形を呈し、底面はほぼ平坦で、壁は内傾しながら立ち上がる。堆積土は５層に区分できる。
１層はＳＩ06 の焼土で２層の一部が被熱したものである。２～４層にかけて土器片を含むため廃棄
土坑として利用され、人為的に堆積したと考えられる。遺物は、縄文時代後期初頭とみられる深鉢の
土器片が１点、磨石１点、土器の小片が2.6㎏出土している。遺構の時期は、遺物から縄文時代後期
と考えられる。

ＳＫ 02（第 31 図・写真図版 28）
　ⅢＢ６ｄグリッドに位置する陥し穴状遺構である。検出はⅣ層上面で行った。平面形は楕円形を呈
し、規模は、開口部では長軸1.5 ｍ、短軸60㎝、深さは83㎝である。底面では長軸1.3 ｍ、短軸30㎝で

Ⅴ　平成28年度の調査
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SK02

29.2m

１

２ ３

７

５

６

４

Ａ Ａ'

X=‑46725

Y= 94013

Ａ'Ａ

SK02   
１ 10YR4/6 褐色シルト 炭化物をわずかに含む。
２ 10YR5/6 黄褐色シルト 白色粒（風化花崗岩粒）
　をわずかに含む。１層よりしまりが弱い。
３ 10YR5/8 黄褐色シルト ２層よりしまりが弱い。
４ 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト 一番しまりが弱い。
　炭化物をわずかに含む。
５ 10YR4/4 褐色シルト 炭化物をわずかに含む。
６ 10YR5/4 にぶい黄褐色(10YR5/6)シルトブロック
　(径５㎝)を含む。
７ 10YR5/3 にぶい黄褐色(10YR5/6)シルトブロック
　(径２～３㎝)をわずかに含む。
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SK11   
１ 10YR3/2 黒褐色シルト 炭化物、白色粒含む。
２ 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト 炭化物含む。
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SK06   
１ 10YR7/4 にぶい黄褐色シルト
　浅黄橙色（10YR8/4）シルトブロック（径１～２㎝）
　を３％含む。
２ 10YR7/6 明黄褐色シルト
　 炭化物、風化花崗岩粒をそれぞれ１％含む。
３ 10YR6/6 明黄褐色シルト
　浅黄橙色（10YR8/4）シルトブロック（径１㎝）を
　３％含む。
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SK09   
１ 10YR4/4 褐色シルト 
　10YR3/2黒褐色ブロック(径２～５㎝)をわずかに含む。
２ 10YR3/2 暗褐色シルト
　10YR4/3にぶい黄褐色ブロック(径10㎝)を５％含む。
３ 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト
　10YR4/4褐色ブロック(径１～５㎝)を５％含む。
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１ 10YR3/3 暗褐色シルト
　10YR4/4褐色ブロック(径２～10㎝)を30％含む。
２ 10YR4/4 黄褐色シルト 
　黄褐色(10YR5/6)ブロック(径５～10㎝)を20％、
　風化花崗岩細礫をわずかに含む。
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１ 10YR5/8 黄褐色シルト 
　褐灰色（10YR4/1）シルトブロック
 （径１～２㎝）を３％含む。
２ 10YR7/3 にぶい黄橙色シルト 
　浅黄橙色（10YR8/3）シルトブロック
 （径１㎝以下）を１％含む。

２　縄文時代～弥生時代の遺構・遺物
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ある。断面形はバケツ形で、ほぼ平坦な底面から壁が外傾して立ち上がる。堆積土は７層に区分でき
る。１層から４層まではブロックを含まず、５層～７層にはブロックが含まれているため、下層は人
為堆積のものと考えられる。底面には副穴を３個伴っている。深さは遺構底面から30㎝、底面はほぼ
点である。７層と同質土が堆積する。遺物は出土していない。遺構の時期は、ＳＫ11 と同時期の縄
文時代後期と考えられる。

ＳＫ 06（第 31 図・写真図版 28）
　ⅢＢ４ｅグリッドに位置する陥し穴状遺構である。検出はⅣ層上面で行った。平面形は溝形を呈
し、規模は、開口部では長軸3.3 ｍ、短軸43㎝、深さは69㎝である。底面では長軸3.1 ｍ、短軸11㎝で
ある。断面形はＶ字形を呈し、ほぼ平坦な底面から壁は外傾して立ち上がる。堆積土は４層に区分で
きる。１層と３層はブロックを含むため、人為堆積、２層はⅣ層上層の土に似ているため、埋め戻す
際の崩れた壁の土と考えられる。長軸方向両端の底面には副穴を伴っており、深さは遺構底面から
20㎝程で、３層と同質土が堆積する。遺物は出土していない。遺構の時期は、ＳＫ11と同時期の縄文
時代後期と考えられる。

ＳＫ 09（第 31 図・写真図版 29・31）
　ⅢＢ６ｄグリッドに位置する陥し穴状遺構である。検出はⅣ層上面で行った。平面形は溝形を呈
し、規模は、開口部では長軸1.8 ｍ、短軸45㎝、深さは83㎝である。底面では長軸1.4 ｍ、短軸26㎝で
ある。断面形は漏斗形を呈し、ほぼ平坦な底面から壁は中程までほぼ垂直に立ち上がり外傾する。堆
積土は３層に区分できる。全層がブロックを含むため、人為堆積であると考えられる。遺物は出土し
ていない。遺構の時期は、ＳＫ11 と同時期の縄文時代後期と考えられる。

ＳＫ 10（第 31 図・写真図版 29・31）
　ⅢＢ２ｄグリッドに位置する陥し穴状遺構である。検出はⅣ層上面で行った。平面形は楕円形を呈
し、規模は、開口部では長軸1.3 ｍ、短軸50㎝、深さは35㎝である。底面では長軸1.1 ｍ、短軸25㎝で
ある。断面形は椀型で、ほぼ平坦な底面から壁はわずかに垂直に立ち上がり、開口部までわずかに外
傾する。堆積土は根カクランを除き、２層に区分できる。全層がブロックを含むため、人為堆積であ
ると考えられる。遺物は出土していない。遺構の時期は、ＳＫ11と同時期の縄文時代後期と考えられる。

ＳＫ 11（第 31 図・写真図版 29・31）
　ⅢＢ４ｃグリッドに位置する陥し穴状遺構である。検出はⅣ層上面で行った。ＳＫ05 と重複し、
本遺構が古い。平面形は溝形を呈し、規模は、開口部では長軸2.4 ｍ、短軸40㎝、深さは1.1 ｍである。
底面では長軸1.9 ｍ、短軸11㎝である。断面形は漏斗形で、ほぼ平坦な底面から壁はほぼ垂直に立ち
上がり外傾する。堆積土は２層に区分できる。全層に含まれる炭化物もわずかで、ブロックも見られ
ないため、自然堆積であると考えられる。遺物は出土していない。遺構の時期は、重複関係から縄文
時代後期と考えられる。

ＳＫ 12（第 31 図・写真図版 29・31）
　ⅢＢ５ｄグリッドに位置する陥し穴状遺構である。検出はⅣ層上面で行った。平面形は溝形を呈
し、規模は、開口部では長軸２ｍ、短軸41㎝、深さは37㎝である。底面では長軸1.8 ｍ、短軸33㎝で

Ⅴ　平成28年度の調査
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ある。断面形はバケツ形で、ほぼ平坦
な底面から壁はほぼ垂直に立ち上が
る。堆積土は２層に区分できる。全層
ブロックを含むため、人為堆積である
と考えられる。副穴を１個伴っており、
深さは遺構底面から17㎝で、２層と同
質土が堆積する。遺物は出土していな
い。遺構の時期は、ＳＫ11と同時期の
縄文時代後期と考えられる。
ＳＫ 19（第 32 図・写真図版 30・31）
　ⅢＢ６ｃグリッドに位置する陥し穴
状遺構である。検出はⅣ層上面で行っ
た。平面形は溝形を呈し、規模は、開
口部では長軸1.5 ｍ、短軸20㎝、深さ
は40㎝である。底面では長軸1.4 ｍ、
短軸10㎝である。断面形はバケツ形を
呈し、ほぼ平坦な底面から壁は垂直に
立ち上がる。堆積土は２層に区分でき
る。２層にブロックを含むため、人為
堆積であると考えられる。副穴を４個
伴い、３個は長軸に沿い、１個は壁際
に掘り込まれている。深さは、遺構底
面から、長軸上両端の穴が西側６㎝、
東側40㎝、中央と壁際の穴は10㎝であ
る。２層と同質土が堆積する。遺物は
出土していない。遺構の時期は、ＳＫ
11 と同時期の縄文時代後期と考えら
れる。

ＳＫ 20（第 32 図・写真図版 30・31）
　ⅢＢ６ｄグリッドに位置する陥し穴
状遺構である。検出はⅣ層上面で行っ
た。調査区外に伸びており、一部を掘
り残している。推定される平面形は楕
円形を呈し、規模は、開口部では長軸
1.7 ｍ、短軸60㎝、深さは50㎝である。
底面では長軸1.3 ｍ、短軸40㎝である。
断面形はＵ字形を呈し、北に傾斜する
底面から壁は外傾して立ち上がる。堆
積土は２層に区分できる。埋没原因は、
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１ 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト 
　白色粒30％含む。
２ 10YR5/6 黄褐色シルト 
　炭化物わずか、白色粒10％を含む。
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１ 10YR5/6 黄褐色シルト
　白色粒をわずかに含む。
２ 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト 
　黄褐色(10YR5/6)ブロック(径２～３㎝)を10％含む。
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１ 10YR2/1 黒色シルト 
　暗褐色(10YR3/4)ブロック(径５～10㎝)を10％含む。
２ 10YR3/2 黒褐色シルト 
　輪郭が不明瞭な黄褐色(10YR5/6)ブロック(径５～10㎝)
　を含む。
３ 10YR4/2 灰黄褐色シルト 
　10YR5/4 にぶい黄褐色との混合土。
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１ 10YR7/4 にぶい黄橙色シルト 
褐灰色(10YR6/1)ブロック(径10～15㎝)を50％含む。
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同時期の遺構に人為堆積が多い為同原因と考えられる。遺物は出土していない。遺構の時期は、ＳＫ
11 と同時期の縄文時代後期と考えられる。

ＳＫ 39（第 32 図・写真図版 30・31）
　ⅢＢ５ａグリッドに位置する陥し穴状遺構である。検出はⅣ層上面で行った。平面形は溝形を呈し、
規模は、開口部では長軸3.8 ｍ、短軸58㎝、深さは1.2 ｍである。底面では長軸 4 ｍ、短軸18㎝である。
断面形は漏斗形を呈し、ほぼ平坦な底面から壁は垂直に立ち上がり外傾する。堆積土は３層に区分で
きる。１層と２層にブロックが含まれるため、人為堆積であると考えられる。遺物は出土していない。
遺構の時期は、ＳＫ11と同時期の縄文時代後期と考えられる。

ＳＫ 41（第 32 図・写真図版 30・31）
　ⅡＢ 20 ａグリッドに位置する陥し穴状遺構である。検出はⅤ層上面で行った。ＳＫ35、Pit23 と
重複し、２つよりも本遺構が古い。平面形は溝形を呈し、規模は、開口部では長軸3.2 ｍ、短軸66㎝、
深さは52㎝である。底面では長軸３ｍ、短軸25㎝である。断面形はバケツ形を呈し、ほぼ平坦な底面
から壁は外傾して立ち上がる。堆積土は単層で厚くブロックを含むため、人為堆積であると考えられ
る。遺物は出土していない。遺構の時期は、ＳＫ11と同時期の縄文時代後期と考えられる。　（中島）

　（３）焼　土　遺　構

焼土１（第 33 図・写真図版 28）
　ⅢＢ１ａグリッドに位置する焼土遺構である。検出はⅣ層上面で行った。赤色変化範囲は、平面形
では楕円形を呈し、規模は、長軸57㎝、短軸40㎝、深さは６㎝である。断面形では浅皿形を呈する。
層界が漸移的であり、周囲のⅣ層と同内容物を含むため、現地性の焼土であると考えられる。サンプ
リング試料からは炭化したオニグルミの小片が検出されている。遺物は出土していない。遺構時期は、
周辺の遺構から縄文時代後期の可能性が高い。

焼土２（第 33 図・写真図版 28）
　ⅡＢ 20 ｂグリッドに位置する焼土遺構である。検出はⅣ層上面で行った。ＳＫ35 と重複し、ＳＫ
35の埋土が一部被熱したもので、本遺構が新しい。赤色変化範囲は、平面形では略円形を呈し、規模
は、長軸96㎝、短軸78㎝、深さは30㎝である。断面形では伏皿形を呈する。堆積土は A 層である。
遺物は、土器の小片が焼土内から7.6ｇ、A 層から32.5ｇが出土している。サンプリング試料からは
炭化したオニグルミとクリの小片が検出されている。遺構の時期は、重複関係から弥生時代後期と考
えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中島）

　（４）ピット（小穴）（第 33 ～ 35 図）

　本遺跡では、竪穴建物に付属しない単独のピットを31基検出している。分布は、多くがⅡＡ 20 ｔ
からⅡＢ 20 ｂグリッド内に集中し、少数が調査区南東と北東に点在する。検出は、Pit01 ～ 03、13、
17、18、20、26、29～31 がⅣ層上面、残りのピットをⅤ層上面で行った。平面形は略円形を呈し、
規模は、開口部では長軸30㎝～72㎝、短軸21㎝～50㎝、深さは14㎝～ 83㎝、底面では長軸10㎝～ 54
㎝、短軸９㎝～41㎝である。断面形は、ほぼバケツ形を呈し、ほぼ平坦な底面から壁は垂直か外傾し
て立ち上がる。堆積土は Pit27、31が２層に区分でき、残りは単層である。暗褐色～にぶい黄褐色の

Ⅴ　平成28年度の調査
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１ 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト 黄褐色(10YR5/6)ブロック(径１～５㎝)を
 10％含む。
Pit04   
１ 10YR5/6 黄褐色細礫混じりシルト 風化花崗岩土ブロック（径１㎝）を
 １％含む。
Pit05   
１ 10YR4/4 褐色細礫混じりシルト 炭化物１％を含む。
Pit06   
１ 10YR6/6 明黄褐色細礫混じりシルト 風化花崗岩ブロック（径１㎝）を
 ３％含む。
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２ 10YR5/1 褐灰色シルト 灰白色（10YR8/1）細砂ブロック（径１～２㎝）を３％含む。
Pit08   
１ 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト 灰白色（10YR8/2）細砂ブロック（径0.5～１㎝）を
 10％含む。
Pit09   
１ 10YR4/4 褐色シルト 中位ににぶい黄橙色(10YR7/6)ブロック（径１～２㎝)をわずか、
 全体に風化花崗岩細礫(径0.5～１㎝)を10％、炭化物をわずかに含む。
Pit10   
１ 10YR6/4 にぶい黄橙色シルト 褐色(10YR4/6)ブロック(径２～５㎝)、風化花崗岩
 細礫(径0.5～１㎝)を10％含む。
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２　縄文時代～弥生時代の遺構・遺物

第33図　焼土・ピット１
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Ⅴ　平成28年度の調査

第34図　ピット２
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Pit11   
１ 10YR4/6 褐色シルト 下層に風化花崗岩細礫ブロック（径１～２㎝)を10％含む。
Pit12   
１ 10YR4/6 褐色シルト 上中位に風化花崗岩細礫を多く、全体に炭化物を含む。
Pit13

Pit17 
１ 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト にぶい黄橙色(10YR6/4)ブロック(径１～２㎝)を10％含む。

１ 10YR4/4 褐色シルト にぶい黄橙色(10YR6/4)ブロック(径１～２㎝)を10％含む。
Pit14・15   
１ 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト 風化花崗岩灰白色（10YR8/2）細砂ブロック（径0.5㎝）を３％含む。
Pit16   
１ 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト 風化花崗岩灰白色（10YR8/2）細砂ブロック（径0.5㎝）を３％含む。
Pit18   
１ 10YR3/4 暗褐色シルト にぶい黄橙色(10YR6/4)ブロック(径１～２㎝)を10％含む。
Pit19   
１ 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト 灰白色（10YR8/2）細砂～粗砂ブロック（径0.5～２㎝）を５％含む。
Pit20   
１ 10YR4/3 にぶい黄褐色風化花崗岩粗砂シルト 炭化物を含む。
Pit21   
１ 10YR4/6 褐色風化花崗岩粗砂混じりシルト 
Pit22   
１ 10YR4/4 褐色シルト 暗褐色(10YR3/4)シルトが、薄層（厚さ１～５㎜)として含まれる。
Pit23   
１ 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト にぶい黄橙色(10YR7/2)ブロック(径２～５㎝)を上層に含む。
Pit24   
１ 10YR5/6 黄褐色シルト 風化花崗岩細礫（径0.5～１㎝)、炭化物含む。下層に向かって
 にぶい黄橙色(10YR6/4)に漸移する。
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シルトが堆積し、ブロックを含むものが多いため、人為堆積であると考えられる。遺物は、Pit07 か
ら縄文時代後期初頭の深鉢の土器片が１点、Pit29から奈良時代土師器の坏の土器片１点、弥生時代
後期の壺とみられる土器片が１点、出土している。土器の小片はピット全体で163.6 ｇ出土している。
遺構の時期は、Pit07 の出土遺物から縄文時代後期と考えられ、調査区北西隅に集中する Pit04 ～25、
27、28 も同時期の可能性がある。Pit29は、出土遺物から弥生時代後期と考えられ、斜面上に点在す
る Pit01 ～ 03、26、30、31 も同時期の可能性がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中島）

　（５）出土遺物（第 36 ～ 38 図）

　今回の調査では、各遺構やⅠ層からⅣ層上部から遺物が出土している。そのうち器種、時代が判別
可能な、縄文土器26点（遺物番号１～26）、弥生土器９点（遺物番号27～35）、土師器１点（遺物番
号67）、石器・石製品８点（遺物番号36～42）を図化・写真掲載している。遺跡全体での遺物は、各
総量で土器16603.51ｇ、石器11773.59ｇ、石製品971.06ｇが出土している。
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Pit25   
１ 10YR5/6 黄褐色シルト 風化花崗岩細礫(径0.5～１㎝)を30％とそのブロック(径２～５㎝)を10％含む。
Pit26   
１ 10YR6/6 明黄褐色シルト 灰白色（10YR8/2）細砂ブロック（径0.5㎝）を１％含む。
Pit27   
１ 7.5YR7/6 橙色シルト 灰白色風化花崗岩（10YR8/2）細砂ブロック（径１～２㎝）を５％含む。
Pit28   
１ 10YR5/6 黄褐色シルト 風化花崗岩細礫(径0.5～１㎝)を10％含む。
Pit29
１ 10YR3/3 暗褐色シルト 10YR2/1黒色、10YR5/6黄褐色、にぶい黄橙色（10YR6/4）ブロックを含む。
２ 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト にぶい黄褐色（10YR5/4）ブロック、炭化物を含む。
Pit30   
１ 10YR3/4 暗褐色シルト 明黄褐色（10YR6/6）ブロックを含む。
Pit31   
１ 10YR3/3 暗褐色シルト 黄褐色（10YR5/6）ブロックを含む。
２ 10YR4/4 褐色シルト 
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２　縄文時代～弥生時代の遺構・遺物

第35図　ピット３
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縄文土器

　総抽出点数29点のうち26点を図化している。８点（１～８）は、遺構内埋土中から、他は基本土
層中から出土している。殆どが地紋のみ、もしくは破片で、型式は不明である。時期は縄文時代中期
末～後期初頭のものが２点（３・14）、他は後期初頭と考えられる。
　１はＳＫ03から出土した、深鉢の口縁部である。口縁端部は平坦に調整され、外面は口唇部にナ
デ、沈線を１条挟み、胴部にかけて RL 縦の地紋が施されている。切り合いから地紋、ナデ、沈線の
順に施されたと考えられる。内面はナデとオサエが見られる。２はＳＫ03から出土した、深鉢の胴部
である。外面は、LR 縦の地紋のみで、内面にはナデが施されている。３はＳＫ03から出土した深鉢
の胴部から底部付近である。外面には沈線が縦に２本施され間にはナデが施されているため、区画の
ための沈線と考えられる。内面にはナデが施されている。４はＳＫ32埋土上層の集石付近から出土し
た深鉢の胴部である。外面は、LR 縦の地紋上に沈線が４条施され、１・２条間、３・４条間が磨消
されている。５はＳＫ36から出土した深鉢形のミニチュア土器底部である。外面は無紋で底部側面に
器形調整のオサエが見られ、底面には製作時に敷かれていたと考えられる細い棒状の痕跡がある。内
面はナデが施され、底面には炭化物が付着している。６はＳＫ44から出土した深鉢の底部である。外
面は RL 横の地紋が施され、底部側面はナデが施されている。内面はナデ、オサエが見られ炭化物が
付着している。７はＳＫ44から出土した深鉢の口縁部から胴部である。口縁端部は外面からと水平方
向にナデを施し平坦にしている。外面は RLR 縦の地紋が施されている。８は Pit ７から出土した深
鉢の口縁部である。口縁端部は内傾し面を作らない。貼付隆帯が２条巡り、胴部側の条に刻みがある。
外面の残りが悪く、地紋の有無は不明である。内面にはナデが施されている。９はⅡ B20a グリッド
のⅢ～Ⅳ層から出土した、深鉢の底部である。外面は底部側面に RL 縦の地紋が施され、底面には網
代痕がある。内面にはナデが施されている。10はⅡＢ20ａグリッドのⅢ～Ⅳ層から出土した深鉢の
胴部と思われる土器である。外面には沈線によって区画され、磨消縄文が施されている。内面にはナ
デが施されている。11はⅡＢ20ａグリッドのⅢ～Ⅳ層から出土した、深鉢の口縁である。口縁は舌
状か波状を呈しナデが施され、有刻貼付隆帯と貼付で紋様帯を構成していると思われる。紋様帯の胴
部よりに LR 横の地紋が残っていることから、胴部には地紋が施されていたと考えられる。内面には
ナデが施されている。12はⅡＢ20ａグリッドのⅢ～Ⅳ層から出土した深鉢の口縁から底部付近である。
口縁は、波状口縁と考えられる。外面は LR 縦横の地紋が継ぎ接ぎのように施されている。内面には
ナデとオサエが確認できる。13はⅡＢ20ｂグリッドのⅢ～Ⅳ層から出土した、深鉢の胴部と考えら
れる土器片である。外面は RR 横の地紋、内面はナデが施されている。時期は後期初頭と考えられる。
14はⅡＢ20ｂグリッドのⅢ～Ⅳ層から出土した深鉢の胴部である。外面は沈線によって区画され RL
横が地紋の磨消縄文、内面はナデが施されている。15はⅢ A １ｔ～ 3 ｔにかかるトレンチ内のⅢ～
Ⅳ層から出土した深鉢の頸部である。外面は頸部屈曲点に有刻貼付隆帯が１条巡り、胴部側に LR 縦
と思われる地紋が施されている。内面はナデが施されている。16はⅢ A １ｔ～ 4 ｔにかかるトレン
チ内のⅢ～Ⅳ層から出土した深鉢の頸部である。外面は有刻貼付隆帯が１条確認でき、地紋の有無は
不明である。内面は光沢がありミガキを施されていると考えられる。17 はⅢ A １ｔ～ 5 ｔにかかる
トレンチ内のⅢ～Ⅳ層から出土した深鉢の底部である。外面は摩耗しているが部分的に RL 縦の地紋
と底部側面のナデが確認できる。底面には網代痕が確認できる。内面はナデとオサエが見られる。18
はⅢ B １ｃ～ｄ、２ｄにかかるトレンチ内のⅢ～Ⅳ層から出土した深鉢の口縁部である。口縁端部
は外傾している。外面は貼付隆帯が２条施され、器面にはナデが施されている。内面にもナデが確認
できる。19はⅢＢ20ａグリッドのⅢ～Ⅳ層から出土した深鉢の口縁部である。口縁端部は平坦である。

Ⅴ　平成28年度の調査
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２　縄文時代～弥生時代の遺構・遺物

第36図　出土遺物１（土器）
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Ⅴ　平成28年度の調査

第37図　出土遺物２（土器）
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外面は刺突が１個と沈線が１条あり、地紋が RL 縦の磨消縄文を施している。内面は殆どが剥離して
おり残存部にはナデが確認できる。20はⅢＢ20ａグリッドのⅢ～Ⅳ層から出土した深鉢の底部である。
外面は底部側面にオサエがあり、底面に網代痕が確認できる。地紋の有無は不明である。内面はナデ
が施されている。21はⅢＢ20ａグリッドのⅢ～Ⅳ層から出土した深鉢の口縁部から胴部である。口
縁部は粘土紐を貼り付けて肥厚させ、内面の接着部分には粘土の境とオサエ、ナデが見られる。口縁
端部は内傾している。外面は地紋が口縁部で LR 横に、胴部では LR 縦に施されている。内面はナデ
が施されている。22はⅢＢ20ａグリッドのⅢ～Ⅳ層から出土した深鉢の胴部から底部である。外面
は結節を持つ RL 縦の地紋が施され、底面に木葉痕が確認できる。内面はナデとオサエが確認できる。
23はⅢＢ20ａグリッドのⅢ～Ⅳ層から出土した深鉢の底部である。外面は地紋の有無は不明で、底
部側面にオサエがあり、底面に網代痕が確認できる。内面はナデが施され、底面にオサエがある。24
はⅢＢ20ａグリッドのⅢ～Ⅳ層から出土した深鉢の底面である。外面は網代痕が内面にはナデが確認
できる。25はⅢ B ２ａグリッドのⅢ層から出土した深鉢の底部である。外面は底部側面に部分的に
ナデが確認できる。底面には木葉痕が確認できる。内面にはナデと、底面に器壁調整の際についたと
思われる爪痕が確認できる。26はⅢ B ４ａグリッドのⅢ層から出土した深鉢の口縁部である。外面
は LR 縦の地紋が施され、刺突の可能性がある窪みが見られる。内面はナデが見られる。

弥生土器

　総抽出点数９点（27 ～ 35）で、遺構内からの出土は７点（27 ～ 33）ある。時期はすべて弥生時代
後期と考えられる。
　27はＳＩ03から出土した甕の頸部である。外面は沈線が３条あり、胴側の２条間に交互刺突紋が
施されている。内面はナデが施されている。28はＳＩ03から出土した壺形ミニチュア土器の胴部か
ら底部である。外面は沈線が確認でき、横に連続した菱形紋を施したと考えられる。底部付近には
LR 縦の地紋が部分的に見られる。内面はオサエと爪痕が見られる。29はＳＫ03から出土した甕の頸
部と思われるものである。外面は沈線が３条あり、胴側の２条間に交互刺突紋が施されている。内面
にはナデが確認できる。30はＳＫ23から出土した浅鉢である。外面は口縁近くにある沈線１条に交互
刺突紋の上側１列が重なっており、胴部には沈線による山形紋が施されている。部分的に付加縄文と
思われるものも確認できる。内面はナデが施されている。31はＳＫ29から出土した甕と思われる破片
である。外面は沈線が２条あり、間に交互刺突紋が施されている。内面はナデと考えられる。32はＳ
Ｋ32から出土した、浅鉢である。外面はナデ、内面はミガキが施されている。残りが良く全体の６割
が残っている。33は Pit29 から出土した甕の頸部である。外面は貼付隆帯交互刺突紋が１条施されて
いる。内面はナデと考えられる。34はⅢ B ２a グリッドのⅢ層から出土した甕の頸部である。外面は
口縁側に沈線が２条あり、間に交互刺突紋、沈線より胴部側に RL 横の地紋が施されている。35はⅢ
B ４ｂ～ 6 ｂにかかるトレンチ内のⅢ層から出土した甕と思われる口縁である。外面は、沈線が３条
あり、交互刺突紋が、１・２条間、３条以下に施されている。LR 縦の地紋と同じ原体で、口縁端部
に圧痕がある。内面はナデが施されている。

石器・石製品

　総抽出点数は石器・石製品８点である。本報告では敲石も磨石類として掲載する。石器では石鏃全
２点（36、37）、磨製石斧全１点（38）、磨石４点（39 ～ 42）、石製品からは石棒１点（43）を掲載し
ている。なお、石鏃・石斧の形式・各部名称は鈴木（1981）を参照した。

２　縄文時代～弥生時代の遺構・遺物
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Ⅴ　平成28年度の調査

第38図　出土遺物３（石器）

36

37

38

40

41

42

36・37 38～43

39

43

0 10㎝1：30 5㎝2：3



－ 78 －

　36は試掘トレンチ内から出土した石鏃である。長さ2.5㎝、幅1.5㎝、厚さ0.5㎝で茎部が欠損した平
基有茎鏃で、石材は頁岩である。残存する茎部と抉れにアスファルトが付着している。37はＳＫ01
から出土した石鏃である。長さ3.9㎝、幅1.8㎝、厚さ0.4㎝の凸基有茎族で、石材は頁岩である。茎部
根元と抉れにアスファルトが付着している。38はⅢ A １ｔグリッド内の層位不明で出土した。長さ
８㎝、幅4.3㎝、厚さ２㎝の定角式磨製石斧で、石材は蛇紋岩である。全体に研磨の際の擦痕があり、
刃部には使用痕が残っている。基端の欠損に対し加工した剥離面が見られる。39はＳＫ03から出土し
た磨石である。石材は細粒花崗閃緑岩で、形状は欠損しているが三角柱形を呈していると思われる。
磨面は３面、うち２面に使用による敲打痕が見られる。40はＳＫ35から出土した磨石である。石材
は花崗閃緑岩で、形状は六角柱形である。磨面は３面あり、三角柱形の長辺の角を磨面として使用し
たため、六角柱形になったと考えられる。41はＳＫ44から出土した磨石である。石材はデイサイトで
形状は扁平長楕円形である。３面に敲打痕が見られる。42はⅢＢ４ｃグリッドで表採した磨石である。
石材はホルンフェルスで、形状は扁平楕円形である。２面に使用による敲打痕が明確に見られる。43
はⅡＢ 20 ｂグリッドで出土した石棒である。石材はデイサイトで、欠損はあるが円柱形と考えられ
る。加工面には整形の際の敲打痕が残っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中島）
参考文献
鈴木道之助　1981　『図録石器の基礎知識Ⅲ　縄文』pp.41 ～ 49、pp.76 ～ 79　柏書房株式会社

　３　近・現代の遺構と遺物

　（１）土坑墓（第 39 図）

　調査区の南端部において、土坑墓を20基検出した。いずれも家畜を埋葬するためのものと考えられ
る。多くの土坑墓が馬を埋葬しており、このほか牛・犬を埋葬したものもみられる。また、重機によ
る表土掘削の際には、豚（またはイノシシ）と考えられる下顎骨も出土した（写真図版 45－Ｋ 07）。
全身の骨格がほぼ揃った状態で出土するものが多く、解体されたような痕跡は認められなかった。ど
こか一部の部位が欠けているものもあるが、それは土坑墓がこの場所に集中してつくられたため、新
しい土坑墓によって古い土坑墓が壊されたことによるものと考えられる。また、多くの馬が蹄鉄や頭
絡を装着したまま葬られたようであり、これらの一部と考えられる金属製品や革製品も出土した。
　土坑墓が営まれた時期は、土坑墓５より大正～昭和初期のビール瓶・サイダー瓶が出土しているこ
と、および土坑墓11より昭和42年に製造された肥料の袋が出土していることから、20世紀初頭から中
葉にかけてのおよそ半世紀の間と考えられる。なお、これに遺構の新旧関係を参照させると、土坑墓
３・４・８・９・13は大正～昭和初期かそれ以前、土坑墓６はそれ以降につくられたものと考えられる。
　馬が多く埋葬されていることは、岩手県史・宮古市史に記されているように、津軽石地域に馬が多
く飼育されていたことを反映しているものであろう。また、津軽石地域には馬頭観音も多く、駒形神
社もあるなど、その信仰に関わるものも多くみられる。今回の調査で検出した遺構・遺物は、輓馬や
農耕馬として馬を利用していた当時の様相を窺い知る貴重な資料である。
　以下、各土坑墓の詳細を記す。

土坑墓１（第 40 図）
（位置・検出・重複関係）調査区南端部に位置している。調査区外におよぶ土坑墓であり、北西部の
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第39図　土坑墓群全体図
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みを検出した。Ⅲ層上面で検出した。土坑墓２を切っており、この遺構より新しい。土坑墓３とも重
複するが、その新旧関係は不明である。

（形状・規模）形状は円形を呈し、規模は開口部で長軸（93）㎝、短軸（33）㎝、深さ20㎝である（現
存値）。

（断面形・底面）断面形は浅皿形を呈し、底面はⅣ層まで掘り込んでつくられ、底面は平坦である。
（堆積土）暗褐色極細砂混じりシルトが堆積する。人為的に埋め戻されたものと考える。
（出土遺物）首輪と思われる鉄製品および革製品が出土した。
（特記事項）犬を埋葬した土坑墓である。頭蓋（写真図版 45 －Ｋ 01・04）はほぼ完存、胴骨・肢骨
は一部のみ残っている。

土坑墓２（第 40・41 図・写真図版 32）
（位置・検出・重複関係）調査区南端部に位置している。調査区外におよぶ土坑墓であり、北西部の
みを検出した。Ⅲ層上面で検出した。土坑墓１に切られており、この遺構より古い。

（形状・規模）形状は円形を呈し、規模は開口部で長軸（94）㎝、短軸（67）㎝、深さ 68㎝である（現
存値）。

（断面形・底面）断面形はＵ字形を呈し、底面はⅣ層まで掘り込んでつくられ、底面は平坦である。
（堆積土）上位（１層）は黄褐色極細砂混じりシルト、中位（２層）はにぶい黄褐色極細砂混じりシ
ルトと明黄褐色シルトの混合層、下位（３層）はにぶい黄橙色極細砂混じりシルト。人為的に埋め戻
されたものと考える。

（出土遺物）蹄鉄（第 46 図－50）、頭絡の一部と思われる鉄製品および革製品、何らか馬具の飾りと
思われる繊維製品が出土した。

（特記事項）馬を埋葬した土坑墓である。頭蓋（写真図版 45 －Ｋ 02・05）はほぼ完存、胴骨も残りは
良い。肢骨は一部だけが残っている。犬歯が認められたので牡馬と考える。

土坑墓３（第 41 図・写真図版 32）
（位置・検出・重複関係）調査区南端部に位置している。Ⅲ層で検出した。土坑墓４に切られており、
この遺構より古い。

（形状・規模）形状はやや歪な楕円形を呈し、規模は開口部で長軸155㎝、短軸108㎝、深さ24㎝である。
（断面形・底面）断面形は浅皿形を呈し、底面はⅣ層まで掘り込んでつくられ、底面は平坦である。
（堆積土）上位（１層）はにぶい黄褐色極細砂混じりシルトと明黄褐色シルトの混合層、中位（２層）
は褐色極細砂混じりシルト、下位（３層）はにぶい黄褐色極細砂混じりシルトと明黄褐色シルトの混
合層。人為的に埋め戻されたものと考える。

（出土遺物）頭絡の一部と思われる鉄製品（鎖）が出土した。
（特記事項）馬を埋葬した土坑墓である。ほぼ全身の骨が残っている。犬歯が認められたので牡馬と
考える。

土坑墓４（第 41 図・写真図版 32）
（位置・検出・重複関係）調査区南端部に位置している。Ⅲ層で検出した。土坑墓５に切られており、
この遺構より古く、土坑墓３を切っており、この遺構より新しい。土坑墓７とも重複するが、その新
旧関係は不明である。

Ⅴ　平成28年度の調査
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（形状・規模）形状は楕円形を呈し、規模は開口部で長軸 189㎝、短軸 147㎝、深さ 42㎝である。
（断面形・底面）断面形は浅皿形を呈し、底面はⅣ層まで掘り込んでつくられ、底面は平坦である。
（堆積土）上位（１・２層）は明黄褐色シルトブロック土を含むにぶい黄褐色極細砂混じりシルト、
中位（３・４層）は明黄褐色シルトおよび褐色極細砂混じりシルト、下位（５・６層）は明黄褐色シ
ルトブロック土を含むにぶい黄褐色極細砂混じりシルト。人為的に埋め戻されたものと考える。

（出土遺物）蹄鉄（第 46 図－ 51）、頭絡の一部と思われる鉄製品および革製品が出土した。
（特記事項）馬を埋葬した土坑墓である。肢骨の一部を欠くが、ほぼ全身の骨が残っている。犬歯が
認められたので牡馬と考える。

土坑墓５（第 40・41 図・写真図版 32）
（位置・検出・重複関係）調査区南端部に位置している。Ⅲ層で検出した。土坑墓６に切られており、
この遺構より古く、土坑墓４・８を切っており、これらの遺構より新しい。

（形状・規模）形状はやや歪な楕円形を呈し、規模は開口部で長軸240㎝、短軸174㎝、深さ34㎝である。
（断面形・底面）断面形は浅皿形を呈し、底面はⅣ層まで掘り込んでつくられ、底面は平坦である。
（堆積土）上位（１層）は明黄褐色シルトブロック土を含むにぶい黄褐色極細砂混じりシルト、中位（２・
３層）は明黄褐色シルトブロック土を含むにぶい黄褐色極細砂混じりシルト、下位（４～７層）は明
黄褐色シルトブロック土を含むにぶい黄褐色～黄褐色極細砂混じりシルト。人為的に埋め戻されたも
のと考える。

（出土遺物）ガラス瓶（第 45 図－ 47 ～ 49）、頭絡の一部と思われる鉄製品（第 51 図－ 63・64）が出
土した。ガラス瓶には、サイダー瓶・ビール瓶が認められ、馬の埋葬の際に、供養の品として置かれ
たものと考えられる。

（特記事項）馬を埋葬した土坑墓である。頭蓋・胴骨は残るが、肢骨の大部分は出土しなかった。出
土しなかった部位の多くは埋土の残りが比較的少ない場所に本来存在したと想定でき、重機による表
土除去の際に取り上げてしまった可能性がある。また、肩甲骨や頸椎が複数個体分出土しており、複
数体埋葬されていた可能性も考えられる。出土したサイダー瓶・ビール瓶からおよそ大正～昭和初期
にかけて掘られたものと考えられる。

土坑墓６（第 40・41 図・写真図版 32）
（位置・検出・重複関係）調査区南端部に位置している。Ⅲ層で検出した。土坑墓５・８を切っており、
これらの遺構より新しい。

（形状・規模）輪郭を認識できるまでに掘り下げた段階では埋土の残りが僅かであり、本来の形状を
正確に把握することはできなかったが、残存する形状からは隅丸長方形を呈していたと推定される。
残存する規模は開口部で長軸170㎝、短軸（65）㎝、深さ18㎝である。

（断面形・底面）断面形は浅皿形を呈し、底面はⅣ層まで掘り込んでつくられ、底面は平坦である。
（堆積土）褐色極細砂混じりシルトが堆積する。人為的に埋め戻されたものと考える。
（出土遺物）石器（剝片）が出土した。
（特記事項）馬および犬を埋葬した土坑墓である。馬については、頭蓋・胴骨は残るが、肢骨の大部
分は出土しなかった。犬については、頭蓋のみが出土した。どちらも出土しなかった部位の多くは埋
土の残りが比較的少ない場所に本来存在したと想定でき、重機による表土除去の際に取り上げてしま
った可能性がある。

３　近・現代の遺構と遺物
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Ⅴ　平成28年度の調査

第41図　土坑墓（２）
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土坑墓７（第 42 図）
（位置・検出・重複関係）調査区南端部に位置している。Ⅲ層で検出した。土坑墓４と重複するが、
その新旧関係は不明である。

（形状・規模）形状はやや歪な方形を呈し、規模は開口部で長軸98㎝、短軸76㎝、深さ８㎝である。
（断面形・底面）断面形は浅皿形を呈し、底面はⅣ層まで掘り込んでつくられ、底面は平坦である。
（堆積土）明黄褐色シルトブロック土を含むにぶい黄褐色極細砂混じりシルトが堆積する。人為的に
埋め戻されたものと考える。

（出土遺物）なし。
（特記事項）動物骨は出土しなかった。輪郭を認識できるまでに掘り下げた段階では埋土の残りが僅
かであり、本来存在していたであろう動物骨は、重機による表土除去の際に取り上げてしまった可能
性がある。

土坑墓８（第 40・42 図・写真図版 32）
（位置・検出・重複関係）調査区南端部に位置している。Ⅲ層で検出した。土坑墓５・６に切られており、
これらの遺構より古く、土坑墓９・13 を切っており、これらの遺構より新しい。

（形状・規模）形状は隅丸長方形を呈し、規模は開口部で長軸（115）㎝、短軸110㎝、深さ35㎝である。
（断面形・底面）断面形はＵ字形を呈し、底面はⅣ層まで掘り込んでつくられ、底面は平坦である。
（堆積土）上位（１層）はにぶい黄橙色細砂～細礫混じりシルト、下位（２・３層）はにぶい黄褐色
細砂～細礫混じりシルトおよび明黄褐色シルト。人為的に埋め戻されたものと考える。

（出土遺物）蹄鉄（第 46 図－ 52）、頭絡の一部と思われる鉄製品（第 51 図－ 65・66）が出土した。
（特記事項）馬を埋葬した土坑墓である。肢骨の一部を欠くが、ほぼ全身の骨が残っている。犬歯が
認められたので牡馬と考える。出土骨および蹄鉄が他と比べ小型であり、仔馬の可能性がある。

土坑墓９（第 42 図）
（位置・検出・重複関係）調査区南端部に位置している。Ⅲ層で検出した。土坑墓８・11に切られており、
これらの遺構より古い。

（形状・規模）輪郭を認識できるまでに掘り下げた段階では埋土の残りが僅かであり、本来の形状を
正確に把握することはできなかったが、残存する形状からは楕円形を呈し、残存する規模は開口部で
長軸（106）㎝、短軸（46）㎝、深さ14㎝である。

（断面形・底面）断面形は浅皿形を呈し、底面はⅣ層まで掘り込んでつくられ、底面は平坦である。
（堆積土）上位（１層）は明黄褐色シルトブロック土を含むにぶい黄褐色極細砂混じりシルト、中位（２
層）は暗褐色極細砂混じりシルト、下位（３層）はにぶい黄褐色極細砂混じりシルトと明黄褐色シル
トの混合層。人為的に埋め戻されたものと考える。

（出土遺物）なし。
（特記事項）動物骨は出土しなかった。輪郭を認識できるまでに掘り下げた段階では埋土の残りが僅
かであり、本来存在していたであろう動物骨は、重機による表土除去の際に取り上げてしまった可能
性がある。

土坑墓 10（第 42 図・写真図版 32）
（位置・検出・重複関係）調査区南端部に位置している。調査区外におよぶ土坑墓であり、北側のみ

３　近・現代の遺構と遺物
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Ⅴ　平成28年度の調査

第42図　土坑墓（３）
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を検出した。Ⅲ層で検出した。土坑墓11と重複するが、その新旧関係は不明である。
（形状・規模）形状は円形を呈し、規模は開口部で長軸（116）㎝、短軸（67）㎝、深さ61㎝である（現
存値）。

（断面形・底面）断面形はＵ字形を呈し、底面はⅣ層まで掘り込んでつくられ、底面は平坦である。
（堆積土）明黄褐色シルトブロック土を含むにぶい黄褐色極細砂混じりシルトが堆積する。上位の方
が下位に比べ明黄褐色シルトブロック土が顕著である。人為的に埋め戻されたものと考える。

（出土遺物）なし。
（特記事項）牛を埋葬した土坑墓である。頭蓋（写真図版45－Ｋ03・06）および胴骨は良く残っているが、
肢骨は一部しか残っていない。馬の骨も出土しているが、頭蓋・肢骨の一部だけであり、当土坑に埋
葬したものではなく、この土坑をつくる際に掘り返された古い土坑墓に伴うものである可能性が考え
られる。

土坑墓 11（第 42 図・写真図版 32）
（位置・検出・重複関係）調査区南端部に位置している。調査区外におよぶ土坑墓であり、北側のみ
を検出した。Ⅲ層で検出した。土坑墓９を切っており、この遺構より新しい。土坑墓10 とも重複す
るが、その新旧関係は不明である。

（形状・規模）形状は円形を呈し、規模は開口部で長軸 173㎝、短軸（66）㎝、深さ50㎝である（現
存値）。

（断面形・底面）断面形はＵ字形を呈し、底面はⅣ層まで掘り込んでつくられ、底面は平坦である。
（堆積土）明黄褐色シルトブロック土を含むにぶい黄褐色極細砂混じりシルトが堆積する。人為的に
埋め戻されたものと考える。

（出土遺物）石器（磨石）、石製品（石棒？）、蹄鉄（第 47 図－ 53）、頭絡、肥料袋が出土した。
（特記事項）馬を埋葬した土坑墓である。肢骨の一部を欠くが、ほぼ全身の骨が残っている。犬歯が
認められたので牡馬と考える。頭絡を装着した状態で埋葬されていた。出土した肥料袋には昭和 42
年製造と記されており、極めて新しいものと考えられる。

土坑墓 12（第 43 図・写真図版 32・33）
（位置・検出・重複関係）調査区南端部に位置している。Ⅲ層で検出した。土坑墓15に切られており、
この遺構より古く、土坑墓13を切っており、この遺構より新しい。

（形状・規模）形状はやや歪な長方形を呈し、規模は開口部で長軸246㎝、短軸168㎝、深さ73㎝である。
（断面形・底面）断面形は段差のあるＵ字形を呈し、底面はⅣ層まで掘り込んでつくられ、底面は平
坦である。

（堆積土）上位（１～３層）はにぶい黄褐色～にぶい黄橙色極細砂混じりシルトおよび、にぶい黄橙
色シルトブロック土を含む暗褐色極細砂混じりシルト、下位（４～６層）は明黄褐色シルトブロック
土を含む暗褐色極細砂混じりシルトおよび、黒褐色～褐色極細砂混じりシルト。人為的に埋め戻され
たものと考える。

（出土遺物）上位からは縄文～弥生時代の土器、蹄鉄（第 48 図－ 54）が出土し、下位からも蹄鉄（第
48 図－ 55・56）が出土した。

（特記事項）馬を埋葬した土坑墓である。上位から出土したものと、下位から出土したものの２体が
認められる。２体ともほぼ全身の骨が残っている。このほか、下位からは牛の骨が出土したが、下顎

３　近・現代の遺構と遺物
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Ⅴ　平成28年度の調査

第43図　土坑墓（４）
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骨のみであった。また、ほぼ全身の骨が残る２体の馬以外の馬の骨も出土したが、おそらくはこの土
坑をつくる際に掘り返された古い土坑墓に伴うものと考える。２体分の馬が残り良く出土し、蹄鉄も
それに対応するように２体分が出土した。さらに平・断面図を検討すると、底面には段差が認められ、
それに対応するように上位・下位と地層が分けられることから、当土坑は新旧２つの土坑が重なって
いるものである可能性が推定される。

土坑墓 13（第 43 図・写真図版 33）
（位置・検出・重複関係）調査区南端部に位置している。Ⅲ層で検出した。土坑墓８・12・14 に切ら
れており、これらの遺構より古い。

（形状・規模）形状は隅丸長方形を呈し、規模は開口部で長軸196㎝、短軸152㎝、深さ71㎝である。
（断面形・底面）断面形はＵ字形を呈し、底面はⅣ層まで掘り込んでつくられ、底面は平坦である。
（堆積土）上位（１～３層）はにぶい黄色～明黄褐色シルト混じり細砂～細礫および黄褐色シルトブ
ロック土を含む黒褐色シルト、中位（４・５層）はにぶい黄褐色極細砂混じりシルトと明黄褐色シル
ト混じり細砂～細礫の混合層、下位（６層）は暗褐色極細砂混じりシルト。人為的に埋め戻されたも
のと考える。

（出土遺物）蹄鉄（第 49 図－ 57・58）が出土した。
（特記事項）馬を埋葬した土坑墓である。ほぼ全身の骨が残っている（写真図版 47 ～ 49）。犬歯が認
められたので牡馬と考える。

土坑墓 14（第 43 図・写真図版 33）
（位置・検出・重複関係）調査区南端部に位置している。Ⅲ層で検出した。土坑墓13を切っており、
この遺構より新しい。

（形状・規模）形状は隅丸長方形を呈し、規模は開口部で長軸110㎝、短軸（55）㎝、深さ31㎝である。
（断面形・底面）断面形はＵ字形を呈し、底面はⅣ層まで掘り込んでつくられ、底面は平坦である。
（堆積土）上位はにぶい黄褐色極細砂混じりシルト、下位は褐色極細砂混じりシルトおよび黄褐色シ
ルト。人為的に埋め戻されたものと考える。

（出土遺物）なし。
（特記事項）牛を埋葬した土坑墓か。中手骨か中足骨と考えられる骨と指骨だけが出土した。規模が
比較的小さく、骨の出土部位も限られることから、この土坑自体は埋葬を目的としたものではなく、
他の埋葬のために掘った土坑から出土したものを埋め直したものである可能性がある。

土坑墓 15（第 43 図・写真図版 33）
（位置・検出・重複関係）調査区南端部に位置している。Ⅲ層で検出した。土坑墓12を切っており、
この遺構より新しい。土坑墓16と重複するが、その新旧関係は不明である。

（形状・規模）輪郭を認識できるまでに掘り下げた段階では埋土の残りが僅かであり、本来の形状を
正確に把握することはできなかったが、残存する形状からは隅丸長方形を呈していたと推定される。
残存する規模は開口部で長軸（204）㎝、短軸（43）㎝、深さ39㎝である。

（断面形・底面）断面形はＵ字形を呈し、底面はⅣ層まで掘り込んでつくられ、底面は平坦である。
（堆積土）上位は黄褐色極細砂混じりシルト、下位は灰黄色極細砂混じりシルト。人為的に埋め戻さ
れたものと考える。

３　近・現代の遺構と遺物
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（出土遺物）蹄鉄（第 49 図－ 59）が出土した。
（特記事項）馬を埋葬した土坑墓。他の土坑墓から出土した馬の骨と比較して、標準的な大きさのも
のと、小型のもの２体が出土した。標準的な大きさの馬は、ほぼ全身の骨が残っている。犬歯が認め
られたので牡馬と考える。一方、小型の馬については、肢骨の一部だけが出土した。出土しなかった
部位の多くは埋土の残りが比較的少ない場所に本来存在したもので、重機による表土除去の際に取り
上げてしまった可能性がある。

土坑墓 16（第 44 図・写真図版 33）
（位置・検出・重複関係）調査区南端部に位置している。Ⅲ層で検出した。土坑墓17を切っており、
この遺構より新しい。土坑墓15と重複するが、その新旧関係は不明である。

（形状・規模）形状は円形を呈し、規模は開口部で長軸79㎝、短軸（58）㎝、深さ46㎝である（現存
値）。

（断面形・底面）断面形はＵ字形を呈し、底面はⅣ層まで掘り込んでつくられ、底面は平坦である。
（堆積土）浅黄色極細砂混じりシルトが堆積する。人為的に埋め戻されたものと考える。
（出土遺物）なし。
（特記事項）牛を埋葬した土坑墓。一部、胴骨らしきものもみられたが、頭蓋はなく、ほぼ肢骨のみ
が出土した（写真図版 46 －Ｋ 08 ～ 19）。輪郭を認識できるまでに掘り下げた段階では埋土の残りが
僅かであり、本来存在していたであろう動物骨は、重機による表土除去の際に取り上げてしまった可
能性がある。

土坑墓 17（第 44 図・写真図版 33）
（位置・検出・重複関係）調査区南端部に位置している。Ⅲ層で検出した。土坑墓16に切られており、
この遺構より古い。

（形状・規模）形状は円形を呈し、規模は開口部で長軸68㎝、短軸（43）㎝、深さ34㎝である（現存
値）。

（断面形・底面）断面形はＵ字形を呈し、底面はⅣ層まで掘り込んでつくられ、底面は平坦である。
（堆積土）にぶい黄褐色極細砂混じりシルトが堆積する。人為的に埋め戻されたものと考える。
（出土遺物）なし。
（特記事項）馬を埋葬した土坑墓か。頭蓋と胴骨・肢骨の一部だけが出土した。規模が比較的小さく、
骨の出土部位も限られることから、この土坑自体は埋葬を目的としたものではなく、他の埋葬のため
に掘った土坑から出土したものを埋め直したものである可能性がある。

土坑墓 18（第 44 図・写真図版 33）
（位置・検出・重複関係）調査区南端部に位置している。Ⅲ層で検出した。土坑墓 19 を切っており、
この遺構より新しい。

（形状・規模）形状はやや歪な楕円形を呈し、規模は開口部で長軸131㎝、短軸（35）㎝、深さ53㎝で
ある（現存値）。

（断面形・底面）断面形は浅皿形を呈し、底面はⅣ層まで掘り込んでつくられ、底面は平坦である。
（堆積土）上位はにぶい黄橙色細砂～細礫混じりシルト、下位はにぶい黄褐色極細砂混じりシルト。
人為的に埋め戻されたものと考える。

Ⅴ　平成28年度の調査
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３　近・現代の遺構と遺物

第44図　土坑墓（５）
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（出土遺物）なし。
（特記事項）歯と肢骨と思われる骨の小片が出土した。骨の出土量が極めて少なく、埋葬された動物
の種類は判断できなかったが、つくられた規模から墓の可能性が考えられる。

土坑墓 19（第 44 図・写真図版 33）
（位置・検出・重複関係）調査区南端部に位置している。調査区外におよぶ土坑墓であり、北側のみ
を検出した。Ⅲ層で検出した。土坑墓 18・20 に切られており、これらの遺構より古い。

（形状・規模）隣接する土坑墓による削平を受けているため、その正確な形状は分からない。残存す
る規模は開口部で長軸（103）㎝、短軸（75）㎝、深さ84㎝である（現存値）。

（断面形・底面）断面形はＵ字形を呈し、底面はⅣ層まで掘り込んでつくられ、底面は平坦である。
（堆積土）上位は浅黄色シルト混じり細砂～細礫、中位はにぶい黄褐色極細砂混じりシルト、下位は
明黄褐色極細砂混じりシルト。人為的に埋め戻されたものと考える。

（出土遺物）なし。
（特記事項）歯と骨小片が出土した。その形から判断すると歯は馬のものと推定される。骨の出土量
は極めて少ないが、つくられた規模から墓の可能性が考えられる。

土坑墓 20（第 44 図・写真図版 33）
（位置・検出・重複関係）調査区南端部に位置している。調査区外におよぶ土坑墓であり、北側のみ
を検出した。Ⅲ層で検出した。土坑墓19を切っており、この遺構より新しい。

（形状・規模）形状は楕円形を呈し、規模は開口部で長軸 109㎝、短軸（33）㎝、深さ45㎝である（現
存値）。

（断面形・底面）断面形は浅皿形を呈し、底面はⅣ層まで掘り込んでつくられ、底面は平坦である。
（堆積土）褐色極細砂混じりシルトが堆積する。人為的に埋め戻されたものと考える。
（出土遺物）なし。
（特記事項）馬を埋葬した土坑墓か。頭蓋および胴骨の一部のみの出土であるが、出土していない部
位については、調査区外に存在していると思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（河本）

　（２）出　土　遺　物

陶磁器（第 45 図・写真図版 39）
　近・現代に属する磁器が３点出土した。44～46は、いずれも重機による表土掘削の際に出土したも
のである。いずれも碗で20世紀初頭から中葉にかけてのものと思われる。
ガラス製品（第 45 図・写真図版 39）
　ガラス製品は８点出土した。全て酒瓶や清涼飲料の瓶であり、土坑墓およびその周辺でまとまって
出土したことから、おそらくは馬を供養する際に供えられたものと考える。図化したものは３点であ
る。47 ～ 49 は土坑墓５より出土。47は緑色のサイダー瓶。平底の瓶で栓は王冠栓。肩部に「花月花
月花〈商標〉」、腰部に「東京石川日進舎」の陽刻文字がある。底面には「Ｋ」の文字がある。48・49
は茶褐色のビール瓶。48 は平底の瓶で栓は王冠栓。肩部に「TRADE◉ MARK〈商標〉」、腰部に

「DAINIPPON BREWERY Co.,Ltd」の陽刻文字がある。大日本ビールで王冠栓を採用したのは明治
40年（1907）であるというので、この瓶はそれ以降の製造になる。底面には「９」の文字がある。49
は上底（キック）の瓶で栓は王冠栓。瓶の表面は波打っており、滑らかではない。腰部には「登録

Ⅴ　平成28年度の調査
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３　近・現代の遺構と遺物

第45図　出土遺物４（陶磁器・ガラス製品）

4544
46

474948

48 腰部

49腰部

48肩部

47腰部

47肩部

0 15㎝1:3
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◉商標　大日本麥酒株式会社醸造」の陽刻文字がある。底面には「Ｔ」の文字がある。

鉄製品（第 46 ～ 51 図・写真図版 40 ～ 44）
　蹄鉄が36点、頭絡の一部と考えられる金具が14点出土した。いずれも土坑墓およびその周辺で出土
した。蹄鉄各部の名称や分類については、丹治（1973）に拠った。
　50は土坑墓２より出土。尋常蹄鉄。長さ11.4㎝、幅12.5㎝、厚さ4.0㎜。前蹄左側か。斜面・上湾は
ない。鉄唇がわずかに残る。上面・下面の溝および釘穴は銹のため不明である。
　51は土坑墓４より出土。尋常蹄鉄。長さ12.0㎝、幅13.1㎝、厚さ4.5㎜。前蹄右側か。斜面なし。や
や上湾がみられる。鉄唇がわずかに残る。下面に溝がみられる。釘は６（７？）本確認でき、断面正
方形で一辺 3.0㎜である。下面には繊維状の物体が銹とともに付着しており、藁を重ね履きしていた
可能性がある。
　52は土坑墓８より出土。尋常蹄鉄。長さ9.8㎝、幅9.0㎝、厚さ4.0㎜。後蹄右側か。斜面なし。わず
かに上湾がある。鉄唇あり。下面に溝がみられる。釘は３本確認でき、いずれも断面正方形で一辺 3.0
㎜である。
　53は土坑墓11より出土。氷上蹄鉄。長さ14.5㎝、幅18.3㎝、厚さ 9.0㎜。前蹄左側か。斜面・上湾なし。
除雪面らしき傾斜がみられる。鉄唇あり。下面に溝がみられる。釘は９（10 ？）本確認でき、断面
長方形で長辺 5.0㎜、短辺 4.0㎜。下面には繊維状の物体が銹とともに付着しており、藁を重ね履きし
ていた可能性がある。鉄臍は４つ。秋鉄形。上面の鉄臍のある位置に穴がみられることから、移動式
のものとみられる。
　54 は土坑墓12 上位より出土。変蹄鉄。長さ12.2㎝、幅14.3㎝、厚さ5.0㎜。前蹄左側。斜面なし。上湾
する。鉄唇残る。下面に溝がみられる。釘は５（６？）本確認でき、いずれも断面正方形で一辺 3.0
～ 4.0㎜である。両鉄尾端を短く下方に折り返している。
　55 は土坑墓12下位より出土。尋常蹄鉄。長さ10.0㎝、幅11.3㎝、厚さ5.0㎜。前蹄左側か。斜面・上湾
なし。鉄唇わずかに残る。下面に溝がみられる。釘は６（８？）本確認でき、いずれも断面正方形で
一辺 3.0㎜である。下面には繊維状の物体が銹とともに付着しており、藁を重ね履きしていた可能性
がある。
　56は土坑墓12下位より出土。尋常蹄鉄。長さ11.1㎝、幅10.5㎝、厚さ4.5㎜。後蹄左側か。斜面・上湾
なし。鉄唇あり。下面に溝がみられる。釘は４本確認でき、いずれも断面正方形で一辺 3.0㎜である。
下面には繊維状の物体が銹とともに付着しており、藁を重ね履きしていた可能性がある。
　57は土坑墓13より出土。尋常蹄鉄。長さ11.3㎝、幅11.1㎝、厚さ6.0㎜。前蹄左側か。斜面・上湾なし。
鉄唇あり。下面に溝がみられる。釘は５本確認でき、いずれも断面正方形で一辺 3.0 ～ 4.0㎜である。
　58は土坑墓13より出土。変蹄鉄。長さ11.7㎝、幅10.6㎝、厚さ4.5㎜。後蹄左側か。斜面なし。わず
かに上湾がある。鉄唇わずかに残る。下面に溝がみられる。下面右側を見ると、釘穴が５つあり、左
右で合計10個あるものと思われる。釘は６本確認でき、断面長方形で長辺 4.0㎜、短辺 3.0㎜。両鉄尾
端を短く下方に折り返している。下面鉄側部内側はやや丸みを帯びる。下面鉄頭部の２か所に鉄臍を
潰したような高まりがみられる。
　59は土坑墓15上位より出土。尋常蹄鉄。長さ11.1㎝、幅12.0㎝、厚さ 5.0㎜。前蹄左側か。斜面なし。
極めてわずかに上湾がある。鉄唇あり。下面に溝がみられる。釘は５本確認でき、断面は方形と長方
形のものがあり、方形のものは一辺 4.0㎜、長方形のものは長辺 4.0㎜、短辺 2.5㎜。
　60は表土より出土（機械掘削中）。氷上蹄鉄。長さ11.9㎝、幅10.6㎝、厚さ 5.0㎜。後蹄左側か。斜面・

Ⅴ　平成28年度の調査
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３　近・現代の遺構と遺物

第46図　出土遺物５（鉄製品）
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52

51
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第47図　出土遺物６（鉄製品）

53
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３　近・現代の遺構と遺物

第48図　出土遺物７（鉄製品）
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55
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第49図　出土遺物８（鉄製品）

57

59

58
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３　近・現代の遺構と遺物

第50図　出土遺物９（鉄製品）
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第51図　出土遺物10（鉄製品）

62

63

66

65

64
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上湾なし。除雪面は銹のためよく分からない。鉄唇あり。下面に溝がみられる。釘は５（６？）本確
認でき、断面正方形で一辺 3.5㎜。鉄臍は鉄頭部に２つ。秋鉄形。銹のため、鉄臍の付け方は不明である。
鉄尾端に鉄臍はないが、両鉄尾端を短く下方に折り返すことで、その役割を補完している。
　61は表土より出土（機械掘削中）。氷上蹄鉄か。長さ13.2㎝、幅15.7㎝、厚さ 8.0㎜。前蹄左側か。
斜面なし。上湾あり。左側下面鉄側部に除雪面らしき傾斜がある。鉄唇あり。下面に溝がみられる。
釘は７（８？）本確認でき、断面長方形で長辺 4.0㎜、短辺 3.0㎜。鉄臍は鉄尾部に２つ。秋鉄形か。
銹のため、鉄臍の付け方は不明である。鉄頭部に鉄臍はみられない。
　62は表土より出土（機械掘削中）。変蹄鉄。長さ14.1㎝、幅15.4㎝、厚さは鉄頭部で薄く、鉄尾部
で厚い、5.0 ～ 7.0㎜。前蹄右側か。斜面なし。上湾あり。鉄唇あり。下面に溝がみられる。釘は６本
確認でき、いずれも断面正方形で一辺 3.0㎜である。両鉄尾端を短く下方に折り返している。
　63は土坑墓５より出土。直径5.3㎝、太さ6.5㎜の鉄環。頭絡または轡の一部か。
　64は土坑墓５より出土。直径5.7㎝、太さ 6.0㎜の鉄環に、１つの大きさが長軸3.0㎝、短軸1.7㎝、太
さ 4.0㎜の隅丸長方形からなる鎖が連なる。頭絡または轡の一部か。
　65は土坑墓８より出土。頭絡または轡の一部か。
　66は土坑墓８より出土。直径5.7㎝、太さ 6.0㎜の鉄環に、１つの大きさが長軸2.8㎝、短軸1.7㎝、太
さ 4.0㎜の隅丸長方形からなる鎖が連なる。頭絡または轡の一部か。
革製品

　頭絡の一部と考えられる革製品が６点出土した。いずれも土坑墓から出土した。
動物遺存体（写真図版 45 ～ 49）
　動物骨がコンテナ 36 箱分、土坑墓およびその周辺から出土した。認められた骨の多くは馬であり、
このほか、牛・犬・豚（またはイノシシ）が少数認められた。なお、部位の同定にあたっては、加藤
1979、久保・松井1999、松井2006を参照した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（河本）

参考文献
加藤嘉太郎　1979　『第二次増訂改版 家畜比較解剖図説』上巻、養賢堂

久保和士・松井章　1999　「第 10 章 家畜＜その 2 －ウマ・ウシ＞」『考古学と動物学』考古学と自然科学 - ② ,pp.169 ～ 208.　　　

　　　　　　　　　同成社

丹治輝一　1973　「尋常蹄鉄および氷上蹄鉄にみる造鉄技術の諸特徴」『北海道開拓記念館研究年報』2,pp.53 ～ 76. 北海道開拓

　　　　　　　　　記念館

松井　章　2006　『動物考古学の手引き』2001-2005 年度 独立行政法人 文化財研究所 奈良文化財研究所 埋蔵文化財センター

　　　　　　　　　中期計画成果報告書 , 独立行政法人 文化財研究所 奈良文化財研究所 埋蔵文化財センター
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　４　自 然 科 学 分 析

　（１）放射性炭素年代測定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パリノ・サーヴェイ株式会社
はじめに
　根井沢穴田Ⅳ遺跡（岩手県宮古市津軽石第19地割ほかに所在）は、津軽石川にそそぐ根井沢によっ
て形成された河岸段丘の北岸（標高約23～29m）に位置し、縄文時代後期や弥生時代の集落。室町時
代前半（14～15世紀）から中世の製鉄炉・土坑・焼土遺構などが確認されている。これまでにも調
査区内から出土した鉄滓を対象に金属学的調査を実施している（Ⅳ－３－（３））。今回、遺構の構築年代
に関する情報を得るために放射性炭素年代測定を実施した。

１．試料
　今回年代測定を行う試料は、O-001（ＳＩ01 焼土サンプル①～⑥）と O-004（ＳＫ08　２層中 炭サ
ンプル）の炭化材２点である。

２．分析方法
　炭化物に付着する土壌を、できるだけ取り除く。塩酸（HCl）により炭酸塩等酸可溶成分を除去、
水酸化ナトリウム（NaOH）により腐植酸等アルカリ可溶成分を除去、HCl によりアルカリ処理時
に生成した炭酸塩等酸可溶成分を除去する（酸・アルカリ・酸処理 AAA:Acid Alkali Acid）。濃度
は HCl、NaOH 共に 1mol/L である。試料の燃焼、二酸化炭素の精製、グラファイト化（鉄を触媒と
し水素で還元する）は Elementar 社の vario ISOTOPE cube と Ionplus 社の Age ３を連結した自動
化装置を用いる。処理後のグラファイト・鉄粉混合試料を NEC 社製のハンドプレス機を用いて内径
1mm の孔にプレスし、測定試料とする。
　測定はタンデム加速器をベースとした ¹⁴C-AMS 専用装置（NEC 社製）を用いて、¹⁴C の計数、¹³C
濃度（¹³C/¹²C）、¹⁴C 濃度（¹⁴C/¹²C）を測定する。AMS 測定時に、米国国立標準局（NIST）から提
供される標準試料（HOX- Ⅱ）、国際原子力機関から提供される標準試料（IAEA-C ６等）、バックグ
ラウンド試料（IAEA-C1 等）の測定も行う。
　δ ¹³C は試料炭素の ¹³C 濃度（¹³C/¹²C）を測定し、基準試料からのずれを千分偏差（‰）で表し
たものである。放射性炭素の半減期は LIBBY の半減期 5568 年を使用する。また、測定年代は 1950
年を基点とした年代（BP）であり、誤差は標準偏差（One Sigma;68%）に相当する年代である。測
定年代の表示方法は、国際学会での勧告に従う（Stuiver & Polach,1977）。また、暦年較正用に一桁
目まで表した値も記す。
　暦年較正に用いるソフトウエアは、Calib7.1 を用いる。較正曲線は Intcal13（Reimer et al.,2013）
を用いる。

３．結果
　結果を表 1 に示す。分析試料は、定法での処理を行ない、年代測定行うのに十分な炭素を回収でき
た。同位体補正を考慮した年代値は、O-001 は 2060 ± 20BP、O-004 は 865 ± 30BP である。
　暦年較正とは、大気中の ¹⁴C 濃度が一定で半減期が 5568 年として算出された年代値に対し、過去

Ⅴ　平成28年度の調査
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４　自然科学分析

図1　暦年較正結果

表１　放射性炭素年代測定結果
登録No. 遺構 層位 内容 状態 形状 年輪数 樹皮 処理法 備考

焼土サンプル
①～⑥

炭化材
(クリ)

破片 2-3年 無
（AAA)

± ± ±
他にコナラ節破片2片、
不明1片

2層中 炭サンプル
炭化材
(クリ)

破片 15年 無
（AAA)

± ± ±

1)年代値の算出には、Libbyの半減期5568年を使用。

2)BP年代値は、1950年を基点として何年前であるかを示す。

3)付記した誤差は、測定誤差σ（測定値の68％が入る範囲）を年代値に換算した値。

4)AAAは、酸、アルカリ、酸処理を示す。

Code　No.暦年較正用年代値(BP)δ13C(‰)

表２　暦年較正結果

試料名 補正年代

相対比 中央値

2059±22 σ ｃａｌBC

867±30 σ ｃａｌＡＤ

6)中央値は、確率分布図の面積が二分される値を年代値に換算したもの。

1)計算には、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV7.1を使用

2)計算には表に示した丸める前の値を使用している。

3)1桁目を丸めるのが慣例だが、較正曲線やプログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように、1桁目を丸めていない。

2σ

2σ

暦年較正年代

年代値

4)統計的に真の値が入る確率はσは68%、2σは95%である

5)相対比は、σ、2σのそれぞれを1とした場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。

200 0 200 400 600 800 1000 1200

O-001

O-004

cal BC/AD

SK08
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の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の ¹⁴C 濃度の変動、及び半減期の違い（¹⁴C の半減期
5730 ± 40 年）を較正することによって、暦年代に近づける手法である。

　較正のもとになる直線は暦時代がわかっている遺物や年輪（年輪は細胞壁のみなので、形成当時
の ¹⁴C 年代を反映している）等を用いて作られており、最新のものは 2013 年に発表された Intcal13

（Reimer et al.,2013）である。なお、年代測定値に関しては、国際的な取り決めにより、測定誤差の
大きさによって値を丸めるのが普通であるが（Stuiver & Polach 1977）、将来的な較正曲線ならびに
ソフトウエアの更新に伴う比較、再計算がしやすいように、表には丸めない値（１年単位）を記し（表
２）、文章中では丸めた値を記す。
　２σの値は、O-001 は calBC165 ～ 1、O-004 は calAD1045 ～ 1250 である。

引用文献
Reimer PJ, Bard E, Bayliss A, Beck JW, Blackwell PG, Bronk Ramsey C, Buck CE, Cheng H, Edwards RL, Friedrich M, 

Grootes PM, Guilderson TP, Haflidason H, Hajdas I, Hatté C, Heaton TJ, Hoffmann DL, Hogg AG, Hughen KA, Kaiser KF, 

Kromer B, Manning SW, Niu M, Reimer RW, Richards DA, Scott EM, Southon JR, Staff RA, Turney CSM, van der Plicht J. 

,2013,IntCal13 and Marine13 radiocarbon age calibration curves 0–50,000 years cal BP. Radiocarbon ,55,1869–1887.

Stuiver M, & Polach AH,1977, Radiocarbon 1977 Discussion Reporting of 14C Data. Radiocarbon ,19, 355-363.
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　（２）根井沢穴田Ⅳ遺跡から出土した炭化種子

吉川純子 ( 古代の森研究舎 )

　根井沢穴田Ⅳ遺跡は宮古湾海岸線から約１km の宮古市津軽石に立地している。本遺跡の平成28年
度の調査では弥生時代後期の集落が確認され、竪穴住居跡及び土坑から若干の炭化物を得、少量の炭
化種子を検出した。そこで当時の植物利用状況を調査する目的でこれら炭化種子の分析をおこなった。
　分析に供した試料は６試料で、建物跡焼土が３試料、土坑が１試料、焼土が２試料である。6 試料
のうち５試料から同定可能な炭化種子が出土し、同定結果は表１に示した。同定可能な種実が確認さ
れた５試料全てでオニグルミを出土し、O-007 焼土２試料のみからクリを出土した。本遺跡の焼土か
らは高い確率でオニグルミが出土し、オニグルミとクリを利用していたと考えられる。ただし O-007
焼土２で出土したクリは高さ幅ともに 10mm 程度とかなり小さく未熟で利用されなかった種子が炭
化した可能性もある。また、出土した破片はオニグルミ、クリともにいずれもかなり小さく、破片全
てでも 1 個分には満たない。岩手県内における弥生時代の炭化種子検出例は少ないが、北上市の金附
遺跡（吉川ほか 2006）や盛岡市小屋野遺跡（吉川ほか 2012）などの弥生時代の堆積層からは利用さ
れたと考えられる炭化したオニグルミ、トチノキが検出されている。本遺跡でもオニグルミとクリが
検出されたことで岩手県内では縄文時代に引き続き弥生時代においてもこれら堅果類の利用傾向が高
かったと考えられる。
引用文献

４　自然科学分析

表１　根井沢穴田Ⅳ遺跡出土炭化種子

試料番号試料番号 O-001 O-002 O-005 O-006 O-007
遺構 SI01 SI03 SK35 焼土1 焼土2

分類群 出土部位／層位等 焼土①～⑥ 焼土①～③ 2層相当 サンプル①② サンプル①～③

オニグルミ 炭化内果皮小破片 15 3 66 12 60
クリ 炭化果皮小破片 - - - - 51

炭化子葉半分 - - - - 1
炭化子葉小破片 - - - - 1

図版１ 根井沢穴田Ⅳ遺跡出土炭化種子

1.オニグルミ、炭化内果皮破片(外面)　2.オニグルミ、炭化内果皮破片(内面)　3.クリ、炭化果皮破片(内面) 

4.クリ、炭化子葉半分(左：外面、右：内面)　　1：SK35、2-4：焼土2、スケールは1mm

吉川純子．2012．小屋野遺跡から出土した炭化種実．小屋野遺跡発掘調査報告書．岩手県盛岡広域振興局土木部簗川ダム建設　　
　　　　　　　　　　事務所・（公財）岩手県文化振興事業団．176 － 177．
吉川昌信・吉川純子．2006．金附遺跡における縄文時代晩期から弥生時代の植物化石群．金附遺跡発掘調査報告書　第１分冊　
　　　　　　　　　　本文、遺構・分析・考察編．岩手県北上地方振興局土木部・岩手県北上地方振興局農林部農村整備室・
　　　　　　　　　　（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター．327 － 335．
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未掲載

未掲載
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ビン類

※重量はｇ、口径・器高・底径はcm。
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SK03

SK35

SK44

ⅢB4ｄ

ⅡB20a

ⅡB20a

ⅡB20a

SK08

ⅡB20a

ⅡB20ｂ

ⅡB20a

ⅢB3ｂ

SK32

SI01

SK36上集石

（北トレンチ1西半）

（出土地点G）

（SK25-SK11間）

（出土地点B）

（出土地点C）

（出土地点A）

（頂上部付近）

（中央トレンチ2南）

（焼土3付近）

（中央トレンチ北半）

石材年代　　　　石材産地
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土坑

第13表　土坑墓一覧表

第14表　出土動物遺存体一覧表

墓№
規模

（長軸×短軸×深さ）
埋葬動物 骨の残存状況 新旧関係 伴出遺物 備考

1  (93) × (33) × 20  犬×１  頭蓋、胴骨・肢骨の一部  土坑墓２ → １  首輪？

2  (94) × (67) × 68  馬×１  頭蓋・胴骨、肢骨の一部  土坑墓２ → １  蹄鉄、頭絡？

3  155  × 108  × 24  馬×１  ほぼ全身  土坑墓３ → ４  頭絡？  蹄鉄装着せず？

4  189  × 147  × 42  馬×１  ほぼ全身  土坑墓３ → ４ → ５  蹄鉄、頭絡？

5  240  × 174  × 34  馬×１？  頭蓋・胴骨、肢骨の一部  土坑墓４・８ → ５ → ６  ガラス瓶、頭絡？  複数体埋葬？

 馬×１  頭蓋・胴骨、肢骨の一部

 犬×１  頭蓋のみ

7   98  ×  76  ×  8  なし

8 (115) × 110  × 35  馬(小型)×１  ほぼ全身  土坑墓９・13 → ８ → ５・６  蹄鉄、頭絡？  仔馬？

 しな 41 × )64( × )601(9 土坑墓９ → ８・11

 牛×１  頭蓋・胴骨、肢骨の一部

 馬×１  頭蓋・肢骨の一部

11  173  × (66) × 50  馬×１  ほぼ全身  土坑墓９ → 11  蹄鉄、頭絡、肥料袋、石器、石製品

分土出位上 鉄蹄 身全ぼほ １×馬 

 馬×１  ほぼ全身

 牛×１  下顎骨のみ

13  196  × 152  × 71  馬×１  ほぼ全身  土坑墓13 → ８・12・14  蹄鉄

14  110  × (55) × 31  牛×１  肢骨の一部のみ  土坑墓13 → 14
鉄蹄 身全ぼほ １×馬 

？馬仔 みの部一の骨肢 １×)型小(馬 

16   79  × (58) × 46  牛(小型)×１  ほぼ肢骨のみ  土坑墓17 → 16  仔牛？

17   68  × (43) × 34  馬×１  頭蓋、胴骨・肢骨の一部  土坑墓17 → 16

18  131  × (35) × 53  不明  歯および骨小片  土坑墓19 → 18
19 (103) × (75) × 84  馬？×１  歯および骨小片  土坑墓19 → 18・20

20  109  × (33) × 45  馬？×１  頭蓋・胴骨の一部  土坑墓19 → 20

※規模は開口部で測定。単位はcm。埋葬動物は[ 種類 × 確認できた頭数 ]で記載。

 下位出土分

 81 × )56( ×  071 6 土坑墓５・８ → 石器（剝片）６

10

 37 ×  861 ×  642 21 土坑墓13 → 12 → 15
 蹄鉄

(116) × (67) × 61

 93 × )34( × )402(51 土坑墓12 → 15

動
物
種

頭
蓋
骨

下
顎
骨

頸
椎

胸
椎

腰
椎

仙
骨

肋
骨

肩
甲
骨

上
腕
骨

橈
骨

尺
骨

手
根
骨

中
手
骨

指
骨

寛
骨

大
腿
骨

膝
蓋
骨

脛
骨

踵
骨

距
骨

足
根
骨

中
足
骨

備考

犬 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ △ △ ？ △ 写真掲載：頭蓋骨(K01)、下顎骨(K04)

馬 ◎ ◎ ◎ ○ ○ △ ○ ？ ○ ○ ○ 犬歯あり。写真掲載：頭蓋骨(K02)、下顎骨(K05)

馬 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ △ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ 犬歯あり。蹄骨らしきものあり。

馬 △ ○ ○ ○ ？ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 犬歯あり。多少、別個体が混じる。

馬 △○○○？◎◎○○ 別個体の混じりが認められる。

馬 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

犬 △ △

馬 △ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ △ ○ △ ？ ○ △ △ 犬歯あり。小型で蹄鉄も小さい。

牛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 下顎骨は２体分あり。写真掲載：頭蓋骨(K03)、下顎骨(K06)

馬 ○ ※ ※ ※ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ？ 牛の椎骨・肋骨とした中に、この馬の椎骨が混じっている可能性あり。

馬 △ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ 犬歯あり。大型。蹄骨あり。多少、別個体が混じる。

上位 馬 △ ○ ○ ？ △ ？ ◎ ○ ◎ ○ △ ？ ？ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 犬歯あり。多少、別個体が混じる。

東側・下位 馬 △ ○ ○ ○ ？ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ 上位から出土したものとは別個体。

〃 牛 ○

西側・下位 馬 。るじ混が体個別、少多？○○○○○○

層位不記載分 馬 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ 上位出土分を補完すると考える。多少、別個体が混じる。

馬 △ ○ ◎ ○ ○ ○ △ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 犬歯あり。写真掲載：胴骨(K28～35)、肢骨(K20～27・36～39)

牛 ？？○？

層位不記載分 馬 △ ○ ◎ ◎ ◎ △ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ △ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ 犬歯あり。小型の個体混じる。上位・下位出土分を補完。

中央部・上位 馬 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ 少量小型の個体が混じる。

〃 馬 ※ ？ ※ △ ○ ※ ？ ◎ ○ ○ ○ 小型。

中央部・下位 馬 ？かのもの21墓坑土、来本は骨顎下○○○○○

牛 ？ ？ △ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ 小型。写真掲載：胴骨(K08・09)、肢骨(K10～19)

馬 ○ ○ ○ ○ ？ ○ ○ ？

不明 ？ ？

馬？ ？ ？

馬？ ？ △ ○

凡例　◎：該当する部位がほぼ全て残っているもの。

　　　○：該当する部位の一部が確認でき、比較的残りの良いもの。

　　　△：該当する部位の一部が確認できたが、比較的残りや揃いが悪いもの。

　　　？：その可能性があるものを確認できたもの。
尾椎・胸骨・腓骨については、明確なものを確認できなかったので、その項目を設けていない。

種子骨については、手根骨や足根骨と区別できておらず、これらと混在させてしまっている。

土
坑
墓
12

出土遺構
・層位

土坑墓１

土坑墓２

土坑墓３

土坑墓４

土坑墓５

土坑墓６

〃

土坑墓８

土坑墓10

〃

土坑墓11

土坑墓13

土坑墓14

土
坑
墓
15

土坑墓16

土坑墓17

土坑墓18

土坑墓19

土坑墓20
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Ⅵ　総　　　括

　１　平成 27 年度調査

　今回の調査から、放射性炭素年代測定値で鎌倉時代末～室町時代前半（13世紀末～14世紀）
に比定される製鉄工房跡が計４棟確認された。これら４棟は新旧関係を持っており、ＳＸＷ
01→02→04→03 の変遷が捉えられている。
　近年の復興調査などで岩手県沿岸部における古代後半～中世の製鉄遺跡が多く調査され、資料の蓄
積が進んでいる。ここでは現在までに報告されている岩手県下閉伊郡山田町焼山遺跡と宮古市松山松
山館跡の調査事例を概観しながら、今回見つかった根井沢穴田Ⅳ出土の製鉄工房跡を比較検討したい。
　今回の調査で見つかっているのは、製錬作業に関わる製鉄炉を持つ工房跡であることから、遺構の
残存が比較的良い焼山遺跡の８号製鉄工房（８号製鉄炉）と９号製鉄工房（９号製鉄炉）、松山館跡
の１号製鉄工房（１～４号製鉄炉）の調査例が該当する。
　焼山遺跡は下閉伊郡山田町船越に所在する古代末期～中世初期の製鉄遺跡で、鍛冶工房２棟や製鉄
工房５棟と製鉄炉19基、炭窯17基などを確認した。年代測定から、10世紀後半～13世紀前半の製鉄炉
が見つかっている。報告書によると、10世紀後半～11世紀前半は地下構造の無い製鉄炉、12世紀後
半～13世紀前半は地下構造が作り込まれるタイプに分けられ、８及び９号製鉄工房はいずれも後者
である。また、松山館跡は宮古市松山に所在する奈良時代～近世までの複合遺跡で、年代測定から13
世紀代の製鉄炉４基と貼床範囲、排滓場によって構成される１号製鉄工房が見つかっている。製鉄炉
は、３号→２号→１号→４号の変遷が想定されている。
　工房の形状と規模は、本遺跡と焼山は１棟１基の製鉄炉を持つが、松山館は斜面を整地した平坦面
に連続して構築している点で異なる。本遺跡と焼山は、円形基調と隅丸方形～楕円形でやや違うが、
規模４～５ｍの中央に炉を有することは共通している。炉自体はいずれも平地式の自立炉であり、若
干の規模・形状の違いはあるが、これが中世の岩手県沿岸部の特徴と見て良いだろう。また、製鉄炉
の地下構造がある点は同じだが形状は本遺跡が隅丸方形に対して、焼山と松山館は楕円形や不整な楕
円形と違いがある。炉は焼山８号が馬蹄形（円形か・0.7×0.6 ｍ）、焼山９号は楕円形（0.9×0.62 ｍ）、
松山館は松山館１号が楕円形（1.5×1.2 ｍ）、松山館２号は楕円形（1.3×1.2 ｍ）、松山館３号は馬蹄形（円
形か・1.2×1.0 ｍ）、松山館４号は馬蹄形（円形か・1.0×0.9 ｍ）の平面形をしており、いずれも炉基
底部が残存している。本遺跡の残存した炉底は、円形（1.3×1.2 ｍ）・楕円形（1.1×0.8 ｍ）で規模は
ほぼ同じだが、楕円形は排滓方向に対して横長となる。確認した炉は、基底部が残存しなかったため
本来の形状は炉底から推測するに留まった。この他の特記事項として、炉から鉄滓を排出する方法に
違いがあり、焼山と松山館は幅の広い排滓溝１条を使うのに対して、本遺跡は排滓溝が段階的ではあ
るが３条認められる。また、排滓坑に粘土を貼り直すなど意図的な作業の痕跡が読み取れる。
　３つの遺跡を概観しながら比較を行ったが、ほぼ同じ時期の範疇に入るこれらの製鉄炉は、構造に
多少の違いがあるものの、ほぼ同様の形態を持っている。
　今回挙げた調査例の他に、未報告だが岩手県下閉伊郡山田町石峠Ⅱ遺跡、岩手県九戸郡野田村上代
川遺跡、岩手県九戸郡洋野町南八木遺跡からも古代末～中世の製錬遺構が確認されている。今後さら
に事例の蓄積が進めば、岩手県沿岸部における中世の鉄生産がさらに詳しく推定できると考えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北田）
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第52図　古代末～中世の製鉄工房跡
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引用参考文献

岩埋文　2014　『松山館跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 625 集

岩埋文　2016　『焼山遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 651 集

　２　平成 28 年度調査

　平成28年度の調査区は、平成27年度調査区よりもひとつ南側の尾根となる。尾根の頂部から南側斜
面にかけて相当する範囲である。当初、前回と同じく中世の製鉄炉関連の遺構が予想されたが、調査
区内にはこれらの遺構は検出されなかった。
　今回の調査で確認できた遺構には、竪穴建物、土坑、陥し穴状遺構、焼土遺構、家畜埋葬墓がある。
いずれの遺構も、削平によるものか浅く、遺物の出土も少ないものであった。また、このため遺物が
遺構内から出土しても、厳密にその遺構に伴うか明確に判断できるものは少なかった。したがって、
本書に記載した時期については、こういった問題があることは明記しておきたい。
　こうした前提のなかで、検出した遺構は、出土した土器からみると、大きく縄文時代後期初頭と弥
生時代後期に分けることができる。以下、時期ごとに遺跡の様相をまとめる。

縄文時代

　調査した土坑類の大半は、遺物が出土した遺構と類似することから、大部分が縄文時代と想定でき
る。土坑類は、浅いものが多いが、なかには貯蔵穴と考えられる深いものや、陥し穴状遺構などがあ
る。また、これらの土坑類の中では、土坑と陥し穴状遺構とが重複する例があり、重複関係をみると、
陥し穴状遺構の方が古いことがわかる。すべての関係に普遍化できるかどうか不明であるが、傾向と
しては、陥し穴状遺構は、後期初頭よりも古い時期である可能性がある（中期か）。
　したがって、この遺跡は、縄文時代後期初頭以前には、陥し穴状遺構が広がる狩り場として、後期
初頭は、フラスコ状土坑を含む土坑類が中心となる。竪穴建物跡が未検出であるが、集落の周辺域の
様相を示していると想定される。時期によって、遺跡の内容が変化していることは興味深い点となる。

弥生時代

　弥生時代については、遺物が出土した竪穴建物跡（ＳＩ03）からみると、弥生時代後期と考えられる。
そのほかの竪穴建物跡は、遺物の出土がなく、年代の決め手に欠けるものの、構造が類似している点
を重視すると、同様の時期と想定される。そのほか土坑の一部や焼土遺構についても、出土遺物など
からこの時期の遺構といえる。小規模ながら集落として利用されていたことが分かる。
　調査自体は比較的小規模なものであったが、以上のような成果から、周辺にはこれらの時期の遺構
がまだ広がっていることが予想される。また、調査した範囲は、尾根の先端付近の一部分であり、周
辺も含めて、尾根全体を利用していたことが予想される。この遺跡の詳細な検討は、これらを調査し
た際に改めて行う必要がある。

　このほか、特筆すべき遺構に土坑墓がある。時代は近代から現代までではあるが、まとまって馬や
牛を中心とする家畜墓を調査した点は希少な例として、豊富な動物遺存体の出土とあわせて貴重な資
料といえる。詳細な分析を行ったわけではないが、馬、牛、犬などの多様な家畜が埋葬されていた。
年代が現代のものも含まれるとはいえ、ある程度の期間埋葬され続けたことや、地域の生業として家
畜の使われ方など今後の地域史に寄与すると考えられる。　　　　　　　　　　　　　（中島・西澤）
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写　真　図　版

▲

▲

▲の交点が遺跡位置

米軍撮影航空写真（1948 年５月 15 日・国土地理院提供）
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調査区遠景（南西から）

製鉄工房群全景（南から）

写真図版１　調査区遠景・近景
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成
27
年
度
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全景（南西から）

炉全景（南西から）

写真図版２　ＳＸＷ 01 製鉄工房跡（１）
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写真図版３　ＳＸＷ 01 製鉄工房跡（２）

炉裁ち割り断面（南東から）

第１期面全景・断面（南東から） 西壁構築時の焼土（南から）

掘り方全景（南西から） 検出（南西から）
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写真図版４　ＳＸＷ 02 製鉄工房跡

全景（南西から）

炉全景（南西から） 炉断面（南東から）

P9 断面（南西から） 検出（南西から）
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全景（南西から）

炉全景（南西から）

写真図版５　ＳＸＷ 03 製鉄工房跡（１）
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第２期炉上面断面（南東から）

第２期炉全景（南から）

写真図版６　ＳＸＷ 03 製鉄工房跡（２）



－ 119 －

第１期炉全景（南西から）

炉掘り方全景（南西から）

写真図版７　ＳＸＷ 03 製鉄工房跡（３）
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写真図版８　ＳＸＷ 03 製鉄工房跡（４）、現況

第１期流出溝断面（南西から）

下部構造炭化物層検出（東から） 下部構造断面（南東から）

現況（南東から） 検出（南西から）
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SXW04 及び SK02 全景（南西から）

炉流出溝全景（南西から）

写真図版９　ＳＸＷ 04 製鉄工房跡（１）、ＳＫ 02 土坑
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写真図版 10　ＳＸＷ 04 製鉄工房跡（２）、ＳＫ 01 ～ 03 土坑、ＳＢ 01 掘立柱建物跡

ＳＸＷ 04 流出溝断面（南東から）

ＳＫ 01 全景（南西から） ＳＫ 01 断面（南西から）

ＳＫ 03 全景（南西から） ＳＢ 01 掘立柱建物跡全景（北西から）

ＳＫ 02 断面（南東から） ＳＸＷ 04 及びＳＫ 02 検出（南西から）

ＳＸＷ 04 流出溝裁ち割り断面（南西から）
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写真図版 11　ＳＫ 04 土坑、ＳＦ 01 焼土、ＳＤ 01 溝跡、中央トレンチ、調査区西壁

ＳＫ 04 全景（北西から）

ＳＤ 01 全景（北西から） ＳＤ 01 断面（北西から）

中央トレンチ断面（南西から） 調査区西壁断面（南東から）

ＳＦ 01 検出（南東から） ＳＦ 01 断面（南東から）

ＳＫ 04 断面（北西から）
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縄文土器（１～７）

羽口（８～ 20）

１
２ ３ ４

５ａ ５ｂ

６

７

９

10

11

12

14

８

0 1:2 5cm

0 1:3 10cm

写真図版 12　出土遺物（１）
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13 15

16

17

18

19

20
0 1:3 10cm

写真図版 13　出土遺物（２）
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34

21

22

23

24

25

26

27

28

30

0 1:4 10cm

31

33

鉄滓（21 ～ 34）

29

32

写真図版 14　出土遺物（３）
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遠景 1 　南から

遠景 2　直上

写真図版 15　航空写真

▲

▲

<
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28
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1．基本土層　トレンチ 1　東から

2．基本土層　トレンチ 2　東から

写真図版 16　基本土層
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1．調査区東半分全景　南西から

2．調査区全景　頂部付近　北西から

写真図版 17　調査区全景
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1．SI01 完掘　南東から

写真図版 18　SI01

2．SI01 断面　南西から

3．SI01 SK1 断面  南西から
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1．SI03 完掘　南から

写真図版 19　SI03

2．SI03 断面　南西から

3．SI03 焼土　南から
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1．SI04 完掘　南から

写真図版 20　SI04

2．SI04 断面　東から

3．SI04 焼土　南から
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1．SI05･06 断面　東から

写真図版 21　SI05・06

2．SI05 完掘　南西から

3．SI06 完掘　南から
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写真図版 22　土坑１（SK01・SK03・SK04・SK05）

1．SK01 南西から

5．SK04 西から 6．SK04 断面　南から

7．SK05 南から 8．SK05 断面　南から

3．SK03 南東から 4．SK03 断面　南から

2．SK01 断面　東から
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写真図版 23　土坑２（SK07・SK13・SK14・SK15・SK26）

1．SK07　南東から

5．SK14･15　北から 6．SK14･15 断面　北東から

7．SK26　南から 8．SK26 断面　南から

2．SK13　東から 4．SK13 断面　東から

2．SK07 断面　南から
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写真図版24　土坑３（SK28・SK29・SK08・SK22・SK23・SK24・SK25・SK27）

1．SK28　北から

5．SK08、22 ～ 25、27 断面（Ａ－Ａ’）　東から 6．SK08、22 ～ 25、27 断面（Ｂ－Ｂ’）　南から

7．SK08、22 ～ 25、27 断面（Ｃ－Ｃ’）　南から 8．SK08、22 ～ 25、27 断面（Ｄ－Ｄ’）　南から

3．SK29　南から 4．SK29 断面　東から

2．SK28 断面　東から
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写真図版25　土坑４（SK08・SK22・SK23・SK24・SK25・SK27・SK22～27断面）

1．SK08　南から

5．SK25　南東から 6．SK27　南東から

7．SK22 ～ 27　南東から 8．SK22 ～ 27　周辺作業風景　東から

3．SK23　南東から 4．SK24　南東から

2．SK22　南東から
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写真図版26　土坑５（SK30・SK31・SK35・SK32）

1．SK30　南から

5．SK35　東から 6．SK35 断面　東から

7．SK32　東から 8．SK32 断面　北東から

3．SK31　南から 4．SK31 断面　南から

2．SK30 断面　南東から
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写真図版27　土坑６（SK36・SK37・SK38・SK40・SK42）

1．SK36　東から

5．SK40　西から 6．SK40 断面　東から

7．SK42　東から 8．SK42 断面　南から

3．SK38　南から 4．SK38 断面　南東から

2．SK37　東から
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8.SK06 断面　南から

写真図版28　土坑７（SK43・焼土1・焼土2・SK02・SK06）

1．SK43　南東から

5．SK02　南東から 6．SK02 断面　南東から

7．SK06　南から 8．SK06 断面　南から

3．焼土１　南から 4．焼土２　南から

2．SK43 断面　東から
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写真図版29　土坑８（SK09・SK10・SK11・SK12）

3．SK11　東から 4．SK12　東から

1．SK09　北東から 2．SK10　東から
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写真図版30　土坑９（SK19・SK20・SK39・SK41）

3．SK39　北東から 4．SK41 東から

1．SK19　東から 2．SK20　西から
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写真図版31　土坑10（SK09・SK10・SK11・SK12・SK19・SK20・SK39・SK41）

1．SK09 断面　西から

5．SK19 断面　東から 6．SK20 断面　南西から

7．SK39 断面　北東から 8．SK41 断面　東から

3．SK11 断面　西から 4．SK12 断面　東から

2．SK10 断面　西から
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写真図版32　家畜埋葬墓１（土坑墓2～6・8・10～12）

1．土坑墓 2 骨出土状況　北から

5．土坑墓 5･6･8 骨出土状況　南から 6．土坑墓 10 断面　北から

7．土坑墓 11 断面　北から 8．土坑墓 12 断面　南から

3．土坑墓 2 ～ 5 断面　南西から 4．土坑墓 5 断面　南東から

2．土坑墓 3 骨出土状況　南東から
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写真図版33　家畜埋葬墓２（土坑墓12～20）

1．土坑墓 13 骨出土状況　南西から

5．土坑墓 16 断面　東から 6．土坑墓 17 断面　東から

7．土坑墓 18･19 断面　東から 8．土坑墓 19･20 断面　北から

3．土坑墓 12 ～ 15 骨出土状況　南西から 4．土坑墓 15 骨出土状況　南西から

2．土坑墓 12･13 断面　東から
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1．土坑墓群検出状況　西から

2．土坑墓群調査状況　北から

写真図版34　家畜埋葬墓３（検出状況・調査状況）
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写真図版35　出土遺物１（縄文・弥生土器）

1
2

3
4

5

6

7a

8

9

10 11

7b



－ 148 －
写真図版36　出土遺物２（縄文・弥生土器）
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68



－ 149 －
写真図版37　出土遺物３（縄文・弥生土器・土師器）
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写真図版38　出土遺物４（石器・石製品）

36

37

38

39

40

4142
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写真図版39　出土遺物５（陶磁器・ガラス製品）

4544

46

48 4947

49 腰部

47肩部

48肩部

48肩部
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写真図版40　出土遺物６（鉄製品１）

50

51

52
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写真図版41　出土遺物７（鉄製品２）

53

54

55
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写真図版42　出土遺物８（鉄製品３）

56

57

58
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写真図版43　出土遺物９（鉄製品４）

59

60

61
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写真図版44　出土遺物10（鉄製品５）
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写真図版45　出土遺物11（動物遺存体１）

1

2

3

4

5

6

7

1：頭蓋骨イヌ（Ｋ01）、2：頭蓋骨ウマ（Ｋ02）、3：頭蓋骨ウシ（Ｋ03）

4：下顎骨イヌ（Ｋ04）、5：下顎骨ウマ（Ｋ05）、6：下顎骨ウシ（Ｋ06）、7：下顎骨ブタまたはイノシシ（Ｋ07）
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写真図版46　出土遺物12（動物遺存体２）

1
2

3 4

5
6

7

1：椎骨（Ｋ08）、2：肋骨（Ｋ09）、3：肩甲骨（Ｋ10）、4：上腕骨（Ｋ11）、5：橈骨（Ｋ12）
6：尺骨（Ｋ13）、7：中手骨または中足骨（Ｋ14）、8：寛骨（Ｋ15）、9：大腿骨（Ｋ16）
10：脛骨（Ｋ17）、11：距骨（Ｋ18）、12：踵骨（Ｋ19）

8
9

10
11

12

ウシ（縮尺 約1/3）
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写真図版47　出土遺物13（動物遺存体３）

1

2

3

4

5

1：肩甲骨（Ｋ20）

2：上腕骨（Ｋ21）

3：橈骨・尺骨（Ｋ22）

4：中手骨（Ｋ23）

5：寛骨（Ｋ24）

ウマ1（縮尺 約1/3）
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写真図版48　出土遺物14（動物遺存体４）

1

2

3

4

5

1：大腿骨（Ｋ25）
2：脛骨（Ｋ26）
3：中足骨（Ｋ27）
4：頸椎（第3～6頸椎）（Ｋ28）
5：頸椎（第７頸椎）（Ｋ29）
6：頸椎（第１頸椎）（Ｋ30）

ウマ2（縮尺 約1/3）

6
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写真図版49　出土遺物15（動物遺存体５）

1

2

3

4

5

1：頸椎（第２頸椎）（Ｋ31）
2：胸椎（Ｋ32）
3：胸椎（Ｋ33）
4：仙骨（Ｋ34）
5：肋骨（Ｋ35）
6：手根骨（Ｋ36）
7：距骨・踵骨・足根骨（Ｋ37）
8：指骨（Ｋ38）
9：指骨（Ｋ39）

ウマ3（縮尺 約1/3）

6

7

8
9
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三陸沿岸道路建設

所 収 遺 跡 名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

根井沢穴田Ⅳ遺跡

集 落 縄文時代

土 坑
焼 土
陥し穴状遺構
小 穴

10基
２基
10基
24基

縄文土器、石器

14世紀代の製鉄炉及び工房
跡を調査した。この時期と
しては、遺存状態が良く、
構造もある程度判明する好
例となる。
そのほか、近現代の家畜を
埋葬した土坑墓群と出土し
た動物遺存体も貴重な資料
となる。

集 落 弥生時代

竪 穴 建 物 跡
土 坑
焼 土
小 穴

５棟
18基
１基
７基

弥生土器、石器

製 鉄 中　　世

製 鉄 工 房 跡
掘 立 柱 建 物
土 坑
溝 跡

４棟
１棟
２基
１基

鉄滓、羽口

墓 近 現 代 柱 穴 列
土坑墓（家畜）

２基
20基

動物遺存体、蹄鉄、ガラ
ス瓶、陶磁器、革製品

要 約

平成27年度と28年度の２カ年に行った発掘調査である。
平成27年度は、おもに14世紀代における製鉄工房を調査した。製鉄工房は、斜面に構築された竪穴状の

工房内に方形を呈する製鉄炉をもつ。炉本体は失われているが、最終操業時の地下構造が良好に残存して
いる。中世前半の製鉄を考える上では貴重な調査となる。

平成28年度の調査は、平成27年度の調査よりも、沢を挟んで一つ南側の尾根となる。尾根頂部から南側
斜面にかけてが調査区であるが、この南側斜面を中心に弥生時代後期と考えられる竪穴建物跡５棟を調査
している。いずれも規模が小さく、地床炉を中央にもつものである。そのほか縄文時代と想定できる陥し
穴状遺構や土坑類を調査している。

また、近現代に相当する家畜を埋葬したと考えられる土坑墓を調査した。馬をはじめとし、牛や犬など
の動物遺存体が比較的良好に残存していた。これらは新しい年代とはいえ、埋葬方法など民俗例としても
貴重な資料といえる。
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